AV マルチチヤンネルアンプ 

VSX-821 


[インターネツトによるお客様登録のお願い 
http://pioneer.jp/support/ 

このたびは、ノくイオニア製品をお買い上げいたださまして、まことにありびとラございます。 
弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。上記アドレス 
からご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせなどをお届けいたします。 
なお、上記アドレスは、困ったときのよくある質問やさ種お問い合わせ先の案内、カタ□グや 
取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立てるサービスの提供を目的としたページです。 
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.1 .はじめに 


付属品を巧認する 


じ(下の付属品びあることを確認してください。 
• セットアップ用マイク 
• リモコン 

•単4形乾電池(動作確認巧） X 2 
• 冉 M ループアンテナ 

• FM アンテナ 

• iPod ヶーブル 
-電源コード 
•保罰書 

-取掘説巧書(本書） 


U モコンに電池を入れる 


0重要 

電池を誤って使用すると液漏れや破裂の危険びあ 
りまず。次の注意を守って<ださい。 

-新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使 
巧しないでください。 

• 乾電油のプラスとマイナスの向をを電池ケース 
の表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちのびあ 
ります。種類の違ラ乾電池を湿ぜて使巧しない 
で < ださい。 

•不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自 
治体の指示煤例)に従って赃理してください。 

•電池を直射曰光の強いところや、炎天下の車内- 
ストープの前などの高温の場所で使巧-放置し 
ないでください。電池の液漏れ、発熱、破裂、 
発火の原因になります。また、電地の性能や寿 
命び低下することびあります。 


リモコンの操作轟囲 


本機を U モコンで操作すると去は、 U モコンをフロ 
ントパネルのリモコン信号受光部に向けてください。 
リモコンと本機との間に障害物びあったり、 U モ 
コン受光部との角度び悪いと操作でをない場合び 
あります。 


U モコン受光部に直射日光や壁光ななどの強い光 
び当たると誤動作することびあります。 

ホが線を出す機器の近くで本機を使用したり、赤 
外線を利用した他の I 」モコンを使巧すると、本機 
び誤動作することびありまず。逆に本機のリモコ 
ンを操作すると、他の機器を誤動作させることち 
あります。 



設置について 


放熱のため、本機の上に物を置いたり、巧やシー 
卜などをかぶせた状態でのご使巧は絶対におやめ 
ください。異常発熱により故障の原因となる場合 
びお0ます。 



A ま意 

本機を設置する場合には、壁から] 0 cmULb の 
間隔をおいてください。また、放熱をよくするた 
めに、他の機器との間はみし離して設置してくだ 
さい。ラックなどに入れるときには、本機の天面 
から20 cm 攻上、背面から10 cmULL 側面か 
610 cmULh のすをまをあけてください。内部 
に熱びこちり、火災の原因となることがありまず。 
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I .本磯を輔巧爾れ . 

本機は多くの機能や端デを装備した本格的な AV アンプですび、政下の手順で設定をするだけで簡単にホー 
ムシアターを楽しむことびでをます。 

手順の色は、 UTF の意味を表しています。 

〔必ず行ぅ手順 I 

([必要に応じて行ラ手順 I 

♦ ♦♦♦♦♦な ♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦ 


1スピーカーの配置/使用パターンを選ぶ 
(一7ぺージ） 

• 已 . Ich サラウンドシステム 
• 巨. Ich サラウンド(サラウンドバック）システム 

• 7.1 ch サラウンド(サラウンドパック）システム 

• 7.1 ch サラウンド（フロント八イト）システム 


2スピーカーを接続ずる(一7ぺージ）〕 


3機器を接続ずる(一日ぺージ） 

-再生機器とテレビの接続について（一目ページ） 
•再生機器と録画機器の接続について（一目 
ページ） 

-テレビやブルーレイディスクプレーヤーを接 
続する（一10ページ） 

-電源コードをつなぐ（一14ページ） 


4電源を入れる 


曰コンポーネントビデオ入力端子の設定 
卜28ページ） 

プリアウト端子の設定（^28ぺージ） 

オーディオリターンチヤンネルの設定 
(一2目べージ） 


6 スピーカーの 自動設定を巧う（一1已 
ぺージ） 


7本機か6音を出ず（一16ページ） 

-音声入力信号を選択する(一17ページ） 

• iPod の再生(一18ぺージ） 

• US 目六モ U - の再生(一1日ページ） 
•リスニングモードを選ぶ（一22ページ) 


8お好みで音靑の設定をずる 

-最適な設定でヴウンド再をずる(^23ぺージ） 
( PHASE 巳 0 NTR 0 L 機能やサウンドレト U バー 
機能 、 UP MIX 機能、オーディオ調整機能など） 

-聴感によるスピーカーの設定（一26ページ） 


9リモコンを使いこなず 

-他機器の I 」モコン操作（^30ぺージ) 
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AV アンプ 


1 スリープ 

スリープタイマーを設定します。3□分、60分、 
日0分の中から設定した時間び経過すると、本機の 
電源びオフ（スタンバイ）になります。設定後に ス 
リープ ボタンを押すと、タイマーの経過時間を醒 
認できまず。 

2 AV アンプむ 

13 本機の電源をオン/オフ（スタンバイ）にします。 

3 IAV アンプ I 

リモコンを本機の操作モードに切り換えます。ま 
た、システムセットアップ設定などを行ラときに 
使巧します。 

4 入力切換^-^ 

本機の入力を切り換えます(一1巨ページ)。 

5 マルチコント□—ルボタン 

本機の入力を切り換え、 U モコンを入力機器の操 
作モードにします(一1巨ページ)。 

6音声切換 

音声び入力されている端子を切り換えまず(^17 
ぺージ)。 

7 リスニングモードボタン 

14 AU 下。 /D 旧 ECT 

オートサラウンド再生やダイレクト再生に切 
り換えまず(一22ぺージ)。 

STEREO 

15 ステレオ再生に切り換えます(一吕吕ページ)。 

ALC/STANDARD 

サラウンド再生やオートレベルコント□ール 
モードに切り換えます(一22ページ)。 

ADVSURR 

アドバンスドサラウンド再生やフ□ントサ 
ラウンド.ア ドバンス再生に切り換えます 
(一吕2ページ)。 

I 8アンプ/他機器操作*設定ボタン 

17 IAV アンプ I ボタンまたはマルチコント□-ルボタン 

で操作する機器を選択したあとに操作します。 

オーディオ調整 

サラウンド効果の設定などを行いまず(^吕4 
ぺージ）。 
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トップメニュ ー 

プルーレイディスクなどのトップメニューを 
表のします。 

sn (み 
巧疋 

本機のシステムセットアップ設定を行います 
(一26ページ)。 

ホームメニュー 

ホーム六ニュー画面を表示しまず。 

iPod CTRL 

iPod の操作を本機側と iPod 側とで切り換え 
ます(一] 8ページ)。 

TUNER EDIT 

チューナー操作で、放送局を記憶させたり、 
名前をつけたりします(一21ページ)。 

ツール 

プルーレイディスクプレーヤーなどのツール 
画面を表示します。 

メニュ ー 

DV □やテレビなどのメニュー画面を表示します。 

パンド 

チューナー操作で、 AM と FM ST (ステレオ)、 
FM M 日 N 日（モノラル)を切り換えます(一引 
ぺージ)。 

戻る 

本機のシステムセットアップや各種メニュー 
画面で1つ前の画面に戻0ます。 

9 tl ■ 和今 （ TUNEt/*、PRESET 
和 / 一 ） /ENTER 

本機のシステムセットアップ設定や各種メニュー 
操作に使巧します。また、 TUNEt / ♦はラジオの 
放送局を合わせるために、 PRESET 和/崎は記憶 
した放送局の呼び出しに使巧します。 

10他機器操作ボタン 

►、■などのボタン操作はマルチコント□ールボ 
タンで操作する機器を選択してから行いまず。 

じ(下のアンプ標作は IAV アンプ 1 ボタンを巧してから 
行います。 

ほ音 +/- 

本機のな音を調藝します。 

高音 +/- 

本機の高音を調整しまず。 


-スピーカーの設定メ_ューまたはスピー 
カーの自動設定でフロントスピーカーび 
SMALL に設定されて、ク□スオーバー周 
波数び1已〇 Hzm 上に設定されている場合、 
低音 +/—を押すとサブウーファーのチヤン 
ネルレベルび調整されます。 

し^下のテレビ操作は シフト ボタンを押しなびら行 
います。 

地上 A 

地上アナ□グ放送を選びます。 

地上 D 

地上デジタル放送を選びます。 

巨 S 

巨 S 放送を選びます。 

CS 

CS 放送を選びます。 

11数字ボタン/アンプ操作ボタン 

数字ボタンは、巳 D や DVD などのトラック番号な 
どを選択します。 

ENTER ボタンは、入力されたテレビのチヤンネ 
ルなどを決定しまず。また、 CD チェンジヤーな 
どではディスクを選択します。 
m 下のアンプ操作は IAV アンプ 1 ボタン封甲してから 
行いまず。 

S •レトリバー 

サウンドレト U バー機能のオン/オフを切り 
換えまず(^23ぺージ)。 

S 日か処理 

サラウンドバックチヤンネルの処理モードを 
切り換えます(一24ページ)。 

…選択、 LEV+/- 

スピーカー出カレベルの調整に使用します。 
CH 選択 ボタンでスピーカーを選択し、 LEV 
+/—ボタンを使用して出カレベルの調整を 
します(一27ぺージ)。 

EQ 

アコーステ イッ クキヤ U プ レーシヨ ン EQ 機能 
のオン/オフを切り換えます(^23ぺージ)。 

ミッドナイト 

ミッ ドナイト機能またはラウドネス機能を選 
択します(^24ぺージ)。 



















































































各部のち抑 


乂ピーカー 

スピーカーシステムを切り換えます (-^8 ペー 
ジ)。 

PHASE 

PHASE 巳 ONTROL モ ー K のオン/オフを切 
り換えます(一23ぺージ)。 

ディ マー 

フ□ン トパネル表示部の明るさを切り換えます。 
しソ下の HDD / DVD / VCR レコーダーの操作は シフ 
ト ボタンを押しなびら行います。 

HDD 、 DVD、VCR 
HDD / DVD / VCR レコーダーで、それぞれの 
操作を切り換えます。 

12入力機器 (!） 

本機に接続した他機器の電源をオン/オフします。 

13テレビコント□—ル 

マルチコント□ールの TV ボタンに割り当てられた 
テレビを操作します。 

0 

テレビの電源をオン/オフします。 

INPUT 

テレビの入力を切り換えます。 

チヤンネル +/— 

テレビのチヤンネルを切り換えます。 

音量 +/- 

テレビの音量を調節します。 

14音量+/- 

本機の音量を調節します(一1曰ページ)。 

1百消音 

消音しまず。ちラー度押すと解除されます。 

16表示 / D に P 

本機の表示を切り換えます。押すたびに入力 、 U 
スニングモード、音量、プリアウト設定などの表 
示び切り換わります。（選択している入力によって 
は、プ U アウト設定は表示されません。） 

17シフト 


フ□ントパネル 


1 


2 3 


4 


已 2 6 


四角で囲まれたボタン(たとえば I 化 上 D I など） 
は シフト ボタンを押しなびら操作します。 
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1 INPUT SELECTOR ダイヤル 

本機の入力を切り換えます(一1巨ページ)。 

2 MCACC インジケーター 

アコーステイックキヤ U ブレーション E 日を 
オンにしているときに点灯します(一23ペー 
ジ)。 

HDMI インジケーター 

HDMI 対応機器と接続処理中に点滅し、接続 
び売了すると点灯します。（一14ページ） 

iPod iPhone iPad インジケーター 

iPod や iPhane 、 iPad び接続されているとを 
に 、 iPod US 巨入力び選択されると点なしま 
す。（一18ぺージ） 

3 SPEAKERS 

スピーカーシステムを切り換えます (^8 ペー 
ジ)。 

DIMMER 

フ□ントパネル表示部の明るさを切り換えます。 

DISPLAY 

本機の表示を切り換えます。押すたびに入力、 
I 」スニングモード、音量、プ U アウト設定な 
どの表示び切り換わります。（選択している 
入力によっては、プリアウト設定は表示され 
ません。） 


4表示部 

r ディスプレイ」をご覧ください(一日ぺージ)。 

呂ラジオチューナー操作ボタン 
BAND 

チューナー操作で、 AM と FM ST (ステレオ）、 
FM MONO (モノラル)を切り換えまず(一 2] 
ぺージ)。 

TUNER EDIT/ENTER 

放送局を記憶させたり、名前をつけたりしまず。 

TUNEf / l - 

ラジオ放送の周波数を選択します。 

PRESET 和/今 

ラジオ放送の記憶させた放送局を選択します。 

巨リモコン受光部 

「 I 」モコンの操作範囲」をご覧 < ださい（一3ペー 
ジ)。 

7 MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調節しまず。 

8む STANDBY/ON 

本機の電源をオン/オフ（スタンバイ）にします。 

9 PHONES 端子 

へッ ドホンを接続します(^17ぺージ)。 


10リスニングモードボタン 

AUTO SURROUND/STREAM 
DIRECT 

オートサラウンド再生やダイレクト再生に切 
り換えます(一吕吕ぺージ)。 

ALC/STANDARD SURR 

サラウンド再生やオートレベルコント□ール 
モードに切り換えます(一吕吕ページ)。 

ADVANCED SURROUND 

アドバンスドサラウンド再生やフロントサ 
ラウンド.ア ドバンス再生に切り換えます 
(一22ぺージ)。 

11 MCACC SETUP M に端子 

スピーカーの自動設定を巧ラときに、付属のセッ 
トアップ巧マイクを接続します(一1已ページ)。 

12 VIDE 0/ AUDI 0 入力端子 

ビデオカ;^ラやゲーム機などを接続することびで 
をます(一14ページ)。 

13 iPod / USB 入力端子 

iPod またはマスストレージクラスに対応した 
US 日メモ U —を接続して再生することびできます 
(一14ページ)。 

14 SOUND RETRIEVER AIR 

本機の入力び ADAPTER に切り換わり、 U スニン 
グモードび自動的に S.R A 旧になりまず（一20、 
22ページ)。 

1呂 iPod iPhone iPad DIRECT CONTROL 

本機の入力妍 Pod に切り換わり、 iPod の各種操 
作び1ド〇|：1本体ででをるよラになります(^18ペー 
ジ)。 


る部の名称 
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各部の名称 


リディスプレイ 

1 2 
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1 PHASE 

PHASE CONTROL モードびオンのと封こ点灯し 
ます(一23ページ)。 

2 AUTO 

オートサラウンドモード選択時に点なします(一32 
ぺージ)。 

3ラジオチューナーインジケーター 
ST 

FM 放送をステレオで受信しているとをに点 
なします(一 2] ページ)。 

TUNE 

ラジオ放ちを受信しているときに点なします。 

PRESET 

放送局を登録するとをや、登録した放を局を 
呼び出すとさに表おされます。 

MEM 

放送局を登録しているとをに点滅しまず。 

kHz/MHz 

AM / FM ラジオ放送の周波数を表示している 
とさに点灯します。 

4スピーカーインジケーター 

現在選択されているスピーカーシステムび点灯し 
ます(一8ページ)。 

已スリープタイマーインジケーター 

ス U —プタィマー設定時に点なします(^4ぺージ)。 


6入力信号インジケーター/チューナープ 
リセット番号表示など 

再生している機器の入力信号の種類び点なしまず 
(一17ページ)。また TUNER 入力では登録した放 
送局のプ U セット番号を表示ずるなど、さまざま 
な情報を表示しまず。 

7キャラクター表示部 
8 DTS インジケーター 
DTS 

DTS 信号び入力されているとさに点なしま 
す。 

HD 

DTS - EXPRESS または DTS - HD 信号び入力 
されているとをに点なします。 

ES 

DTS - ES デコードを行っているときに点灯し 
ます。 

96/24 

DTS 日6/24信号び入力されているとさに点 
なします。 

NEO : 巨 

U スニングモードで NEO : 巨 CINEMA または 
NEO : 日 MUS にのいずれかび選択されている 
と去に点むします。 
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9 ドルビーデジタルインジケーター 
□□ D 

ドルビーデジタル信号び入力されているとを 
に点なしまず。 

□□ D + 

ドルビーデジタルプラス信号び入力されてい 
るときに点'なします。 

□□ HD 

ドルビー TrueHD 信号び入力されているとを 
に点なしまず。 

EX 

ドルビーデジタルサラウンド EX デコードを 
巧っているとをに点なします。 

□□ PLII ( x ) 

U スニングモードで DOLBY PROLO 白にのし、 
ずれかび選択されているとさに点なしまず。 

10 ADV . S . (アドバンスドサラウンド） 

アドバンスドサラウンドモードを還んでいるとを 
に点なしまず(一22ぺージ)。 

n 音声切換インジケーター 

再生している機器の音声入力信号の種類び点灯し 
ます(一17ぺージ)。 

DIGITAL 

デジタル音声信号を還択しているとさに点な 
しまず。選んだ入力にデジタル信号び入力さ 
れていないとをは点滅しまず。 

HDMI 

HDM 帽号を選択しているときに点なします。 
選んだ入力に HDMI 信号び入力されていない 
とさは点滅します。 

12 UP MIX / ディマーインジケーター 

UP MIX 機能び ON のとをに点なしまず(一24ぺ一 
ジ)。また、ディマーの設定でディスプレイ消なを 
選んでいると去に点灯します。 

13ストリームダイレクトインジケーター 

I 」スニングモードで D 旧 ECT または PURE 
D 旧 E 巳 T モードび選択されているときに点なしま 
す(一22ぺージ’)。 


A ミち意 

製品の仕様により、本体部や U モコン(付属の場合） 
のスイツチを操作することで表示部びすべて消え 
たが態となり、電源プラグをコンセントか日损い 
たが態と蜜わらなく見える場をびありますび、電 
源の供給は停止していません。製品を電源から完 
全に遮断するためには、電源プラグ(遮断装置)を 
コンセントから振く必要びあります。製品はコン 
セントの近くで、電源プラグ(遮断装置)に容易に 
手び届くよラに設置し、旅行などで長期間ご使用 
にならないとさは電源プラグをコンセントから揣 
いてください。火災の原因となることびあります。 



























I スピーカーの接続 


スピーカーの 配置/ほ 用 パ タージ 
を選ぶ 


フ□ント左ち ( L / R )、 センター CC )、 サラウンド 
左ち ( SL / SR ) の备スピーカーと、アンプ内蔵サ 
プウーファーを本機に接続して、臨場感あふれる 
己.1 ch のサラウンドサウンドび楽しめます。 

また、お手持ちのアンプを使巧して、サラウンド 
バック左ち ( SBL / SBR ) またはフロント八イト左 
ち ( FHL / FHR ) のスピーカーを接続して 7.1 ch サ 
ラウンドシステムにシステムアップでをます。 
•サラウンドバックスピーカーは、 ] 本 ( SB ) だ 
けでち已 . Ich サラウンドで楽しめまず。 

最適なサラウンドサウンドで楽しむために、ス 
ピーカーは下図のよつに設置してください。 


5. Ich サラウンドシステム 






* サラウンドバックまたはフ□ント八イトスピー 
カーを接続するには、別途が部アンプび必要でず。 
詳しくは、 8ページをご覧ください。 

上記のサラウンドシステム（メインシステム）のほか 
に、スピーカー目システムを接続して、メインシス 
テムと同じ音声をステレオで楽しむことがでをます。 



r スピーカー 配置について 

スピーカー配置で音質に影響のあるポイントにつ 
いて、政下の点を参考にしてください。 

•フ□ント左ちスピーカーは、それぞれテレビか 
ら等距離になるよラに配置してください。 

-ブラウン管テレビの近くにスピーカーを配置す 
る場合は、防磁型のスピーカーを使巧するか、 
スピーカーをテレビから離してください。 

•センタースピーカーは、テレビの音をより自然 
に再生するために、テレビの上か下に配置して 
ください。また、視聴位置からセンタースピー 
カーの距離は、フ□ントスピーカーの距離より 
を近くならないよラにしてください。 

•サラウンドスピーカーは、視聴位置での耳の高 
さから60 cm 〜90 cm 上方に、少、し下向さ 
に配置してください。また、左ちのスピーカー 
び向さ合わないよラに設置してください。 

• 7.1 チヤンネル(サラウンドバック）システムの 
スピーカー配置例で、サラウンドスピーカーを 


スピーカーを接続ずる 


本機は最な2本のスピーカー（圏のフ□ントス 
ピーカー)び接続されていれば音を再生でをます 
び、左記のよラにセンター/サラウンドスピーカー 
とサブウーファーを接続して已 .1 ch サラウンド 
システムにすることをお勧めしまず。なお、サブ 
ウーファーを使用しないときは、フ□ントスピー 
力一の設定を 「 LARGE 」 に設定してください （「ス 
ピーカーの設定を巧う」卜2巨ぺージ）をご覽く 
ださい)。 

スピーカー端子について、視聴位置のち側にある 
スピーカーは R 端デに、左側にあるスピーカーは 
L 端子につなぎます。接続するときは、スピーカー 
の極性 （ + / -) と本機の極性 ( + /-) を必ず合わ 
せて < ださい。 

スピーカー端子目に2本のスピーカーを接続し 
て、他の部屋でステレオ音声を間くことおでさま 
す。スピーカーシステムの切り換えについては、 
8ページをご覧ください。 


U スニングポジションの真横に配置でをないと 
さは、本機の UP MIX 機能を曰 FF にしてサラウ 
ンドサウンドを補正します。詳しくは rUP MIX 
機能を使う」卜24ぺージ)をご覽ください。 
•フ□ント八イトスピーカーは、フ□ントスピー 
力一の真上] mULL の高さに設置してください。 

A ま意 

センタースピーカーをテレビの上に置くとさは必 
ず適切な方まで固定して<ださい。地震などの 
振動によりスピーカーび落下して人びけびをした 
り、咳!を破損する原因となります。 

〇重要 

サラウン ドバックまたはフ□ント从イトスピー 
カーを接続する場合は、別途外部アンプび必要 
です。外部アンプを本機の PRE OUT SURR 
BACK/FRONT HEIGHTS 箭モに接続し、が自ア 
ンプにサラウンドバックまたはフ□ント八イトス 
ピーカーを接続します(一8ページ)。 

また、プ U アウト端子の設定を、サラウンドバッ 
クスピーカーを接続した場合は rSURR . BACK 」 
に、フ□ント A イトスピーカーを接続した場合は 
「 HEIGHT 」 にしてくださし、(サラウンドバックま 
たはフ□ント八イトのいずれのスピーカーを接続 
しない場合は、プリアウト端子の設定は関係しま 
せん）（一28ページ)。 


• スピーカーは、インピーダンスび巨 Q - 16 Q 
のスピーカーをご使巧ください。ただし、スピー 
カーシステムの切り換えで SP ^ AB を選んでい 
るときは、フロントスピーカーとスピーカーシ 
ステム巨のスピーカーについてはインピーダン 
スび]2 n 〜]已 n のスピーカーをご使用くだ 
さい。 

すべての接続び終わってから、最後に電源コード 
をコンセントに差し込んでください。 


r スピーカーコー ドを接続ず る 

の スピーカーコードの巧端をねじる。 

スピーカー端子を緩め、スピーカーコー 
ドを差し込む。 

③スピーカー端子をしめる。 









































スピーカーの巧続 
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スピーカー端モについて 

スピーカーコードを接続するとさは、お線をしっ 
かりねじり、スピーカー端デからはみ出していな 
いことを確認してください。な線び U アパネルに 
接触したり、ち線どラしび接触すると保護回路び 
働いて電源び切れる（スタンバイ状態になる）こと 
びお0ます。 

接続には市販のスピーカーコードとオーディオ 
コードをご使用ください。音質をよくするために 
は、より高品質なスピーカーコードをご使用くだ 
さい。 

A を意 

スピーカー端子には非萬に高い電圧び出力されま 
ず。感電の危険を避けるため、スピーカーを接続 
する前に必ず電源コードを揣いて<ださい。 


f サラウンドパックまたはフ□ント 

| a イトスピーカーをち続ずる 

本機の PRE OUT SURR BACK/FRONT HEIGHT 

端子にアンプを接続し、そのアンプとサラウンド 
バックまたはフ□ント八イトスピーカーを接続す 
ることで、 7.1 ch 再生を行うことびできます。 

-サラウンドバックまたはフ□ント A イトスピー 
カーを接続した場合は、プ I 」アウト端子の設定 
び必要です(一28ページ)。 

•サラウンドバックスピーカーを1本だけ接続 
するとをは、サラウンドパックスピーカーをア 
ンプの L 側のスピーカー端デに接続し、本機の 
USin 邑 le ) 端子とアンプの L 端テを接続します。 


フ□ント右 
スピーカー 


© 0 


Lf_fJ 

の 


アンプ内蔵 

什づ— ~1マ — 

SW 


フ□ント左 
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サラウンドバック 
または 

フ□ント八イト 
スピーカー 



© © 


© 0 

L#_fJ 


ザ 


- SPEAKER R - 


サラウンド V くックまたはフ□ントノ V イト 
チヤンネル巧アンプ 



r スピーカーシステムの切0巧え 

スピーカーシステムの設定を3種類の中から切り 

換えることびでをます。 

@ スピーカーボタン（またはフ□ントパネ 
ルの SPEAKERS ボタン)を巧して、ス 
ピーカーシステムを切り換える。 

ボタンを押ずたびに、政下のよラにスピーカーシ 

ステムび切り換わります。 

• SP>A - スピーカー端子 A に接続されたス 
ピーカーおよび PRE OUT SURR BACK / 
FRONT HEIGHT 端子と接続したアンプのス 
ピーカーから音び出ます(サラウンド再生び可 
能です)。 

• SP^B -スピーカー端テ B に接続されたス 
ピーカーから音び出ます(ステレオ再生となり 
ます)。 

• SP^AB - 上記 A と B の音声び同時に出力さ 
れまず。 STEREO または STEREO ALC モー 

ドを選択しているとをは、 マルチチヤンネル音 
声はダウン S ックスされて A および B からステ 
レオ音声で出力されます。 

• SP ►— すべての スピーカーから 音は出ません。 

巧 が助百 だ 

•サブウーファーからの音声出力は、「スピー 
カーの設定を行ラ」（一26ページ）の設定に 
ぶって出るとさと出ないとさびあ0ます。ま 
た、 SP ^ B を選択しているとをは LFE チヤン 
ネルはダウン=ックスされないため、サブウー 
ファーからは音び出ません。 

• SP^AB を還おしているときは、フ□ントス 
ピーカーとスピーカーシステム日のスピーカー 
についてはインピーダンスび]2 n 〜]已 n の 
スピーカーをご使用 < ださい。 
















































































































.■.機器の接続 


機器の接続を巧う前 I ; 


0重要 

•機器の接続を行ラとさは、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから损いてください。 
-電源コードを抜くとさは、必ず本機の電源を切ってから抜いて<ださい。 


r 再を煤おとテレビの接続について 

再生機器とテレビを本機に接続する場合、映像信 
号はコンポジット（ビデオ）、コンポーネントまた 
は HDMI のいずれかに統一ずる必要びあります。 
入力した映像信号を、異なるケープルの端子へ出 
力ずることはでをません。 

本機の OSD 画面をテレビに表示させる場合 
は、ビデオケーブル(黄）による接続び必要です。 
HDMI から OSD 画面は出力されません 。 （OSD 
画面とは、スピーカーの自動設定画面や、 iPod や 
USB の再生操作画面をテレビで見ることびでをる 
便利な磯能です。） 


再生機器 

いずれかの 




r 再を機器と録画機器の接続について 

再生機器と録画機器を本機に接続する場合、映像 
信号はビデオケープル(黄)またはコンポーネント 
ビデオケープルで接続して<ださい。 HDMI から 
コンポジット（ビデオ)やコンポーネントへ映儘信 
号を出力ずることはでさません。 


再生機器 




テレビ 


r 接続ケ—ブルについて 

ケーブルを本機の上や近くに置かないよラ注意し 
てください。ケーブルび本機の上に置かれている 
と、本機の電源装置から磁場び生じて、スピーカー 
から雑音び発生することびあります。 


HDMI ケースレ 

1本のケープルで映像信号と音声信号の両方を伝 
送します。テレビと再生機器を、本機を経由して 
接続する場合は、両方の機器を HDMI ケーブルで 
接続して < ださい。 



- HDMI 端テに接続すると去はケーブル端子の向 
をを合わせて接続します。 

夕 おがをせ 

-「オーディオ調整機能を使う」の HDMI 設定 
(一 2 已ぺージ）で THRU を選択しているとき 
は、 HDMI 対応機器の音青はテレビから出力さ 
れまず(本機か6は音声は出力されません)。 

-映像信号びテレビの画面に表おされない場合 
は、 HDMI 対応機器やテレビの觸像度の設定を 
調整してみてください。なお、機器(テレビゲー 
ム機など）にぶっては解像度の設定びでさない 
ことびあります。このとさは(アナ□グの）ビデ 
オケーブルで接続してください。 

-アナ□グ（コンポジットまたはコンポーネン 
卜）映像入力から入力した映儘信号は、 HDMI 
OUT 端子から出力されません。 

•HDMI の映像信号び、 48 日し 480 P 、 已 7 团ま 
たは曰 7 日 P のとをは、マルチチヤンネル PCM 音 
声および HD 音声を受信することはでをません。 


アナ□グオーディオケーブル(ホ/白） 

アナ□グのオーディオ機器を接続するには、オー 
ディオケーブルを使巧します。一般的なホ/白プ 
ラグのケープルで、ホいプラグを R (ち)端デに、 
白いプラグを L (左)端子に接続しまず。 



デジタルオーディオケーブ J レ 

デジタル機器と本機を接続するには、市販の同軸 
デジタルケーブルまたは光デジタルケーブルを使 
用します。 



巧 お巧旧だ 

•光デジタルケーブルを接続するとをは、端デの 
向きを合わせてしっかり奥まで差し込んでくだ 
さい。誤った向きでむりやり挿入すると、端子 
び蜜形し、ケーブルを损いてをシャッターび開 
まらなくなることびあります。 

-光デジタルケーブルは、急な角度に折り曲げ 
ないでください。保管するとさは、直径び1巳 
巳 m 切上になるようにしてください。 

-同軸デジタルケーブルは、一般的なビデオケー 
ブルで代用でをます。 


ビデオケーブル(黄） 

一般的な映像用ケーブルで、黄色の映慷端テ(コン 
ポジット）に接続します。 



I コンポーネントビデオケーブル 

映像信号の Y 、PB、PR の3つの信号からなり、 
高品位な映瓶品質を楽しめまず（ビデオケー刀レ3 
本での接続ち巧能です)。 

D 端子蜜撰ケーブルち市販されていまず。 




ノ 


ホ(右) 
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機器の接続 


テレビやブルーレイデイスクプレーヤーを接続する 


[ Udmi ケーブルによる接続 

テレビと再生機器(ブルーレイディスクプレーヤーや DVD プレーヤーなど)の両方 

に HDVII 端子びある場合は、市販の HDMI ケーブルを使用して本機に接続しまず。 

テレビの音声を本機で聴く場含、政下の接続や設定び必要です。 

• お手持ちのテレビびオーディオリターンチャンネル ( ARC ) に対応していない場 
合は、図のよラにオーディオケーブルで音声の接続を行ってください 。 HDMI 
ケープルのみの接続では、テレビの音声を本機で聞くことびでをません。 

• お手持ちのテレビび才ーディオリターンチャンネル ( ARC ) に対応している場合 
は、 HDMI ケーブルを通じてテレビの音声を本機に入力でをまず。この場を、 
HDMI 設定の冉 RC を日 N に設定してください(一2日ぺージ’)。 

夕 おが5せ 

• HDMI ケープルのみでテレビと接続した場合は、本機の設定画面や iPod / US 日 
メモリーのメニュー画面 ( OSD 画面)びテレビに表おされません。アナ□グのビ 
デオケープル(黄)またはコンポーネントビデオケーブルによる接続ち巧ってく 
ださい。設定画面を見るときは、テレビの入力を本機とアナ□グで接続した入 
力に切り換えてください。 

- HDMI によるコント□ール機能の連動動作により、対応テレビと本機を HDMI 
ケーブルで接続しているとさに、テレビをビデオ入力に切り換えると、本機の 
入力び自動で TV / S 冉 T に切り換わることびあります。その場合は、再度本機の 
入力をちとの入力に切り換えるか、 HDMI によるコント□ール機能を曰 FF にし 
てください(一2日ページ)。 


HDMI について 

HDMKHigh-Definition Multimedia Interface ) とは1本のケーブルで映儘と音声 
を受信するデジタル伝送規格です。ディスプレイ接続技術の DVKDigital Visual 
Interface ) を家庭向けのオーディオ機器用にアレンジしたものであり、高い帯域 
幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実現した巧世代テレビ向けのインターフてース 
規格です。 

本機では、 HDMI 対応機器と HDMI 対応のフラツトテレビなどを接続すること 
で、圧縮されていないデジタル映像と音声（ドルビーデジタル、 DTS 、 MPE 白-2 
冉 AC 、 またはリニア PCM ) を1本のケーブルで伝送できまず。ドルビー TrueHD 
や DTS-HD Master Audi □などの□スレスデジタル音声フォーマツトにも対応し 
ています。接続には HDMI ケープルをお使いください。 

本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されています。 DVI 機器に接続した 
場合、 DVI 機器によっては正常に動作しない場合びあります。 

本機は高画質規格の Deep Col □「出力や x . v . Color の伝送も可能です。 （ x . v.Colar 
はソニー株式会社の商標です)。 

HDMI、HDMI □コ、および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing , LLC の米国とその他の国における商標または登録商標です。 
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この接続を行わな1 
いと、設定画面を 
テレビで見ること 
がでをません。 


HDMI 出力 


ノ 


、 

「 

II 

I 

感 

二王 。 

◎ 


HDMI 対応 

プルーレイディスクプレーヤーなど 



HDM 财応テレビ 


；テレビがオーディオリターン 
；チャンネル ( ARC ) にが応し 
■ ていない場を、この接続を 
!行わないと、テレビの音声を 
\ 本機で聞くことがでさません 。 J 





























































































機器のを続 


[テレビまたは再を機おに HDMI 端子が無い場合の接続 

テレビまたは再生機器のどちらかに HDMI 端デび無い場合は、それぞれの機器をアナ□グの音声/映像 
ケーブルで接続します。 



巧おならせ 

-再生機器を同軸デジタルケーブルまたは光デジタルケープルで接続した場合は、 DVD 入力を還んでか 
日、音青切換ボタンで〇吕 ( OPT に AL 吕)または Cl ( COAXIALl ) を選んでください。詳しくは信声入 
力信号を選択する」（一] 7ページ)をご覧ください。 

-テレビと再生機器の両方にコンポーネントビデオ端デびある場合は、コンポーネントビデオケーブル 
による接続ち可能です(一] 2ページ)。 



..- 」 デジタル 
音青出力 音青出力 

いずれかひとつの 
方法で接続 


HDD/DVD レコーダー、 

プ J レーレイディスクレコーダーなど 


をおがらせ 


I 入力機器を光デジタルケーブルで接続した場をは、 DVR/BDR 入力を選んでから、音亩切換ボタンで 
〇吕 ( OPT に AL 2) を選んでください。詳しくは r 音声入力信号を選択ずる」（一17ぺージ)をご覧くだ 
さい。 

I テレビと入力機器の両方にコンポーネントビデオ端子または HDMI 端子びある場合は、コンポーネン 
トビデオケープルまたは HDMI ケープルによる接続も可能ですい]□、 ] 吕ページ)。 
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HDD / DVD レコーダーやブルー レイディスク レコーダーを 接続す る 


HDD / DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーダー、ビデオデッキなどの録画機器を接続します。 
- VIDE 曰 IN 端子から入力した映像信号は 、 VIDEO OUT 端子からのみ出力されます。 

-デジタルで入力した音声信号は、アナ□グ端子からは出力されません。 




























































































































































機器の接続 


• 音声の接続については、]1ページをご覧ください。 


Jgft 

赠®® 
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_ 量 — A — 量 — 
©©易 

Y P 曰 Pr 

コンポーネント映像出力 

V 




ち 左^同軸- 

^ アナ□グ」 デジタル 

音舌出力 音舌出力 

いずれかひとつのちまで接続 




口 


'^= 1 占； 〇 


◎ 


。@ 


テレビ 


DVD プレーヤーなど 


〇重要 

- COMPONENT VIDEO 端子で入力機器と接続して高画質な映儘を楽 
しむには、テレビを本機の COMPONENT VIDEO OUT 端子に接続 
する必要びあります。 

• 次の初期値のとおりに接続していない場をは、 COMPONENT 
VIDEO IN 端デの設定び必要です。 

COMPONENT VIDEO IN 1- DVD 
COMPONENT VIDEO IN 吕一 DVR/BDR 

詳しくは r コンポーネントビデオ入力端デの設定を行う」卜28ぺ一 
ジ)をご篇< ださい。 


CD レコーダー、カセットデッキなど 

巧おならせ 

-入力機器を光デジタルケーブルで接続した場合は、 CD-R 入力 
を選んでか日、音吉切換ボタンで〇吕 (OPT に AL 2) を選んでく 
ださい。詳しくは r 音声入力信号を選択ずる」（一]7ページ)を 
ご覧ください。 

- CMD デッキなどの)デジタル機器とアナ□グ機器の間で録音する 
場合は、デジタル機器についてちアナ□グ音声接続び必要です。 
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BS / CS / 地上デジタルチユーナーを猫 i する 

■ 

□ 

ンポーネジトビデオ端子を巧用する 

■ 

オーディオ機器を接続する 


衛星放送やケーブルテレビチューナー、地上波デジタルチューナー 
などの映像機器を接続します。 
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画關" 

(TV 占打)正 CtmAPE) 


コンポーネントビデオ端子を使用した接続は、ビデオケーブルによる接 
続に比べて高画質な映儘を伝をします。テレビと入力機器の両方にコン 
ポーネントビデオ端子びある場合、プ□グレッシプスキャン映像やちら 
つをのない高品位な映儘を楽しめます。 

-テレビと入力機器の取振説明書をご覧になり、それらびプ□グレッシ 
ブスキャン映像に対応しているか確認してください。 


音声機器 ( CD プレーヤーや MD デッキ、カセツトデッキなど）を 
接続します。 




I CUAXiAL'|_ 

!'梅簿貴 




い- 画画 

trosAmaMvnra 



巨 s/cs/ 地上デジタルチューナー 


巧溯5せ 

-テレビと映像機器の両方にコンポーネントビデオ端子または 
HDMI 端子びある場合は、コンポーネントビデオケープルまた 
は HDMI ケープルによる接続ち可能ですち記または10ペー 
ジ)。 
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機器の接続 


巨 LUETOOTH アダプター 

^ 

-本機で掛りが 0 がわ機能搭載機器の音楽を再生するには 、 Bluetooth 
機能搭載機器びプ□ファイル：冉 2 DP に対応している必要びあ 
0ます。 

-ずべての S / ue わがれ機能搭載機器との接続動作を保証するわので 
はありません。 


BLUETOOTH アダプターを接続する 


別売じの BLUETOOTH アダプタ ー AS - 巨 T ] 00または冉 S - 曰 T 20 日 
を本機に接続するだけで、 e / w わがわ機能搭載機器(携帯電話、デジ 
タル音楽プレーヤーなど)の音楽をワイヤレスで楽しむことびでを 
ます。 

6山が00化機能搭載機器の音楽の再生につい口ま 、 「BLUETOOTH 
アダプターを使用してワイヤレスで音楽を楽しむ」（一20ページ) 
をご覧ください。 

〇重要 

-巨 LUET 00 TH アダプターを本機に接続した状態で、本機を移動 
させないで<ださい。破損や接軸不良の原因となります。 


アンテナを接続する 


AM ループアンテナと FM アンテナを下図のよラに接続します。受 
信状態と音質を良好にするには外部アンテナの接続をお勧めします 
(ち記の「外部アンテナを接続する」をご覧ください)。 



な）端子のツメを開いて付属の AM アンテナコードを確実 
に差し込み、ツメを閉じて固定ずる。 

( f ) AM ループアンテナを組み立てる。 

AM ループアンテナは図 a 〜 b をご覽になり組み立ててください。 

感 受信状態が良くて平6な場所に AM アンテナを設置ず 
る。 

付属の FM アンテナを FM アンテナ端子に接続ずる。 

FM アンテナは、受信状態を良好にするために壁や窓枠などに沿つ 
て縦方向に十分に伸ばしてください。 


r か部アンテナを接続ずる 

FM の受信感度を上げるためピ 

F 型コネクターを使って、屋外用 FM アンテナを接続します。 

讓 



F 型 コネクター 


AM の受信感度を上げるために 

付属の AM ループアンテナを接続したまま、巳 m 〜6 m の長さの 
冉 M 外部アンテナ（ビニール被覆線）を AM L 0 曰 P 端子に接続しま 
ず。屋がに設置するとをは、受信感度を上げるためアンテナを水平 
に伸ばして使用してください。 
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機器の接続 


前面端子に機器を接続する 


前面端子に映儘/音声機器や iPod 、 US 巨メモリー 
を接続して、本機で音声や映像を楽しめます。 
•前面端子を使用するときは、 PUSH OPEN 夕 
プを押して端デカバーを取りがします。接続の 
前に、本機の電源をオフにしてください。 

• iPod / US 巨メモ1」一の再生操作画面や、機器の 
映像をテレビで見る場合は、本機とテレビとの 
接続を行ってください。（一 1] ページ） 


r 映像/音青機器を巧続する 

ビデオカメラやテレビゲーム機などを接続して、 
簡単にこれらの機器の映像や音声を楽しめます。 
接続には、巿販のビデオケーブル(黄）とアナ□グ 
才ーディオケープル(ホ/白)を使巧します。 



テレビゲームなど 


flPod を接続ずる 

iPod を接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽 
しめます。接続には本機に付属の iPod ケープルを 
使用します。 

iPad の再生については、 nPod をつないで再生ず 
る」（一] 8ページ)をご覧ください。 



夕 おがをせ 

• iPod の接続には、 iPod に付属のケーブルを使 
用で定ますび、その場合は iPod の映像を本機 
を通して見ることはでをません。 

• iPod の接続については、 iPod に付属の取披説 
明書をご覽ください。 

- HDMI によるコントロール機能の連動動作によ 
り、対応テレビと本機を HDMI ケーブルで接続 
している状態で、本機び iPad 入力のとをにテ 
レビの入力を切り換えると、本機の入力び自動 
で TV / SAT に切り換わることびあります。そ 
の場合は、再度本機の入力を iPod 入力に切り 
換えるか、 HDMI によるコントロール機能を 
日 FF にしてください。（一29ページ） 


夕 溯5せ 

- HDMI 端デを持つビデオカ；>^ラやゲーム機につ 
いては、 HDMI ケーブルで本機背面部にある 
VIDE 曰1端デと接続でさます。その場合は、本 
機とテレビを HDMI 接続する必要びあります。 
(一10ページ） 

•ポータブル DVD プレーヤーなどは、専巧の接 
続ケープルび付属している場合があります。詳 
しくは、接続する機器の取披説日月書をご覧くだ 
さい。 


.1 .接続び終わった6 


fbsB メモ y - を接続ずる 

お手持ちの US 巨メモ U —を接続して、 US 巨メモ 
リーに記録されている音楽/画像ファイルを本機 
で再生で定ます。 


US 巨メモ U —の再生については、 「 US 日メモ U — 
を再生ずる」（一] 9ページ)をご覧 < ださい。 



] #翁傘 

MCACe USB 


US 巨メモリーい 


夕 おが6せ 

• 本機とパソコンを US 巨ケーブルで接続して音 
楽ファイルを再生することはでをません。本機 
び対応している US 巨メモ U - は、列■付け八一 
ドディスクや携帯フラッシュ六モリー、マルチ 
カードリーダー、デジタルカメラ、デジタルオー 
デイオ再生機 ( FAT 1 巨、 FAT 32 のフォーマッ 
卜に対応)などの USB マスストレージクラスに 
属する機器でず。 

•本機ではすべての US 巨メモ U —の再生、およ 
び電源のお給を保証でをない場合びあります。 
また、本機と接続したことで、 US 巨メモ U — 
のファイルび万一損失した場合、当社は一切の 
責任を負ラことびでさませんので、あらかじめ 
ご了承ください。 


電源コードをつなぐ 


ずべての接続び終了したら、電源コードを家庭用 
電源コンセント ( AC 100 V )に接続します。 

A 警告 

本機の電源コードは着脱式になっていますび、付 
属しているコード(電流容量10 A 、 機器側 2 P プ 
ラグインソケット方式)がの電源コードはご使 
巧にならないで < ださい。 



夕が助百だ 

-電源コードをコンセントに差し込むと本機の電 
源びオフ（スタンバイ）になります。この隙、2 
秒から] 0砂間、 HDMI に関する初期化動作を 
行います。初期化中は HDMI インジケーターび 
点滅しますので、点滅び終了してから本機の操 
作を巧ってください。 HDMI 設定のコント □- 
ル機能を 0 FR こすることで、この処理は行わ 
れな<なります。（一29ページ） 

•旅行などで長期間本磯を使巧しない場合は、必 
ず電源コンセントから電源コードを抜いておい 
てください。 

-電源コードを损くと去は必ず本機の電源をオフ 
(スタンバイ）にしてください。 











































































.■.基本設定 


デモ表示を解除ずる 


本機の電源びオンの状態でしばらく操作をしてい 
ないとさに、フ□ントパネル表示部にさまざまな 
表示を行います(デモ表示)。デモ表示はオフにす 
ることびで去ます( 一 28ページ)。 

•才ート MCA 巳 C 設定(下試を巧うと、デモ表示 
は自動的に辭除されます。 


スピーカーの 自動設定を行5 
けート MCACC) 


才ート MCACC (Multi Channel ACousti 己 
Calibration System) 設定では、スピーカーの 
大ささや U スニングポジションからの距離などを 
測定し、をスピーカーの出力遅延と出カレベルを 
調節します。また部屋の暗騒音まで考慮した視聴 
環境の周波数特性の測定を行い、スピーカーシス 
テム全体の周波数バランスち調節します。設定は 
スピーカーから出力されるテスト I -ーンを付属の 
セットアップマイクで測定し、觸析します。 

A ミち意 

• テレビを HDMI ケープルのみで接続した場合、 
システムセットアップ(オート M 巳 ACC 設定)画 
面は表示されませんので、 ビデオケーブル(黄） 
またはコンポーネントビデオケーブルでも接続 
してください。 本機とテレビの接続は、11ぺ一 
ジをご覧ください。 

• 才ート MCACCi 受定では、テスト I ンび大音 
量で出力されます。 


巧蜘らせ 

• iPod / USB 入力のときは才ート MCACC 設定を 
行ラことびでをません。 

•測定中は視聴位置から離れて、各スピーカーの 
が•側から U モコンで操作を行つて < ださい。 

-測定中はでさるだけ静かにしてください。 

-測定の途中で音量を下げることちでをますび、 
正しく設定されない場合びあります。 

•才ート MCACC 設定を行ラと、それじ(前に行つ 
たスピーカーに関する設定は、ずべて上書をさ 
れます。 

•測定を中断した場合は、それまでの測定内容は 
確定されません。 


オート MCACC 画面のまま3分間放置すると、 
画面にスクリーンセーバー機能び働をますび、 
いずれかのボタンを巧すことでふたたび同じ画 
面を表おします。 



(り本機とテレビの電源をオンにずる。 

テレビの入力を、本機とビデオケーブル(黄)また 
はコンポーネントビデオケープルで接続した入力 
に合わせてください。 

屋）フ□ントパネルの MCACC SETUP 
M に端子にマイクを接続ずる。 



マイクは=脚を使って視聴位置に設置し、耳の高 
さに合わせます。=脚びないとをは、それに代わ 
るをのでマイクを設置して < ださい。 


•マイクを^脚に固定したら、安定した床の上に設 
置して<ださい。ソファなどのやわらかい物の上 
や、テーブルやソファの上など高い場所に設置す 
ると、正しく設定できないことびありまず。 


-スピーカーと視聴位置(マイク）の間に障害物び 
あると、正確に測定でをないことびあります。 

-マイクをテレビの近<に置かないで<ださい。 


リモコンの l ^ v アンス!ボタンを押してか 
5、設定ボタンを押ず。 

テレビにシステムセツトアップ画面び表示されます。 



• と ENTER ボタンで、操作項目を選 

びまず。 

• 戻る ボタンで前の画面に戻ります。 

-設定 ボタンでシステムセットアップを終了します。 
ヴプウーファーを接続しているとをは、サブウー 
ファーの電源を入れて音量を適度に上げておいて 
ください。また、が部アンプを使用してサラウン 
ドバックまたはフ□ント八イトスピーカーを接続 
しているとさは、外部アンプの電源を入れて音量 
を適度に上げておいて<ださい。 

t / A ボタンで 「Auto MCACCJ を選ん 
で、 ENTER ボタンを f 甲す。 

オート MCACC 設定び開始されます。 

スピーカーシステムの確認のためテスト I -ーンび 
出力され、測定中を示す画面になります。 



- MIC IN と点滅表示した場合は、マイクび正し 
く接続されていません。 MCACC SETUP MIC 
端子にマイクび接続されているかを確認してく 
ださい。 

(|)スピーカーの 有り無しを確認ずる。 

測定び終わると、スピーカー有り無しの判定の確 
認画面び表示されまず。] 0秒間何も操作びないと 
をは自動で手順6へ進み、オート MC 冉 CC 設定び 
再開されます。 


Too much ambient noise とし、つに- 1 ：フー 

表示び出たとさは、部屋を静かにしてから 
RETRY を選んでください。詳しくは「オート 
MCACC 設定時のその他の問題」（一16ページ) 
をご覧ください。 


スピーカー有り無し確認画面の見かた： 


有お 

スピーカー、、 

接続している 

接続して 
し、なし、 

規定かの 
接続 

Front 

フ□ント左ち 

YES 

ERR 

ERR 

Front Height 

フ□ント A イト左ち 

YES 

--- 

ERR 

Center 

センター 

YES 

N0 

--- 

Surr 

サラウンド左ち 

YES 

N0 

ERR 

Surr.Back 

ヴラウンドバック左ち 

YES X 己 （2 つ接続） 
YESxl (I つ接続) 

--- 

ERR 

Subwoofer 
サブウーファー 

YES 

N0 

--- 


• フ□ント八イト左ち (Front Hei 吕 ht) とサラウン 
ドバック左ち (Suit. Back) は、プリアウト端モ 
の設定で選んだスピーカーのみ表示されます。 
スピーカーの測定結果び間違っていたとさは t/l 
ボタンでスピーカーを選んで和/崎ボタンで設定 
を変更しまず。 

エラー ( ERR ) び表示されたときは、マイクやス 
ピーカー接続に問題びあるかちしれません。 

「 ERR 」 表示には次のような種類びあります。 

• Front ： ERR - フ□ントスピーカーの接続を 
確認してください。 

• Suit : ERR - サラウンドスピーカーの接続を 
確認して < ださい。 

• Surr.Back : ERR -サラウンドバックまたは 
フ□ント A イトスピーカーの接続を確認してく 
ださい。 

「 RETRY 」 を選んで再測定しても同じエラーび表 
示されるとさは、電源を切ってからスピーカーの 
接続を確認してください。 


接続 


甚本設定 
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甚本設定 


(§) 會/4■ボタンで roKj と表示させてか目 
ENTER ボタンを押ず。 

スピーカー出カレベル、スピーカーまでの距離、 
周波数特性の補正び開始され測定中をおす画面に 
なじます。 



-測定中は静かにしてください。この測定には] 
〜3分程度かかります。 

を 自動測定が格了ずるとシステムセット 
アップ画面に戻りまず。 

オート VICACC 設定では自動で最適なサラウンド 
環境を設定しますび、システムセットアップか S 
項目を選んで、各設定を手動で調整することちで 
さます。詳し<は2日ページをご覧ください。 


r 才ート MCACC 設定時のその他の巧題 

部屋の環境びオート MCACC 設定に適していない 
場合婚音び大きい、壁の鶏響び大きい、スピーカー 
とマイクの間に障害物びあるなどの場合)、 正しい 
測定結果を得られないことびあります。測定に影 
響を与える可能性のある機器(エアコン、冷蔵庫、 
扇風機など）を確認し、必要に応じてそれらの電 
源を切ってください。フロントパネルの表示部に 
メッセージび表示された場合は、その指示に従っ 
て < ださい。 

• 旧型のテレビによっては、マイクでの測定に影 
響を与えるちのびあります。その場合は、オー 
卜 MC 冉 CC 設定のとをだけテレビの電源を切つ 
て < ださい。 


夕 おがらせ 

• スピーカーの大ル判をについて、コーンサイズ 
12 cm 程度の同じスピーカーを使っていてち、 
測定時の部屋の環境によっては異なった判定を 
することびありまず。この場合は「聴感による 
スピーカーの設定を行ラ」（一2巨ページ）で手 
動で設定を変更でをます。 

•スピーカーまでの距離について、サブウー 
ファーまでの距離び、 U スニングポジションか 
S 実隙の距離よりち遠めに設定されることがあ 
ります。この設定は遅延補正や部屋の特徴を考 
慮に入れた正しい設定値のため、特に変更する 
必要はありません。 

•スピーカーまでの距離について、サラウンド 
バックまたはフ□ント八イトスピーカーまでの 
距離び実際の距離と合わないことびあります。 
これはサラウンドバックまたはフ□ント八イ 
トチヤンネル巧にご使巧の外部アンプびデジタ 
ル処理を巧ラとをに発生します。この場合、接 
続したアンプをあらかじめアナ□グダイレクト 
などのモードに設定してください。アナ□グダ 
イレクトなどのモードびない場合は、ステレオ 
モードに設定してください。この状態で巧った 
16 距離補正は正しく巧われていますので、特に設 
定値を変更する必要はありません。 


AV7" ンプスリープ力*#お 

ぶ性,! 


lAVy ンフ1 ；1づリ助# 1 


1 1 K^a ^SS IINRJTI 


'BD DVD TV 

•参 • 



■ DVR/BDR CD CM 

♦ •参 

チヤンネル 

ら 


i ADAPTER iPod USB VIDEOl 

•参 ♦ 



/ #110 

§ 






本機に接続した他機器やラジオなどの音声を聴く 
までの手順です。 


J )— 




ぶ 再生機器の電源をオンにずる。 

厦 AV アンプむボタンを f 甲して本機の電源 
をオンにずる。 

( S ) マルチコント□ールボタンを巧して聰 
さたい入力を選ぶ。 

マルチコント□ールボタンはそれぞれ L 以下の入力 

に切り換わりまず。 

BD ※一 巨 D 端子 

DVD ※一 DVD 端子 

TV ※- TV / SAT 端デ 

DVR/BDR ※- DVR / 巨 DR 端デ 

CD ^ - CD 端モ 

CD-R& - CD - R 端子 

ADAPTER - ADAPTER PORT 端モ 

iPod USB -フ□ントパネルの iPod USB 端子 

VIDE01 - VIDEOl 端モ 

VIDEO 吕ー フ□ントパネルの VIDE 02 端子 

TUNER - TUNER 端子 ( FM / AM ラジオ） 

• ※印び付いている入力は、必要に応じて音声入 
力信号の種類を選んでください卜17ページ)。 

•マルチコント□ールボタンを巧すと、リモコン 
をそれぞれの機器の操作モードに切り撰わりま 
す。本機を操作したいとをは、先に IAV アンプ 1 
ボタンを押してから操作ボタンを押してくださ 
し、（他機器の操作については30ページをご覧 
<ださい。） 

-入力切換ボタンでち入力を選ぶことびで 
をます。この場合、操作モードは切り換わりま 
せん。 

④ 再生機器の再生を開始ずる。 

⑤ お巧みの U スニングモードを還ぶ。 

(一吕2ベージ） 

⑥ 音量を調節ずる。 

音量は 、 MIN (最ル） 一 MAX (最大)の範囲で操 

作でさます。 

一時的に音を消したいとさは、消音ボタンを押し 

ます。ちラー度押すか、音量を調節すると解除し 

ます。 


再生する 


本機から音を出す(基本再生) 


Ms r 一 

畳 i 回窗證 1 I 到 
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I 還麗 





























































再をずる 


pv ッドホンで聴く 

の へッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

ヘッドホンを差し込むと、スピーカーからは音び 
出な<な0まず。 

I 」スニングモードは PHONES SURR、STEREO 
または STEREO ALC のみ選択でさます。 
( ADAPTER 入力のときは、 S.R AIR も選択でき 
ます。） 


• A (アナ□グ)を選択した状態で DTS 対応の LD 
プレーヤーや CD プレーヤーを再生ずると、デ 
ジタルノイズび発生することびあります。この 
場合、入力信号は C 1/01/0 吕 （ DIGITAL ) を 
選択してください。 

- DVD プレーヤーによっては DTS 信号び出力で 
をないなど、再生でさるデジタル信号に制限び 
あります。詳しくは DVD プレーヤーの取扱説 
明書をご覧ください。 

• オーディオ調整機能の HDMI を THRU に設定し 
ているときは、本機からではなくテレビから音 
び出ます(一2已ぺージ)。 


デジタル入力(光/同軸）で再生でさるデジタル 
信号のお式は 、 Dolby Digital、PCM (32 kHz 
〜目白 kHz)、DTS ( DTS 日巨 kHz /24 b けを 
含む)および MPE 白- 2 冉 A 巳です。 HDMI 入力で 
はさらに 、 SACD CDSD 2 巳 h )、 DVD オーデイ 
才 （19 吕 kHz 含む)、ドルビー TrueHD 、 ドルビー 
デジタルプラス、 DTS - EXPRESS 、 DTS-HD 
Master Audio 、 DTS-HD Hi - Resolution など 
を再生でをます。その他のデジタル信号は対応 
していませんので 、 A (アナ□グ)を選択してく 
ださい。 


f 音青入力信号を選}只する 

各入力ごとに再生する音声入力信号を選択するこ 
とびで定ます。 

-デジタル音声入力端子は、曰 PT に AL ] び TV/ 
SAT 入力、 OPT に冉 L 2 び CD-R/TAPE 入力、 
C 0 冉 XIAL 1 び CD 入力に設定されていまず。各 
入力に上記切外の機器を接続している場合は、 
Li (下の操作を行って<ださい。（一度設定すると、 
マルチコント□ールボタンで入力を選んだとを 
に、ここで選んだ入力の音声び再生されます。） 


ADAPTER iPod USB VIDE0 1 
000 



o o • 

§ 



ぶ 音声切換ボタンを f 甲して接続している 
機器の音声入力信号を選択ずる。 

巧ずたびに巧のよラに切り操わります。 

• HDMI — HDMI 入力を選択します。 H と表示さ 
れ、 BD 、 DVD 、 DVR / BDR 、 VIDEO ! 入力の 
と去に還おでをます。 

- A — アナ□グ入力を選択しまず。 

- DIGITAL - デジタル入力を選択します。 

C 0 冉 XIALl 入力は C 1 と、 OPTI 巳 AL 1/ 吕入力 
は01または〇吕と表示されます。 

DIGITAL ( C 1/01/0 吕）または HDMI ( H ) を選 

おしているとをに、選んだ音声信号の入力びない 

場含、自動で A (アナ□グ)び選択されます。 

巧ぉがらせ 

• VIDEO 1入力は 、 H ( HDMI ) に固定されていて 
変更でをません。 

• TV / SAT 入力は 、 A (アナ□グ）または 
C 1/01/0 吕（デジタル)のみ選択でさまず。た 
だし、 HDMI の設定で ARC を ON にした場合は、 
H ( HDMI ) に固定されて蜜要でをません。 

• HDMI または DIGITAL に設定した場合、 Dolby 
Di 呂 ital 信号び入力されると□□インジケーター 
び点なします。また DTS 信号び入力されると 
DTS インジケーターび点なします。 

• HDMI に設定した場合 、 A (アナ□グ）および 
DIGITAL インジケーターびともに消むします。 


各端子に接続した機器の映像や音声を楽しむには、が下の操作で入力を選びます。 



.参を巧す ( C □入力） 

• CD 入力政外のとさは 

SIGNAL SEL COAXIAL 1 

♦ で Cl 


•# を押す ( TV/s AT 入力） 

- TV / SAT 入力 lil 外のときは 

SK3NALSEL OPTICAL! 

■ を選ぶ 


VIDE0 1 1N 


を選ぶ I 参で □! 

OUT VcoaxialI cV in 


m 


入力監を 
変更可能 


〇 〇 


I (TV/SAT) (CD-RTTAPE) 


DVR/BDR DVD f 




DVR/BDR 

変更可能 
に8ぺージ) 


P 戀誦 


AUDIO 

附邮抓 

CD-fVTAPE 

SURRBACK/ 
FRONT HEIGHT 



象 品 w 

OUT 一 . v... 

m 

-.-.v^PRE OUT 

雜 A 

0 


觀; 

0 

0 



MONf 

OUT 


Y Pb Pr 
COMPONENT VIDEO 


ADAPTER PO 肝 


(OUTPUTS V ， 
0.1 A MAX) 


■ /adapter I 

<•} 


OPTICAL 

入力臨 _ 

を酌能 

を押すに D - R 入力） 

- CD - R 入力外のとさは 

SK3NALSEL 0PTICAL2 

• で02を選ぶ 


FM 

UNBAI 

巧 Q 


PP 酒 



DVD 


SIGNAL SEL 

のときに • で A を選ぶ 


曰ド 


映像 


映像 


日ド 


映像/音声 


日ド 


1!|ム 

日口 
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再をする 


口 od をつないで再生する 


本機と iPod を接続して、 iPod の音楽や映儘を本機 
で楽しめます。 

• iPod の接続については、 「 iPod を接続する」 
(一14ページ)をご覧ください。 

(2) AV アンプむボタンを押して本機の電源 
をオンにする。 

テレビの電源ちオンにして、テレビの入力を、本 
機とビデオケーブル(黄)またはコンポーネントビ 
デオケーブルで接続した入力に合わせてください。 

感 iPod USB ボタンを f 甲ず。 

テレビ画励こ Loadin 有と表示され、 iPod び正しく 
接続されているかどラかの確認び行われます。 

• iPod USB ボタンを押したあとに N0 DEVICE 
と表おされた場合は、電源を切ってから本機と 
iPod の接続をやり直してみて < ださい。 

③ トップメニューボタンを巧ず。 

テレビに iPod Top 画面び表示され、 iPod や 
iPhone 本体を操作することはできなくなります。 



( S ) 言/4^ボタンで再生したいカテゴリーを 
選んで、 ENTER ボタンを押ず。 

カテ3 U —はじ TF の中から還びます。 

選んだカテゴ U —のリストび表おされまず。 
Playlists Genres 

Artists Composers 

Albums Audiobooks 

Son 旨 s Shuffle Songs 

Podcasts 

•前の画面に戻るには、戻るボタンを押します。 


感 t / l ■ボタンで再生したいリスト（ジャン 
ル、アルバムなど)を選んで 、 ENTER 
ボタンを押ず。 

d ) 手順曰を繰り返して、聴きたい巧を再生 
ずる。 

巧おがらな 

• 本機は、第己世代降の iPod や iPod nano . 
iPod classic、iPod touch、iPhone (3 GL ^( 
降）の音声および映像に対応しています（ただ 
し、第已世代の iPod および第！/第2世代の iPad 
nano は音声のみの対応となります 。） (iPad 
shuffle には対応しておりません）。モデルに 
よっては一部機能び制限されます。 

•本製品は、パイオニアホームページに記載され 
ている iP 日 d / iPhone / iPad のソフトウエアバー 
ジョンに基づいて開発、テストされたものです。 

-パイオニアホームページに記載されているバー 
ジョン U (がのソフトウエアをお客様の iPod / 
iPhone / iPad にインス! — ルした場合、本製品 
との互換び無くなる場合びありまず。 

• iPod や iPhone は、善作権のないマテリアル、 
または法的に複製-再生を許諾されたマテリア 
ルを個人び私的に複製-再生するために使巧許 
語されるちのです。善作権の侵害は法律上禁止 
されています。 

• パイオニア製品から iPod や iPhone のイコライ 
ザを操作することはでさません。本機に iPod や 
iPhone を接続する前に、 iPod や iPh 加 e のイコ 
ライヴを r オフ」に設定することをお勧めします。 

• 本機と iPod や iPhone を組み合わせてご使用の 
際、 iPod や iPhone のデータに不具合び生じて 
を、データの補償はいたしかねまずのであらか 
じめご了承 < ださい。 

-本機で表承でさるのは英数字だけです。英数字 
政がの文字は r *」で表示されます。 

• iPod の操作については、 iPod に付属の取振説 
明書をご覽ください。 
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flPod を操作する 

本機の I 」モコンでな下の iPod の操びでさます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止辭除します。 

イイ/ ►► 

押し続けている間、早戻しまたは早送 
りをします。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続 
けて巧すと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

〇 

1」ピート再生を設定します。 

押すたびに Repeat One、Repeat 
All、Repeat 0 斤に切り換わります。 

3 C 

シャッフル再生を設定します。 

押すたびに Shuffle Songs、Shuffle 
Albums 、 Shu 斤 le Off に切り換わります。 

表示 

フ□ントパネル表示の巧容を切り撰え 
まず。 

何* * 

フオルダー/ファイル U スト画面を表 
示中にページをり/戻しをします。 

t /* 

冉 udiobook を再生中に再生の速さを蜜 
更します。 

Faster 一 Normal 一 Slower 

戻る 

前の画面に戻ります。 


エラーメッセージについて I 

フ□ントパネル表示部にメッセージび表おされた 
場合は、拟下の操作を行ってみてください。 
iPod/USB Error 1 (l/U ERRl )、 
iPod/USB Error 3 (l/U ERR3) 

•本機の電源をオフにしてから、 iPod を接続しな 
おしてください。それでち iPod び正萬に動作し 
ない場含は、 iPod を U セットしてください。 
iPod/USB Error 2 (l/U ERR 吕） 

•本機の電源をオフにしてから、 iPod を接続しな 
おして<ださい。それでち iPod び正萬に動作し 
ない場含は、 iPod を U セットしてください。 

• 本機び対応していない iPod び接続されていま 
す。対応したモデルかどラか確認してください 
卜左記)。 

No Track 

- iPod で選択したカテ3リー内にトラックび 
入っていません。他のカテ 3 U —を選択してく 
ださい。 


flPod の写真や映像を再をずる 

iPod に記録されている写真や映像を再生するに 
は、 iPcDd の操作を本機と口 od 本体とで切り換える 
必要びあります。 

〇重要 

• iPod の写真や映像を再生するには、テレビをビ 
デオケープルまたはコンポーネントビデオケー 
プルで本機と接続してください。 HDMI ケープ 
ルのみの接続ではテレビに写真や映像を表示で 
をません。 

(P iPod CTRL ボタンを押して、操作を 
iPod 測に切り換える。 

iPod 本体で操作で去るよラになり、写真や映像を 
見ることびでをます。本機での操作はでをなくな 
り、テレビの iPod 画面は表示されません。 

屬 iPod CTRL ボタンをもう一度押して、 
操作を本機側に切り換える。 

巧 が助百だ 

• フ□ントパネルの iPod VIDEO 端デに接続して 
いるとをのみ、 iPod に記録されている写真や映 
像を再生ずることびでさます。 

• ビデオ出力のある iPod のみ有効です。 

• フ□ントパネルの iPod iPhone iPad DIRECT 
CONTROL ボタンを押すと、本機の入力び 
iPod に切り換わり、 iPod の操作妍 Pod 本体で 
行えるよラになります。 

• iPod の操作については、 iPod に付属の取扱説 
明書をご覧ください。 




























再をする 


USB メモ U - を再生する 


お手持ちの US 巨六モリーを本機に接続して、 USB 
メモ U —に記録されている音楽ファイルを本機で 
再生でさます。 

• US 巨分モ U —の接続については、 rus 日メモ 
U - を接続する」（一14ぺージ)をご覧ください。 

の AV アンプむボタンを押して本機の電源 
をオンにずる。 

テレビの電源をオンにして、テレビの入力を、本 
機とビデオケープル(黄)またはコンポーネントビ 
デオケープ J レで接続した入力に合わせてください。 

屡) iPod US 日ボタンを押ず。 

テレビ画圃こ Loadin 邑と表示され、 USB メモ U - 
を読み込みまず。読み込みび終了すると再生画面 
び表おされ、自動で再生び開始されます。 

• ボタンを押したあとに N 0 DE 川 CE と表示され 
た場合は、電源を切ってか日本機と USB メモ 
U —の接続をやり直してみてください。 



フオルダー/ファイルま号 
ファイル形式 

； F |^ U ピート/シャツフル 
曲名 

アーティスト名 
アルバムを 
経過時間 

ビツトレート 


再生機能を使っていろいろな再生び巧能です。詳し 
<は「再生機能について」（^ち記)をご覧<ださぃ。 


夕 おがらせ 

• 本機で再生できる USB メモ U - のファイルは、 
WVIA 、 MP 3、 MPEG -4 AAC のいずれかで、 
善作権保護のかかっていない音楽ファイルのみ 
です。本機で対応しているフォーマットについ 
ては、42ページをご覧ください。 

• 本機とパソコンを USB ケーブルで接続して音 
楽ファイルを再生ずることはでをません。本機 
び対応している US 巨六モリーは、が付八ード 
ディスクや携帯フラッシュメモリー、デジタル 
才ーデイオ再生機 ( FAT 16 、 FAT 32のフォー 
マットに対応)などの US 巨マスストレージクラ 
スに属ずる機器です。 

•本磯ではすべての US 巨メモ U —の再生、およ 
び電源の供給を保証でをない場合びあります。 
また、本機と接続したことで、 US 巨メモ U — 
のファイルび万一損失した場合、当社は一切の 
責任を負ラことびで定ませんので、あらかじめ 
ご了承 < ださい。 

• 容量の大をい US 日メモ U —を接続したときは、 
読み込みにをみ時間びかかることびありまず。 

• 本機は USB 八プには対応していません。 

-本機で再生できないファイルび選択された場合 
は、自動的に巧の再生巧能なファイルび再生さ 
れます。 

• 曲のタイトルびファイルに記録されていない場 
合は、ファイル名び US 巨再生画面に表示され 
まず。アルバム名やアーティスト名び記録され 
ていない場合は、それらは表示されません。 

-本機で表示でさるのは英数字だけです。英数字 
U (がの文字は r *」で表おされます。 

• US 日メモ U —を外すとさは、本機の電源を才 
フ（スタンノ ‘イ）にしてください。 


r 巧を機能について 


本機の U モコンで拟下の U S 巨メモリーの再生操作 
びでをまず。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 

イイ/ ►► 

押し続けている間、早戻しまたは早送り 
をします(早戻し/早送り中は音声びとぎ 
れることびあります)。 

I 一 

再生中のトラックの先頭に戻ります。 
続けて押すと、前のトラックに戻りま 
す。 

►►I 

:欠のトラックの先頭に進みます。 

〇 

U ピート再生を設定しまず。 

押すたびに Repeat All、Repeat 

One、Repeat Folder に切り換わりま 

す。 


シャッフ J レ再生を設定します。 

押すたびに Shuffle On、Shuffle 0 斤 

に切り換わります。 

表示 

フ□ン ト パネル表示の内容を切り換え 
ます。 

t /*/ 

再生中のトラックの頭出しをします 
(フオルダー/ファイル U スト画面の表 
示中はページ送り/戻し)。 

戻る 

画面の階層を戻します。 


エラーメッセージについて 

フ□ントパネル表示部にメッセージび表おされた 
場合は、し U 下の操作を行ってみてください。 
iPod/USB Error 1 (l/U ERR!) 

•正常に通信でをません。本機の電源を切ってか 
ら US 目メモリーをがして、をラー度接続して 
くださし、。 

iPod/USB Error 3 (l/U ERR3) 

- US 巨メモリーからの応答びありません。本機の 
電源を切ってか 6 USB メモ U —をがして、わ 
ラー度接続してください。 
iPod/USB Error 4 (l/U ERR4) 

•US 巨メモ u —の消費電力び大をずざます。本 
機の電源を切ってから USB メモリーをがして、 

をラー度接続して < ださい。 

がおがらせ ~ 

•本機の電源を切ってから、再度電源を入れてみ生 
て < ださい。 

• 本機の電源を切ってから US 巨メモ U —を掠を、 

再度 US 巨メモリーを接続して電源を入れてみ 
て < ださい。 

• BD などの他の入力に切り換えてから、再度 
iPod/USB 入力にしてみてください。 

• 冉 C アダプターび付属されている US 巨メモ U — 

をお使いの場合は、 AC アダプターを接続して 
使用してみてください。 

上記の操作を行っても USB ERR び表おされると 
きは、本機びお手持ちの US 日メモ U - に対応して 
いません。 ン 
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再生ずる 



另 IJ 売りの巨 LUETOOTH アダプター冉 S - 巨 T 100 
または AS - 日 T 吕〇〇を本磯に接続するだけで、 
S / ue わがわ機能搭載機器(携帯電話、デジタル音楽 
プレーヤーなど）の音楽をワイヤレスで楽しむこ 
とびでをます。市販の S / ue わがわオーデイオ送信機 
を使って、 S / ue わ0化機能非搭載機器の音楽を楽し 
むこと电できまず。詳しくは、巨 LUET 曰 OTH ア 
ダプターや S / ue わ0か機能搭載機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 

• 臣 LUETOOTH アタプターの接続については、 
「 BLUETOOTH アダプターを接続する」（一13 
ページ)をご覧 < ださい。 

Bluetooth ® つー ドマークおよび□コは 、 Bluetooth 
SIG , Inc 力';所ちずる登録商標であり、パイオニア 
株式会社は、これら商標を使用する許可を受けて 
います。他のトレードマークおよび商号は、各所 
有権若び所有する財産です。 


BLUETOOTH アダプターを 
ペア y ングずる(巧巧登錄） 

日 LUETOOTH アダプターを使用して S 山が 00 化 機 
能搭載機器の音楽を楽しむためには、ペアリング 
を行う必要びあります。最初に日 LUETOOTH ア 
ダプターを使巧するとき、または S/u が 00 化 機能搭 
載機器側のペア U ングデータを消去したとさは、 
ペア リ ングを行ってください。 

ペア U ングは、 扫 /ue わがわ 無線技術を利用した通信び 
可能になるよラにずるために必要なステップです。 

•ペアリングは、 BLUETOOTH アタプターおよ 
び扫 山が 0 がわ 機能搭載機器を使巧ずる斷こ、はじ 
めに1回だけ行います。 

• 扫 /ue わがわ 無線技術を利用した通信を行うため 
に、ペア U ングは本機と が ue わがわ 機能搭載機器 
の両方で行ラ必要びあります。 

- 扫山 6 わがれ 機能搭載機器の PIN コードび 0000 
の場合、本機側で PIN コードを設定する必要 
はありません。 ADAPTER ボタンを押して 
ADAPTER 入力に切り換えてから 、 Bluetooth 
機能搭載機器側でペア IJ ング操作を行ってくだ 
さい。正しくペア U ングび行われた場合、し U 下 
の本機でのペア U ング操作を行ラ必要はありま 
せん。 

- AS - 巨 T 200使刷寺のみ：扫 / ue わ0化機能搭載機 
器び SSP (Secure Simple Pairin 旨)に巧応し 
ているとさは PIN コードの設定は必要ありませ 
ん。 ADAPTER ボタンを押して ADAPTER 入 
力に切り換えてか日、 S 山が0がわ機能搭載機器側 
でペア U ング操作を行ってください。正しくぺ 
ア U ングび行われた場合、 UTF の本機でのペア 
U ング操作を行ラ必要はありません。 

詳し<は、 S/ue わ〇れ 機能搭載機器の取掘説明書を 
ご覽ください。 

(1) AV アンプむボタンを押して本機の電源 
をオンにずる。 

( g ) ADAPTER ボタンを f 甲ず。 

本機び ADAPTER 入力に切り換わりまず。 

• 巨 LUETOOTH アダプターを本機に接続して 
いない場合は、 ADAPTER 入力を選ぶと N 0 
ADAPTER と表示されまず。 
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d ) トップメニューボタンを押ず。 

( 3 ) PA 旧 ING と表示されていることを確認 
して ENTER ボタンを押ず。 

ち）和/-►ボタンで PIN コードを選んで、 
ENTER ボタンを押ず。 

本機の PIN コードを扫/りお0がれ機能搭載機器と同じ 
PIN コードに設定しまず。本機で設定可能な PIN 
コードは、0000 /I 吕34/8888のいずれかです 
(工場出荷時は、 0000 に設定されています)。 

• ENTER ボタンを押すと 、 PA 旧 ING と点滅しま 
す。 

d ) ぺアリングしたい S 山が〇〇か機能搭載機 
器の電源をオンにして、ペアリング操 
作を行ラ。 

ペア U ングび開始されます。 

•咖 e わ日か機能搭載機器は、本機の近くに置いて 
<ださい。 

- fi 山が0がわ機能搭載機器のペア U ング可能な状態 
や接続操作などについては、掛りが00か機能搭載 
機器の取披説明書をご覧ください。 

を S / ue わ〇か機能搭載機器びペアリングさ 
れたことを確認ずる。 

S 山 e わ0か機能搭載機器び正しくペアリングされた 
場合、本磯のフロントパネル表示漸こ技山が00か機 
能搭載機器の名前び表おされます(表示でをる文 
字は半角英数字のみです)。 

S 山 e わ0か機能搭載機器びペア IJ ングされなかった 
場合、 N 0 DEV に E と表示されます。このと去は、 
がりお00か機能搭載機器側で接続操作を行ってくだ 
さい。 

(§) S / ue わ〇化機能搭載機器のリストか5 
BLUETOOTH アダプターを選んで、手 
順日で選択した円 N コードを入力ずる。 

• PIN コードはパスコードやパスキーと呼ばれる 
ことびありまず。 


百山が〇が/7機能搭載機器の音楽を本機 
で昭< 

( J ) ADAPTER ボタンを f 甲ず。 

本機び ADAPTER 入力に切り換わります。 

屋) S / ue ゎ。か機能搭載機器と 

BLUETOOTH アダプターを S / ue わ〇化 
接続ずる。 

扫山が00化機能搭載機器側から巨 LUETOOTH アダ 
プターに巧して接続操作を行います。 

• 接続操作については、お使いの e 山が0がわ機能搭 
載機器の取掘説明書をご覧ください。 

® S / ue わ〇化機能搭載機器の音楽を再生ず 
る。 

本機のリモコンで、しので)丘/りが0がわ機能搭載機器 
の操作びでさます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除しまず。 

■ 

再生を停止します。 

1イイ/ 

再生中に頭出し(スキップ）します。 

イイ/ ►► 

再生中に早送り（早戻し）します。 


夕が的百だ 

• 本機の U モコンで操作するには、排 ue わがわ機能 
搭載機器びプ□ファイル： AVRC 円こ対応して 
いる必要びあります。 

-すべての技山が00巧機能搭載機器に対する IJ モコ 
ン操作を保証するちのではありません。 

•加;が0がわ機能搭載機器によっては異なる動作を 
する場合びあります。 































再をずる 


ラジオが送を巧く 


FM / 冉 M ラジオ放送を聴くことびでをまず。一度 
受信した放送局は本機に記憶させて、呼び出すこ 
とちで定ます。 

-アンテナび接続されていないと、ラジオ放送を 
聴くことはでさません。 ] 3ページを参照して、 
アンテナを接続してください。 

な） TUNER ボタンを巧してチューナー入力 
にずる。 

( f ) バンドボタンを巧して聞きたいバンド 
を還ぶ。 

押すたびに FM (ステレオとモノ）と冉 M び切り換 
わ0まず。 

• フ□ントパネルの BAND ボタンでち操作でをます。 

感 放送局を受信ずる。 

政下の3つの方法で選局でをまず。 

才一 S チューニング： 

TUNEt / l ■ボタンを巧して、周波数び動さはじめ 
たら指を放しまず。自動で放送局を探し、受信す 
ると止まります。なの放送局を探すときはもラー 
度押してください。 

マニュアルチューニング： 

TUNEt /4 •ボタンを押すたびに1ステップずつ周 
波数を移動します。 

A イスピードチューニング： 

TUNEt / l ■ボタンを巧し続けると、高速で周波数 
を移動します。受信したい放送局の周波数でボタ 
ンから指を放してください。 

巧お巧をせ 

• FM の受信で TUNE または ST インジケーターび点 
なせず受信状態び悪いときは、バンドボタンを押 
してモノラル受信 (FM MONO ) に切り換えます。 
受信感度び良 くなり 放送び聴定やす くなり ます。 


r 放送局を記憶をせる 

よく聴く放送局を30局まで本機に記憶させて、あ 
とから簡単に呼び出すことびで去ます。 

を 記憶させたい放送局を受信ずる。 

( f ) TUNER EDIT ボタンを f 甲ず。 

フ□ントパネル表示部に PRESET と表示され、 
MEM とステーション番号び点滅します。 


( g ) PRESET 和/-►ボタンを押して記憶さ 
せるステーション番号を選ぶ。 

数字ボタンでちステーション番号を選べます。 

(S) ENTER ボタンを f 甲ず。 

保を先のステーション番号の点滅び止まり、本機 
に放を局び記憶されます。 

記憶をせた放送局を呼び出ず 

(2) バンドボタンを巧して、呼び出したい 
バンドを選ぶ。 

厦 PRESET 和/畔を押して呼び出したい放 
送局のステーション番号を選ぶ。 

数字ボタンでをステーシヨン番号を選べます。 


記憶をせた放送局に名前をつける 

選局しやすいよラに、記憶させた放送局に名前を 

つけることびでをます。 

(りち前をつけたい放送局を呼び出ず。 

選局方法については、「記憶させた放送局を呼び出 

ず」（一上記)をご覽ください。 

屋） TUNER EDIT ボタンを2回押ず。 

表示部の最初の文字の位置でカーソルび点滅しま 

す。 

d ) ち前を入力ずる。 

PRESET ^/- ►ボタンで文字の位置を選び、 

TUNEt/^l ボタンで文字を選びます。 

• 名前は8文宇まで入力でをます。 

硬 ENTER ボタンを押ず。 

名前び記憶されます。 

巧お知5せ 

•入力した名前を消去するには、上記の手順！〜 
2を行ってから ENTER ボタンを押します。こ 
のとを TUNER EDIT ボタンを巧すと入力した 
名前を残します。 

•放送局に名前をつけると、 ENTER ボタンを押 
すことで、その放送局の名前表示に切り換える 
ことびでさます。周波数表示に戻したいとさは 
周波数表示になるまで表示ボタンを押します。 


1録音/録画 


本機に接続されているソース機器 ( CD プレーヤー 
やテレビなど)や本機のラジオチューナーなどを、 
本機を通して録音/緑画することびで去ます。 

アナ□グ音声信号のデジタル録音、およびデジタ 
ル音声信号のアナ□グ録音はでさませんので、録 
音する際は必ずデジタル、アナログの接続を合わ 
せてください。映儘を録画するとをは、必ずビデ 
才の接続を合わせてください。コンポーネントで 
入力した信号は録画でをません。 


( D 録音/録画したいソース機器に入力を 
切り換える。 

U モコンの入力切換ボタンまたはマルチコント □— 
ルボタン、フ□ントパネルの INPUT SELECTOR 

ダイヤルで選びまず。 

d ) 必要に応じて入力信号を選ぶ。 

ソース機器からの音声入力びデジタルになってい 
るとをは、音芦切換ボタンを巧してアナログに切 
り換えます。詳しくは r 音声入力信号を選択する」 
(一17ページ)をご覧 < ださい。 

③ 録音/録画したいソース機器の準備を 
ずる。 

ラジオを受信したり、 CD 、 ビデオ、 DVD を入れ 
るなどの準備をしまず。 


( 3 ) 録音/録画機器の準備をずる。 

録音/緑画用のカセットテープ、 MD ディスク、ビ 
デオテープなどを録音/録画する機器に入れて、録 
音レベルを設定しまず。 

録音レベルについてわからない場合は、録音/録 
画機器の取扱説明書をご覽ください。ビデオデッ 
キなどでは通常、録音レベルは自動設定されます。 

透）録音/録画を開始してか6、機器を再 
生ずる。 

巧おならせ 

-映儘を緑画する場合、ソース機器と録画機器の 
接続ケーブルを同じ種類にする必要びありま 
す。詳し<は「再生機器と録画機器の接続につ 
いて」（一日ページ)をご覧<ださい。 

•本機の音量、出カレベル、 I -ーンコント□ール_ 
(低音/高音)、ラウドネスやサラウンドの設定再 
などは、録音には反映されません。 生 


音青や映像を録音/録画ずる 


AV アンフ 

ス U- ブ 

入力なお 

コン带-ル 

巧 

Iav7 ンブ 

BD 

DVR/BDR 

• 

ADAPTER 

• 

VIDEO 2 

• 

IS 

DVD 

• 

CD 

• 

iPod USB 

• 

TUNER 

• 

切 « 

SI ： 

TV 

CD-R 

VIDE01 

♦ 

ち青切巧 

♦ 

IinputI 

チヤンネル 

ら 

ち ■ 

ら 
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I リスニングモード 


リスニングモードを選ぶ 


再生機器からの信号にいろし巧な音場効果を加えることびできます。 

〇重要 

-スピーカーの設定や入力信号の種類によって、選択でをるサラウンド再 
生の種類は異なりまず。 

巧） lAV アンプ I ボタンを巧してリモコンをアンプ操作モードにずる。 

感 リスニングモードボタンを巧してリスニングモードを選ぶ。 

ボタンを巧すたびにモードの種類を切り換えて還択で定ます。 

それぞれの U スニングモードについて、し; TF の設定び選べます。 


STANDARD 


サラウンド再生やステレオ再生を巧ラ 


いつでもサラウンド再生で楽しみたい場合や、ステレオ音青を聞く方に適したモードです。 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 2 ch ソースはマト U ックス’サラウンド•デコードをしま 


2ch 信号入力時 


STEREO ALC 


音量差のあるソースに適しています。 


DOLBY PLIIx MOVIE 


最大 7.1 ch サラウンドで、映画に適しています。 


DOLBY PLIIx MUSIC 


最大 7.1 ch サラウンドで、音楽に適しています。 


DOLBY PLIIx GAME 


最大 7.1 ch サラウンドで、ゲームに適しています。 


DOLBY PLIIz HEIGHT 


フ□ント八イトスピーカーの接続時に適しています。 


NE0:6 CINEMA 


最大 7.1 ch サラウンドで、映画に適しています。 


NE0:6 MUSIC 


最大 7.1 ch サラウンドで、音楽に適しています。 


DOLBY PRO LOGIC 


4.1 ch サラウンドです(サラウンドスピーカーからの音声はモノラルです 


ストレートデコード 


ソース音源に効果を加えずに再生します。 


STEREO 


ステレオ 2 ch 再生します。 


マルチチャンネル信号入力時 


STEREO ALC 


音量差のあるソースに適しています。 


DOLBY PLIIx MOVIE 


最大 7.1 ch サラウンドで、映画に適しています。 


DOLBY PLIIx MUSIC 


最大 7.1 ch サラウンドで、音楽に適しています。 


DOLBY DIGITAL EX 


DTS-ES 


已 .1 チヤンネル信号からサラウンドバックチヤンネル音声を創り出し、 
チトンネルで再生します。 

DTS - ES 信号をそのままデコードし、 7.1 チヤンネルで再生しまず。 


DTS NE0:6 


DOLBY PLIIz HEIGHT 


己. 1 チャンネル信号からサラウンドバックチャンネル音声を創り出し、7 
チャンネルで再をします。 

フ□ント八イトスピーカーの接続時に適しています。 


ストレートデコード 


ソース音源に効果を加えずに再生します。 
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STEREO 


ステレオ 2 ch 再生します。 


匿© ©" S ろ 


"〇柳〇 |010 

iO 61010 

■ sioioio 


誦アドバンスドサラウンド再生を巧う 

ソースに応じた多彩なサラウンドが楽しめるモードでず。 

デコード処理とパイオニア独自の技術を組み合わせたサラウンド再生モードです。数種類からの選択び可 
能でず。（デコード処理を変更することはでさません。） 


ACTION 

アクション映画などをダイナ S ックに再生します。 

DRAMA 

映画などのセ U フを明瞭に再生しまず。 

ENT.SHOW 

ミュージカルなどの音楽系ソースに適したモードです。 

ADVANCED GAME 

テレビゲームに適したモードです。 

SPORTS 

スポーツ番組に適したモードです。 

CLASSICAL 

大をなコンサートホールのよラな臨場感で再生します。 

ROCK/POP 

□ックやポップに適したモードで、ライブ会場のような臨場感で再生します。 

UNPLUGGED 

アコースティック音楽系ソースに適したモードです。 

EXT.STEREO 

ステレオ2チヤンネル音声をマルチチヤンネル音声にして、すべてのスピー 
カーを使って再生します。 

F.S.S.ADVANCE 

フ□ント左ちの2本のスピーカーだけでサラウンド感を楽しめます。 

S.R AIR 

S / W わがれ機能搭載機器の音楽を再生する場合に適しています。 

PHONES SURR 

へッドホン接続時にサラウンド効果を得られます。 


AUTO/ I- 

^ トサラウンド巧をやダイレクト巧をを巧う_ 

AUTO SURROUND では、入力信号に収録されたチャンネル数に応じて再生チャンネル数を自動的に 選 
択します。 

(工場出荷時の設定は AUTO SURR 曰 UND でず。） 


AUTO SURROUND 

再生している音声信号を本機び自動で検出して、マルチチャンネルやステレ 
才など最適な再生方法び選ばれます。 

DIRECT 

入力信号を加工せずにソースに忠実な再生を行います。 

PURE DIRECT 

アナ□グ信号や PCM 信号をデジタル処理せずにそのまま再生します。 






























































u スニングモード 


巧お巧らせ 

サラウンド再をについて 

-サラウンドバック0|1処理の設定(^24ぺージ)び 
OFF であったり、サラウンドスピーカーの設定 
(一2日ぺージ)び N 0の場合は、選択でをるモード 
び政下のよラに変わりまず。 

DOLBY PLIIx MOVIE 一 DOLBY PLII MOVIE 
DOLBY PLIIx MUSIC ^ DOLBY PLII MUS に 
DOLBY PLIIx GAME 一 DOLBY PLII GAME 

• DOLBY PLII(x) MUS にモードでステレオ 2 ch 
音声を聴いている場を、 C WIDTH (センター幅)、 
DIMEN. (ディメンション）、 PNRM. (パノラマ） 
の3つの項目を調整できます(一2己ページ)。 

• DOLBY PLIIz HEIGHT モードのときは、 
H.GAIN (八イトゲイン）の項目を調整できま 
す(一2已ページ)。 

• NEO:6 CINEMA または NE0:6 MUSIC モード 

でステレオ吕 ch 音声を聴いている場合、 C.IMG 
(センターイメージ）の項目を調整でさます 
(一吕己ページ)。 

-サラウンドバックスピーカーを接続していない場 
合、最大已. Ich 再生になります。 

•巨. Ich サラウンドの場合は、左ちのサラウンド 
バックスピーカーからは同じ音び出ます。 

• STEREO ALC (才ートレべルコント□-ル） 
は、音量差を本機で自動的に均一にして再生し 
ます。 iPod や US 巨メモリー、レコーダーなど、 
複数のソースを収録した機器の宣声を入力して 
いるとをに適していまず。 

ステレオ再をについて 

• U モコンの STEREO ボタンでを選択できます。 
•設定や入カソースにより、サブウーファーから 

を音び出力される場合びありまず。 

• システムセットアップやミッドナイト/ラウド 
ネス機能、 PH 冉 SE CONTROL 機能、サウン 
ドレト U J (—機能、高音/低音の調整などび反 
映されたステレオ再生を行います。 


アドバンスドサラウンド再生について 
• F.S.S.ADVANCE (フ□ントサラウンド■ア 
ドバンス）モードでは、臨場感のある自然なサ 
ラウンド効果び得られます。フ□ントスピー 
カーから等距離の直線上(前後は移動可能)で視 
聴して < ださい。 


フ□ント左，フ□ントち 
スピーカー i スピーカー 



• S.R A 旧 モードは ADAPTER 入力のとをのみ還 
おでさます。 

オートサラウンド再生について 

• ステレオ2 ch の（マトリックス）サラウンド 
フオーマットは、 NE0:6 CINEMA または 
DOLBY PLII(x) MOVIE でデ〕ードされます。 

ダイレクト再生について 

• DIRECT モードでは、スピーカーに関するシス 
テムセットアップ設定（スピーカーの設定、ス 
ピーカー出カレベル、スピーカーまでの距離)と 
デュア J レモノラ J レ音声 、 PHASE C 曰 NTR 0 L 機 
能やアコースティックキヤ U プレーシヨン EQ 、 
サウンドディレイ、オートディレイ、 LFE アッ 
テネーター、 C.IMG (センターイメージ)など 
の設定を反映して再生しまず。入力信号び忠実 
に再生されます。 

• PURE DIRECT モードでは、 PCMUl 夕のソー 
スを再生すると、再生直前にノイズび出るこ 
とびありまず。この場合は D 旧 ECT か冉 UT 0 
SURROUND にすることをお勧めします。 


.1 .さまざまなサウンド設定 


最適な設定でヴウンド再生する 


再生する音声の出力に関する各種設定を行います。 


r サウンドレトリバー機能を使う 


MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、削除 
されてしまラ部分び発生します。サウンドレト I 」 
バー機能では、 DSP 処理によってその削除されて 
しまった部分を補い、音の密度感、抑揚感を向上 


させます。 

AV7 ンブスリープ火で ** 

みを" 

IAV7 ンブ I 

l^l l^l 

INPUTl 


I H 化 I I が 0 I いが I BS 

r 11 「 21「31 fpISPl 

5. レトリ K- SBcMH rCH 拍 EO こ 

n OH CO 

ミ 5 かイトスピ ー »- -LEV+ PHASE?C 

r71 18 I r 9 I fCH-1 

デ 。- LlEV- 


( J ) l ^ v アンプ J ボタンを押してか 5 S . レト 
U / V "—ボタンを押してヴウンドレトリ 
パー機能の ON 、 OFF を選択ずる。 


夕 おがをせ 

• サウンドレト U バー機能は 2 ch の音声のみ有効 
でず。 


P 立巧を合わせて音の巧ち消し合いを巧 

I ぐ (PHASE CONTROL ) 

マルチチャンネル再生をする隙、 LFE (超ほ域)信 
号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブウー 
ファーや他の最適なスピーカーに振り分ける処理 
びされます。しかし、この処理には原理上、位相 
びズレてしまラ周波数(群遅延)が凳生し、ほ域だ 
けが遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉に 
より低音の巧ち消し合いび発生してしまラなどの 
P 马題わ';扳〇ます。本機では、 PHASE 仁已 NTR 0 L 
モードを曰 N にすることで、原音に忠実な力強いな 
音を再現でをまず。工場出荷時は ON に設定されて 
います。通萬は日 N でのご使用をお勧めします。 


位相とは2つの音波の時間的関係を表していま 
す。2つの音波の山と山び合っている状態を位 
相び合っている、合っていない状態を位相びズ 
レていると言いまず。 



I Hbb 11 bvb I I 地 ft I ぉ 

m m m riiiFi 


s. レトリバ - sscnAS 

の回 

rCHBR EQ 。 

r 6 1 fcH+i 


Ss けイトスビ ー fl- 

のの 

__ 

•LEV+ PHASE : 

CD GO 

-LEV- ^2^ 



重 


I アコー スティックキヤ y ブ レー シヨン EQ 
调液数特性の補正)を繊ずる 

• エ堤出荷時の設定： EQ ON 
r スピーカーの自動設定を行う（才ート MC 冉 CC )」 
(-1 目ページ)で設定された周波数特性の補正の 
ON / OFF を切り換えます。 


コ茄ビ レ 

sr — I 

1:1 百 I 


IAV7 ンフ I 


王 


I HDD I 

r 1 I r 2 I I 311 dispi 

S. レトリ K- SBchOI pCHSR EO O 

m m m gq 

ミッかイトスビ ー n LEV* PHASE5C 

m m 回函 

ディマー し LEV- r シフ n 


お 
[田 SP ) 


ぶ Lav アンプ I ボタンを押してか 5 EQ ボタン 
を押して、補正の ON 、 OFF を選択ずる。 


ON にするとフ□ントパネルの MCACC インジ 
ケーターび点なします。 


夕巧巧旧だ 

• □旧 ECT および PURE □旧 ECT モードのときは 

使用で定ません。また、ヘッドホンで聴いてい 
るときは効果びありません。 


巧） 欣乃ち ボタンを巧してか 5 PHASE 
ボタンを押して、 PHASE CONTROL 
モードを ON にずる。 

ボタンを押ずたびに、 ON と OFF が切り換わります。 

巧 だが5だ 

• サブウーファー本体に PHASE 切換スイッチび 
ついているときはプラス側 (0° 側）に設定して 
<ださし、。ただし、本機の PH 冉 SE 巳 0NTR0L 
を ON にしても効果び分かりにくいときは、ヴ 
ブウーファーの固体差び考えられますので、効 
果の大をい方を選んで<ださい。また効果びわ 
かりにくいときはサブウーファーの向をや場所 
をみしずつ変えてみることちお勧めします。 

• ヴプウーファー内蔵の Lowpass フィルタス 
イッチを OFF にしてくださし)。 OFF にでをない 
サブウーファーは高いカットオフ周波数に設定 
して < ださい。 

•スピーカーの距離を正しく設定しないと、 
PHASE CONTROL の効果び正し<出なし、場 
合びありまず。 

• PURE DIRECT モードのときやへッドホンを 
i ま巧してし'!るとさは、 PHASE C0NTR 曰 L モー 2 Q 
ドを ON にすることびで去ません。 


































































さまざまなサウンド設定 


r サラウンドバックか処理を切り換える 

サラウンドバックスピーカーを接続しているとき 
に、サラウンドバック ch 音舌の処理を切り換えます。 

L hOOJ 1_ か b 11 _側 I _が 
11 I I 2 I I 3 I IDISPI 

己レトリ " 一 SBcidB pCHSR ED 。 

m Q の函 


巧） 陌而ち巧 1 ボタンを押してか SSB ch 処 
理ボタンをがして、サラウンドバック 
ch 処理を選択ずる。 

ボタンを巧すたびにじ(下のよラに切り換わります。 

•SB ON - 萬にサラウンドバック ch へのデ 
コード処理を付加するため、最大の出カチャン 
ネル数で楽しめます。 

• SB AUTO -入力信号の種類を検出し、サラ 
ウンドバック ch 信号を検出したときのみ、サラ 
ウンドバックスピーカーからデコード処理され 
た音声を出力しまず。ソフトに最を唐、実な再生 
となります。 

• SB OFF -サラウンドバック ch への デコード 
処理は行わず、サラウンドバック ch から音声は 
出力されません。ただし 、 UP MIX 機能び ON 
のと定はサラウンドチヤンネルの音帛をサラウ 
ンドバックスピーカーから出力します。 


fUP MIX 機能を使5 

「7.1 ch サラウンド(サラウンドバック）システム」 
(^7ぺージ)のスピーカー配置例で、サラウンド 
スピーカーを U スニングポジションの真横に配置 
すると、已 . Ich のサラウンドチヤンネルの音声び 
真横から聞こえてしまいまず。本来已 . Ich のサ 
ラウンドチヤンネルは斜め後方から聞こえるよラ 
に収録されているため、本機ではサラウンドチヤ 
ンネル音声をサラウンドスピーカーとサラウンド 
バックスピーカーで=ックスし、 U スニングポジ 
ションの斜め後方から出力します。 

•UP MIX 機能は、 7.1 ch サラウンド(サラウン 
ドバック）システムのスピーカー配置を7ページ 
の推奨図のとおりに配置したとさに効果びあり 
ます。 

•スピーカーの配置位置や、再生している音源に 
よっては効果び得られないことをあります。そ 
の場合は OFF に設定して < ださい。 


r 7 1 r 8 I 「9 1 fcH-i 

ディマ - Llev- r の卜 1 





UP MIX OFF UP MIX ON 


曰嚷す 




( D 本機の電源をオフ（スタンバイ）にずる。 


フ□ントパネルの PRESET 今ボタンを 
押しなび6む STANDBY / ON ボタンを 
約2秒間巧し続ける。 

UPMIX:OFF と表示され 、 UP MIX 機能びオフに 
なります。オンにしたいとをは手順1〜2をちラ 
一度行いまず。 

• UP MIX 機能をオンにずると 、 UP MIX インジ 
ケーターび点むしまず。 


夕 お知らせ 

• ここでの設定にかかわらず、 DTS - HD 信号を再生 
しているとさは UP MIX 機能びオンにな0ます。 

• UP MIX 機能びオンに設定されていてち、入力 
信号や U スニングモードによっては自動で OFF 
になることちあります。 
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才ーデイオ調整機能を使う 


サラウンド効果の各種設定びでさます。設定はフ□ントパネル表示部を見ながら巧います。 

〇重要 

-入力音声信号の種類や本機の設定の状態によっては、オーディオ調整機能の表おされない項目びありまず。 


3 ント□-ル 

AV アンブ スリーブ入力。お I -1 

「む 1 广 TIcdJT の 1 

lAVy ジフ I I 

Ij—liNPUTj 
BD DVD TV 

巧） な而ち 7 ラ 1 ボタンを巧してか5、オーディオ調整ボタンを f 甲ず。 

( f ) t /4 ボタンで調整したい項目を選ぶ。 

各項目で調整できる内容はし U 下の表のとおりです。選択項目の初期値は太字で示しています。 

d ) 必要に応じて、和/-►ボタンで設定を選ぶ。 

巧おならせ 

-※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限などびあります。2已ページをご覧ください。 



設定項目 

内容 

機能 

EQ 

(アコーステイツクキヤ 
リブレーシヨン E 日） 

アコースティツクキヤ U ブレーシヨン EQ の効果を ON / 
OFF します。 

ON 

OFF 

S.DELAY 

(サウンドデイレイ） 

音声全体の遅延時間を調整します (DVD ソフトなどで、映 
儘の動をの方びセ U フなどの音声より遅れている場合、 
音声全体を遅らせることで、映像の動さと音声とを合わ 
せることびでをます)。 

0.曰〜9.0フレーム 
(0.1 間隔） 

(1 フレームニ 

]/30砂 ( NTSC ) 
初期値： 0.0 

MIDN に HT&a 

(ミッドナイト）/ 

LOUDNESS 淵 

(ラウドネス） 

ミツドナイト機能は、サラウンド音声の映画をル音量で 
見るとさに効果的です。音量によってその効果は調整さ 
れます。 

ラウドネス機能は、音楽を聴くとさにか音量でを低域、 
高域のレベルを自然に調整して聴をやすくします。 

M/L OFF 

MDN に HT 

LOUDNESS 

S.RTV-》b 

(サウンドレトリバー) 

WMA や MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、削 
除されてしまラ部分び発生します。サウンドレト U バー 
機能を曰 N にすると、 DSP 処理によってその削除されて 
しまった部分を補い、音の密度感、抑揚感を向上させます。 

0FF&d 

ON 





















































































さまざまなサウンド設定 


設定項目 

内容 

機能 

デュアルモノラル 

モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号をデュ 
アルモノラル信号といいます。ここではデュアルモノラル 
信号び入力されたとさに再生する音声を選択することびで 
をます。 

デュアルモノラル信号はあまりをくはありませんび、巨 S 
デジタル放送 ( IV 1 PEG -2 AAC ) のモノラルの-力国語放送 

cm 

巳 H 2 

や音声多重放送で使用されていまず。 

• CH ] — チぉンネル1の音声のみを再をします。 

• CH 2 -チヤンネル2の音声のみを再生します。 
• CH 1 CH 2 -両方のチヤンネルの音声をフ□ント 
スピーカーから再生します。 

CH 1 CH 2 

F.PCM 

(PCM フ イツ クス） 

CD などの PCM 信号を再生しているとをに、曲の始めび 
途切れる場合びあります。そのとをは、 QN にすることで 
改善されます。 ON は PCM 音声専用です。 PCM 音声切が 
の信号では、音び出ずにノイズび出ることびあります。 

OFF 

ON 

DRC 

(ダイナ S ックレンジ 
コント□-ル） 

ドルビーデジタルや DTS 、 ドルビー TmeHD 、 ドルビー 
デジタルプラス、 DTS - HD 、 DTS-HD Master Audio な 
どで収録された映画の音声について、ダイナ S ックレン 
ジの圧縮量を選択します。音量を下げてサラウンドを楽 
しむとさでち、微少な音び聞さ取りやす<なりまず。 

• AUTO -ドルビー TrueHD 信号に対してのみダイ 
ナ S ックレンジを圧縮します。 

•MAX - ダイナミックレンジを最大に圧縮します 
〔大さな音を減少させて、ルさな音を増大させます)。 

• MID -ダイナ S ックレンジを多少圧縮します。 
•OFF -ダイナミックレンジを圧縮しません(音量 

び大さいとさは、日 FF にすることをお勧めします)。 

AUT 〇 ※ f 

MAX 

MID 

OFF 

LFEATT 

(LFE アッテネーター） 

ドルビーデジタルや DTS 音声には、 LFE (超ほ域音声成分） 
び含まれていることびあります。 LFE レベルび大さくて、 
スピーカーからの音声に歪みび生じると击は、 LFE レべ 
ルをアッテネート(減衰）しまず。 

•0 — 収録されているレベルのまま再生します(通常 
はこの設定をお勧めします)。 

•5/10/15/20 -ここで指定したレベルだけ LFE 
レベルをアッテネート願衰）します。 

• - LFE 音声を出力しません。 

0 (0 dB ) 

已（一己 d 曰） 

1 日 （-10 服） 

15 (-15 dB ) 

20 (-20 服） 

** ( OFF ) 

SACD G 部 

CSACD ゲイン） 

SACD を歪みな < 再生するための調整です。 

(工場出荷時の「0」は、高レベルで記録されているディス 
クを再生しても音び歪まない設定になっています。「+巨」 
に設定すると、 SACD のデジタル処理に+目 d 巨のゲイン 
を持たせ、 SACD ディスクの情報をよりお実に引を出す 
ことびでさ、高音質再生び巧能になります。） 

0 (0 dB ) 

+6 什 6 服） 


設定項目 

内容 

機能 

HDMI ( HDMI 音声） 

HDMI IN に入力された音声を、どのよラに再生ずるかを 
設定します。 「 THRU 」 に設定したときは本機からは音び 
出な<な0ます。 

• AMP -本機に接続したスピーカーで再生 
•THRU - HDMI OUT と接続したテレビで再生 

AMP 

THRU 

A.DLY 

(オートディレイ） 

HDMI どラしで接続された機器に対する機能で、音声と映 
像の遅延時間を自動で調整し、映像の動をと音声を自動 
で合わせます。※ h 

OFF 

ON 

C.WIDTH 劍 

(センター幅） 

センターチヤンネルの音をフ□ント左/ちスピーカーに 
振り分けて、音の調和をちたらします。0はセンタースピー 
カーからのみの出力で、7はセンターチヤンネルの音声ず 
ベてを左ちのフ□ントスピーカーに振り分けまず。 

〇〜 7 

初期値： 3 

DIMEN. 夕 i 

(ディメンション） 

U スニングポジションから前ちの音場を強<するか、德 
方の音場を強くするかを調整することで広びりのある音 
場を創り出すことびでをます。+3は前方の音場び強くな 
り、 -3 は樓方の音場び強くなりまず。 

-3 〜+3 

初期値： 0 

PNRM . 劍 

(パノラマ） 

前方の音場を左ちに大をく回り込ませ、サラウンドチヤ 
ンネルにつなげるよラなサラウンド効果を加えます。正 
確な定位よ0ち雰囲気を楽しむための機能です。 

OFF 

ON 

C.lMG^j 

(センターイメージ） 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカー 
にどの程度振り分けるかを調整します。音色の不一致び 
觸和され、音楽再生に適した音場を創り出すことびでを 
まず。0はほぼすベて左ちのフ□ントスピーカーに振り 
分け、10は主にセンタースピーカーから再生します。 

日〜 10 

初期値： 3 
CNE 0: 巨 MUSIC ) 
初期値： 10 
( NE 0:6 CINEMA ) 

H.GAIN 

( A イ ト ゲイン） 

DOLBY PLIIz H 曰 GHT モードを選んでいるときにフ□ン 
卜 A イトスピーカーから出力される音声の調整をします。 
H を選択ずると、最を上方からの臨場感び増します。 

L ( Low ) 

M ( Mid ) 

H ( High ) 


《a S ッドナイト/ラウドネス機能は 、 S ッドナイト ボタンでち設定でさます。 

※り サウンドレト U バー機能は、 S . レトリバー ボタンでを設定できます。 

※口 WMA と MP 3 は iPod/USB 入力のときだけ再生で去ます。 

※ づ iPod/USB および ADAPTER 入力のとをの初期値は ON です。 

《 e デュアルモノラルの設定は、 HDD / DVD レコーダーで録画された二力国語放送などについては、ド 
ルビーデジタル音声か DTS 音声をデュアルモノラルモードで録画されたをののみ有効です。 

就初期値の AUTO はドルビー TrueHD 信号に巧してのみ有効です。ドルビー TrueHD 信号切外のとき 
にダイナミックレンジコント□ールを有効にしたいときは MAX か MD を選びます。 

※邑通常の SACD を再生しているとをは問題ありませんび、をしわノイズび発生する場合は Od 巨に設定 
して < ださい。 

HDMI で接続された1」ップシンク対応のテレビにのみ有効です。 ON に設定してを音声全体の遅延時 
間び改善されないときは、 OFF に設定して「サウンドディレイ」（^24ぺージ)を手動で調舊してく 
ださい。 

•効 DOLBY PLII MUS に モードでステレオ2チヤンネル音声を入力していると去のみ使用できます。 
m NE0:6 CINEMA または NE0:6 MUSIC モードでステレオ2チヤンネル音声を入力しているときの 
み使用でをまず。 











































I システムセットアップ設定を巧う 


システムセットアップでは、本機に接続したスピーカーのさまざまな調整や各種端テの巧途などを設定し 
ます。設定でをる項目はし; TF のとおりです。 


System Setup 


Manual SP Setup- 
Input Assign 
Pre Out Setting — 

HDMI Setup - 

Auto Power Down - 
FL Demo Mode — 


- O Auto MCACC 


曰 Manual SP Setup 


スピーカーの 自動設定 （一 1 己 ページ） 

接続しているスピーカーの手動設定 
(一下記） 


旦 Speaker Setting 


Q Crossover Network 


旦 Channel Level 


Q Speaker Distance 


スピーカーの接続本数や大ささ（低域 
再生能力）などの設定（^下記） 

何 Hz な下のお音域をサブウーファーな 
どで再生するかを設定（一27ページ） 
スピーカーシステムを体の出カレベル 
の調整 （-27 ページ） 

視聴位置から各スピーカーまでの距離 
の設定（一27ぺージ） 


日 Input Assign 
’ H Pre Out Setting 
S HDMI Setup 
’ 0 Auto Power Down 
'Q FL Demo Mode 


コンポーネントビデオ入力端テに機器を 
接続ずるとさの設定（一28ページ） 

プ U アウト端子に接続した外部アンプの 
スピーカーの 用途を設定 （一 2 S ページ） 

HDMI によるコント □- ル機能の設定 
(一吕日ページ） 

本機を使用してしげよいとさに自動的に電源 
をオフにする場合の設定（一28ページ） 

フ〇ント^ (ネル表示部にデモを表示ずる 
/しないの設定（一28ぺージ） 


〇重要 

• テレビを HDMI ケーブルのみで接続した場合、 
システムセットアップ画面は表示されません。 
システムセットアップを巧ラ際は、テレビをビ 
デオケーブル(黄)またはコンポーネントビデオ 
ケーブルで接続して<ださい。 

• iPod / USB 入力のとさはシステムセツトアップ 
設定を行ラことびできません。 


AV7 バ 7 

M I 


IAV アンフ I 


コント□—ル 

Tyn 


eu LIVL> I V 

〇 〇 〇 
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① 本機とテレビの電源をオンにずる。 

テレビの入力を、本機とビデオケープル(黄)また 
はコンポーネントビデオケーブルで接続した入力 
に合わせて < ださい。 

ぷ 防兩ち7^ ボタンを巧してか5、設定ボ 
タンを}甲ず。 

テレビに上記のシステムセットアップ画面び表示 
されます。 

上記の調整したいシステムセットアッ 
プ項目を選んで設定を行う。 

• t /| V 和/*と ENTER ボタンで、操作項目を選 
びまず。 

• 戻る ボタンで前の画面に戻ります。 

• 設定 ボタンでシステムセッ ト アップを終了しまず。 

設定ボタンを押してシステムセット 
アップを終了ずる。 

戻る ボタンを数回押して終了することちでさます。 


晓感にぶるスピーカーの設定を行ラ 


スピーカーの自動設定（^1已ぺージ）でオート 
MCACC 設定を巧った場合は、すでにリスニング 
環境に最適なスピーカー設定になっていますび、 
お好みで設:定を変更ずることびでをます。 

(3) システムセットアップ画面の中か6 
「Manual SP SetupJ を選択ずる。 

• システムセツ ト アップ項目を表おずるまでの手 
順は左記をご覧ください。 



r スピーカーの設定を巧う 

スピーカーの大ささや本数を設定して、再生する 
音域を最適なチヤンネルへ配分します。 

( J ) Manual SP Setup の設定項目か5 
[Speaker Settin 色 J を選択ずる。 



d ) 17♦ボタンで設定したいスピ—力-を選 
んで、和/-►ボタンで大ささを選巧ずる。 

スピーカーごとにじ(下の設:定を選べます。 


スピーカー 

選択項目 

Front 

(フ□ント） 

LARGE / SMALL 

G 巨 nte 广 

(センター） 

LARGE/SMALL/NO 

Front Height 

(フ□ント八イト） 

LARGE/SMALL/NO 

Suit 

(サラウンド） 

LARGE/SMALL/NO 

Suit . Back 

(サラウンドバック） 

L 冉 R 白 EXl / LARGEX2 / 
SM 冉 LLX] / SIV1ALLX2 / 
NO 

Subwoofs 广 

(ヴプウーファー） 

YES/PLUS/NO 


• フ □ントス ピーカー 

お音域の再生能力び高い場合は LARGE を、低 
し媚合は SMALL を選びます。 


• センター / フ□ント A イト/サラウンド スピーカー 

低音域の再生能力び高い場合は LARGE を、低 
し'!場合は SMALL を選びます。接続しない攝を 
は N 0を選びます(そのチヤンネルの音声は、他 
の スピーカーから 出力されます)。 

•サラウンドバックスピーカー 
接続している本数を還んで < ださい （1 本または 
2 本)。低音域の再生能力び高い場合は LARGE 
を、低い場合は SMALL を選びます。接続しな 
い場含は N 0を選びます(サラウンドバックチヤ 
ンネル音声は、他のスピーカーから出力されま 
す)。 

• サブウーファー 

SMALL に設定されたスピーカーの低音域と 
LFE 信号（ドルビーデジタルや DTS 信号に含ま 
れる超低域信号成分）をサブウーファーか5再 
生するときは YES を選びます。サブウーファー 
から常に低音を巧生したいとをや、低音を強調 
したいとさは PLUS を選びます（このとを、通 
窜はフロントやセンタースピーカーで再生して 
いるな音域をサブウーファーでち再生します)。 
また、サブウーファーを接続していないとをは 
N 0を選びますにのとき低音域は他の LARGE 
に設定されたスピーカーで再生されます)。 

⑤ 戻るボタンを f 甲して終了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻りまず。 










































































システムセツトアップ設定を巧う 


巧おが6せ 

•フ□ント八イトスピーカーは、プリアウト端デ 
の設定 ( 一 28 ページ)で Hei 邑 ht を選んでいると 
をのみ設定でをます。 

•サラウンドバックスピーカーは、プリアウト端 
子の設定卜 28 ぺージ)で Suit. Back を選んで 
いるとをのみ設定でさます。 

• フ□ントスピーカーび SMALL に設定されてい 
るときは、サブウーファーは自動的に YES に設 
定されます。また、他のスピーカーで LARGE 
を選択で走ません。このとを、各チヤンネルの 
な音域はサブウーファーか5出力されます。 

-サラウンドスピーカーび N0 に設定されている 
ときは、フ□ント八イトおよびサラウンドバッ 
クスピーカーは自動的に N0 に設定されます。 

•サブウーファーを PLUS に設定した場合、サブ 
ウーファーの低音域とフ□ントスピーカーのな 
音域び巧ち消し合ってしまい、十分なあ音の効 
栗び発揮されないことびあります。このよラな 
とさは、スピーカーの設置場所や向きなどを変 
えてみてください。それでち解消されないとを 
は実際に音を出しなびらサブウーファーを YES 
にしたり、フ□ントスピーカーを SMALL にし 
てみて比較し、最適な設定にして<ださい。 


r クロスオ ー / 周液数を設定ずる 

• 工場出荷時の設定：] OOHz 
「スピーカーの設定を行ラ」（一26ページ）で 
SMALL に設定されたスピーカーびあるとき、何 
H が^下のな音域を LARGE に設定されたスピー 
カーまたはサブウーファーで再生するかを設定し 
ます。また、 LFE 信号についてを同様に、何 Hz し乂 
下のな音域を再生するかび設定されます。 

の Manual SP Setup の設定項目か5 
に rossover NetworkJ を選択ずる。 



屋）和/ーボタンでク□スオーバー周波数を 
選ぶ。 

ここで還おされた周波数切下のな音域は、サブ 
ウーファーまたは LARGE に設定されたスピー 
力一から再生されまず。 

(3) 戻るボタンを f 甲して終了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 

巧溯をせ 

• スピーカーの大去さなどの設:定については、「ス 
ピーカーの設定を行ラ」（一2已ページ）をご覧 
<ださい。 


r スピーカー出カレベルを設定ずる 

各スピーカーの出カレベルを設定することで、ス 
ピーカーシステム全体のバランスを調整します。 

A ま意 

• スピーカー出カレベルの設定では、テスト I -一 
ンび大音量で出力されます。 

( J ) Manual SP Setup の設定項目か5 
|"Channel LevelJ を選択ずる。 



③ >/■►ボタンで設定方ミ去を還ぶ。 

• Manual —テスト I ンを出力するスピー 
力一を手動で切り 換えて調整しまず。 

• Auto ー テスト I -ーンを出力するスピーカーび 
自動で切り換わります。 


( g ) ENTER ボタンを沖す。 

音量び自動的に上びり、大をな音でテスト!-ーン 
び出力されます。 



($1 和/今ボタンで各 スピーカーの 出カレべ 
ルを調整ずる。 

Manua 階還んだときは、171•ボタンでスピーカー 
を選択します。 Auto を選んだときは、1；|下の順番 
でテスト I ''ーンび出力されます。 

L 一い R 一 SR 一 SBR 一 S 巨し 一 SL 一 SW 



テスト!-ーンを聞をなび日、各スピーカーの出力 

レベルを調整してください。 

感 戻るボタンを押して終了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 

夕 溯をせ 

•スピーカー出カレベルは、 U モコンの 防7歹クラ1 
ボタンを押してから CH 選択ボタンと LEV +/- 
ボタンを使ラことで調舊することちでをます。 
また 、 CH 選択ボタンを押してから t / ♦ボタン 
でチヤンネルを選んで^/-►ボタンで調整する 
ことをで去ます。 

-音圧計を使用して出カレベルを調整する場合 
は、視聴位置で測定して、をスピーカーの出力 
レベルを7已 d 巨 SPL ( C - ウェイト/スローモー 
ド) に調整してください。 


r スピーカーまでの距離を設定する 

視聴位置から各スピーカーまでの距離を設定する 
ことで、各チヤンネルの遅延時間び自動的に算出さ 
れ、最適なサラウンド効果を得ることびでさます。 

( f ) Manual SP Setup の選択項目か5 
[Speaker Distance 」 を選択ずる。 



感 t / ♦ボタンで設定ずるスピーカーを選 
んで、和/-►ボタンで各スピーカーまで 
の距離を設定ずる。 

0.1 m 間隔で調整でをます。 

③ 戻るボタンを押してお了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 


応巧設定 ノ 
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システムセットアップ設定を行う 


コンポーネジトビデオ入力端子の 
設定を行う 


コンポーネントビデオ入力の接続で、下記の工場 
出荷時の設定と異なる機器を接続した場合は、こ 
こでの設定び必要になります。 

Component 1 - DVD 
Component 吕- DVR ( DVR / BDR ) 

コンポーネントビデオ入力については、「コンポー 
ネントビデオ端デを使巧する」12ページ)をご 
覧ください。 

(P システムセットアップ画面の中か6 
[Input Assi 邑 nj を選択ずる。 



• システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は吕6ページをご覧ください。 

篡 Input Assi 旨 n の設定項目か5 
に omponent Input 」 を選択ずる。 



言/！■ボタンで変更したいコンポーネン 
トビデオ入力端子を選ぶ。 

U アパネルのコンポーネントビデオ入力端子ごと 
に、番号び記されていまず。 
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(3 ) その入力端子に接続した機器を適切な 
機器るに変更ずる。 

. ボタンと ENTER ボタンを使って日 D 、 
DVD 、 TV 、 DVR または OFF わ、ら選択します。 

-コンポーネントビデオ入力端子に割り当てられ 
ている機器 ( BD など）について、他のコンポー 
ネントビデオ入力端デに同じ機器び新たに割り 
当てられると、前に設定されていた入力は、自 
動的に OFF に切り換わります。 

-コンポーネントビデオ入力に接続した機器の音 
声についてち、ここで選んだ入力と同じ入力の 
音声入力端テに接続してください。 

-本磯のコンポーネントビデオ入力に機器を接 
続したときは、必ずテレビち COMPONENT 
VIDEO OUT 端テに接続してください。 

感 戻るボタンを押して終了ずる。 

Input Assi 即の設定画面に戻ります。 

-音声の入力設定については、「音声入力信号を 
選択ずる」（一 17 ページ)をご覧ください。 


プリアウト端子の設定を行う 


プ U アウト端子をサラウンドバックスピーカーま 
たはフ□ント八イトスピーカーの接続に使用する 
かを指定します。スピーカーの接続には外部アン 
プび必要です。 

• 工場出荷時の設定： Surr.Back 

( J ) システムセットアップ画面の中か5 
「Pre Out Settin 居 J を選択ずる。 



• システムセツトアップ項目を表示するまでの手 
順は2巨ページをご覧ください。 


d ) 和/-►ボタンでプリアウト端子の用途を 
選ぶ。 

• Surr.Back -サラウンドバックスピーカーの 
接続に使用します。 

• Height -フ□ント A イトスピーカーの接続に 
使巧します。 

( g ) 戻るボタンを押して路了ずる。 

システムセットアップ画面に戻りまず。 


自動電源オフの設定を巧う 


本機の電源びオンのとをに、長時間何ち操作して 
いない場合に自動的に電源をオフにするよラに設 
定でさます。 

-工場出荷時の設定： OFF 

( P システムセットアップ画面の中か5 
[Auto Power Down 」 を還択ずる。 


System Setup 


1 . Auto MCACC 

2. Manual SP Setup 



• システムセットアップ項目を表示ずるまでの手 
順は 26 ページをご覧 < ださい。 

和/-►ボタンで電源がオフになるまでの 
時間を選ぶ。 

吕/4/6時間、または OFF (自動電源オフしない） 
を選びます。 

(|)戻るボタンを押して終了ずる。 

システムセットアップ画面に戻ります。 


デモ表示の設定を行う 


本機のフ□ントパネル表示部のさまざまなデモ表 
示について、表おする/しないを選びまず。 

① システムセットアップ画面の中か5 「FL 
Demo Mode 」 を選択ずる。 



• システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は吕日ページをご覧ください。 

( g ) 和/-►ボタンでデモ表示の ON / OFF を選 
ぶ。 

感 戻るボタンを巧して終了ずる。 

システムセットアップ画面に戻ります。 





































I HDMI によるコント□-ル機能 


HDMI によるコント□-ル機能対応のパイオニア製 
テレビやブルーレイディスクプレーヤー、または 
HDMI によるコント□ール機能と互換性のある他社 
製品などを、 HDMI ケーブルで本機と接続すること 
で、む下のよラな連動動作び可能になりまず。 

• シアターモ^—ド 

テレビから本機の音量調節や消音ユート)操作 

-テレビとの電源連動 
-自動入力切り換え 

テレビの入力切り換えやプレーヤーなどの再生 
開始による、本機の自動入力切り換え 

巧 おならせ 

•パイオニア製の機器によっては、 HDMI による 
コントロール機能び 「KUR 日 LINK 」 と表記され 
ていることびあります。 

-パイオニア製 HDMI によるコント□-ル機能対 
応機器、および HDMI によるコント□-ル機能 
と互換性のある他社製品卜30ぺージ)切外との 
連動動作はイ呆証がでず。 HDMI によるコント □- 
ル機能と互換性のある他社製品であってわ、す 
ベての連動操作を保証するちのではありません。 
- HDM 1 によるコント□-ル機能を使うときは A イ 
スピード HDMI ケーブルをお使いください。そ 
れじ(がの HDMI ケーブルでは HDMI によるコント 
□-ル機能び正しく動作しないことがありまず。 

-具体的な操作や設定方をなどについては、それぞ 
れの機器の取扳説明書ちあわせてご覧<ださい。 


HDMI にぶるコント□-ル機能対 
応機巧を接続ずる 


本機には HDMI によるコント□ール機能対応テレ 
ビのほかに、最大3台の HDMI 機器を接続して連 
動動作させることびでをまず。接続には八イス 
ピード HDVII ケープルをご使巧ください。接続方 
法につい口ま、 「 HDMI ケープルによる接続」 (-10 
ページ)をご覧ください。接続び終わったら「コン 
卜□ール機能を設定する」（-►ち記)を巧ってくだ 
さい。 

-お手持ちのテレビびオーディオ U ターンチヤン 
ネル ( ARC ) に対応している場合は、 HDMI ケー 
ブルを通じてテレビの音声を本機に入力でさま 
す。この場合、 HDMI 設定の冉 RC を ON に設定 
してください(^ち記)。 


巧おがらせ 

- HDVII によるコント□-ル機能対応機器の接続 
終了後、本機の電源コードをコンセントに差し 
込むと本機の電源び入ります。この際 、 HDMI 
に関する初期化動作を2砂から10抄程度行い 
ます。初期化中は HDMI インジケーターび点滅 
しまず。本機の操作は点滅び終了してから行つ 
て<ださい。「コント□ール機能を設定ずる」(下 
記）で HDMI によるコント□-ル磯能を OFF に 
することで、この処理は行われなくなります。 

. 本機の HDMI によるコント□ール機能を十分に 
発揮ずるために、 HDMI 機器は本機に直接接続 
してください。 


ントロール機能を設定する 


本機の HDMI によるコント□ール機能を有効にす 
るかどラかを設定します。本機の設定 L ソ外にち、 
本機と接続する HDMI によるコントロール機能巧 
応機器の設定ち魁要です。詳しくは、それぞれの 
機器の取掘説明書をご覧ください。 

( 2 ) システムセットアップ画面の中か5 
「HDMI SetupJ を選択ずる。 



• システムセットアップ項目を表示ずるまでの手 
順は2巨ページをご覧ください。 

( f ) 和/ーボタンでコント□—ル機宫目 
( Control ) の ON/OFF を選ぶ。 

• ON - HDMI によるコント □- ル機能び有効に 
なります。 

• OFF - HDMI によるコント日ール機能は無効に 
なり、達動動作することはでをません。 


I HDMI によるコント□—ル機能と互換 

性のある他社製品と接続ずる 

本機の HDVII によるコント□ール機能との互換性 
びある他社製テレビと接続してお使いになると、 
下記の連動動作びでをます。 

(お使いのテレビによっては、すべての HDVII によ 
るコント□ール機能び働くわけではありません。） 
•テレビのメニュー画面で、本機に接続したス 
ピーカーから音を出すか、テレビのスピーカー 
から音を出ずか、どちらかに設定でをます。 
•テレビのリモコンで、本機の音量調節や消音 
( S ュート)操作びでさます。 

•テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本機 
の電源をスタンバイ状態になります。（本機に 
HDMI 接続されている機器の入力を選択してい 
るとさや、テレビを視聴している場合のみ。） 

-テレビ放送やテレビに接続した外部入力の音声 
を、本機に接続したスピーカーか5出力でをま 
す。 （ HDMI ケーブルのほかに光デジタルケー 
ブルなどの接続び必要です。） 

本機の HDVII によるコント□ール機能と互換性の 
ある他社製プレーヤーやレコーダーと接続してお 
使いになると、下記の達動動作びできます。 

-プレーヤーやレコーダーの再生を開始すると、 
本機の入力びその機器を接続している H D M I 入 
力に切り換わります。 


-シアターモードを解除すると、テレビで 
HDMI 入力またはテレビ放ちを視聴していた 
場合、本機の電源び切れます。 

• テレビとの電源連動 

-テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本 
機の電源ちスタンバイ状態になりまず。（本機 
に HDMI 接続されている機器の入力を選択して 
いるとさや、テレビを視聴している場合のみ。） 

• 自動入力切り換え 

- HDMI によるコント□ール機能対応機器の再 
生操作に連動して、本機の入力び自動的に切 
り換わります。 

-テレビの入力を切り換えると、本機の入力び 
連動して切り換わります。 

-本機の入力を HDVII 政がに切り換えてち達動 
動作は継続されます。 


( g ) t/ ♦ボタンで 「 ARCJ を選んでか5、 
和/-►ボタンでオーディオリターンチヤ 
ンネルの ON / OFF を選ぶ。 

• ON — HDMI 経由でテレビの音声を入力しまず。 

手順2の Contra め';日 N のときのみ選択できます。 
•OFF — テレビの音声を入力するには、テレビと 
オーディオケーブルで接続した入力を選びます。 

( 3 ) 戻るボタンを押して終了ずる。 

システムセットアップ画面に戻ります。 


連動動作を開始する前に動作確認 
する 


接続と設定び終了したら、下記の確認作業を必ず 
巧って < ださい。 

( T ) ずべての機器をスタンパイ状態にずる。 
d ) テレビむがのずべての機器の電源を才 
ンにずる。 

d ) テレビの電源をオンにずる。 

( S ) テレビの入力を本機が接続された HDMI 
入力に切り換える。 

感 本機の入力を HDMI 機器び接続された 
HDMI 入力に切り換える。 

嚴手順已で選んだ HDMI 入力に接続した機 
器を再生ずる。 

テレビに映像び表をされることを確認します。 

手順己〜6を繰り返し、ずべての HDMI 
入力を確認ずる。 


Hi 動中の動作について 

本機と接続した HDMI によるコント□ール機能巧 
応機器は、政下のよラな連動動作をします。 

• シアターモード 

- HDMI によるコント□-ル機能対応テレビのメ 
ニュー画面等でアンプから音を出すよラに操作 
すると、シアターモードにすることびでをます。 

-シアターモードのとをに、本機の電源を切る 
ことでシアターモードは解除されます。この 
とをテレビのメニュー画面等でアンプから音 
を出ずよラに操作すると、本機の電源びオン 
になり、再度シアターモードになりまず。 

■シアターモードのとをに、テレビのメニュー 
画面等でテレビから音を出すよラに操作する 
と、シアターモードび解除されます。 


応用設定 



















HDMI によるコント□—ル機能 


夕 溯5せ 

HDMI によるコント□—ル機能と互換性のある他 
社製品 

下の他社製テレビと互換性びあります。（順不同） 

• シャープ株式会社製冉日 UOS ファミリンク対応 
の液晶テレビ r アクオス」 

-パナソニック株式会社製ビエラ U ンク対応のテ 
レビ 

-株式会社東芝製レグザ U ンク対応のテレビ 

-株式会社日立製作所製 WoooU ンク対応のテレ 
ビ 

-ソニー株式会社製プラビア U ンク対応の液晶テ 
レビ「プラビア」 

し U 下の他社製プレーヤーやレコーダーと互換性び 
あります。（順不同） 

• 株式会社シャープ製 AQUOS ファミ U ンク対応 
のデジタル八イビジョンレコーダー 「AQUOS 
A イビジョンレコーダー」、ブルーレイディス 
クレコーダー 「 A 曰 UOS プ J レーレイ」（株式会社 
シャープ製 A 日 UOS ファミ U ンク対応の液晶テ 
レビ r アクオス」とあわせてお使いのとさのみ） 

-パナソニック株式尝社製ビエラ U ンク対応のプ 
レーヤーおよびレつーダー（パナソニック株式 
会社製ビエラ U ンク巧応テレビとあわせてお使 
いのとさのみ） 

-株式会社東芝製レグヴ U ンク巧応のプレーヤー 
およびレコーダー（株式含社東芝製レグヴ1」ン 
ク対応テレビとあわせてお使いのときのみ） 

•株式会社曰立製作所製 WoooU ンク対応のレ 
コーダー(株式会社曰立製作所製 WaaaU ンク 
対応テレビとあわせてお使いのと去のみ） 

-ソニー株式会社製プラビア U ンク対応のブルー 
レイディスクプレーヤーおよびレコーダー（ソ 
ニー株式会社製ブラビア U ンク対応の液晶テレ 
ビ「ブラビア」とあわせてお使いのとをのみ） 

政下の他社製商品と互換性びあります。 

• 株式含社ソニー-コンピュータエンタテイン 
メント製ブラビア U ンク対応の r プレイステー 
シヨン3」（ソニー株式会社製プラビアリンク 
対応の液晶テレビ「ブラビア」とあわせてお使い 
のとをのみ） 

上記 L ソ外の他社製品との連動動作は保話がでず。 


互換性のある他社製品の型名など最新の情報 
については、パイオニアホームぺージ ( h け P :// 
pioneer . jp /) をご覧ください。 

《 A 日 UOS ファミリンクは、シャープ株式尝社の 
登録商標でず。 

《その他文中の商品名、技術名および会社名等は、 
当社や喜社の商標または登録商標です。 

&プラビアリンクは、ソニー株式尝社の登録商標 
です。 

《「プレイステーシヨン」は、株式会社ソニー.コ 
ンピュータエンタテインメントの登録商標です。 

《その他文中の商品名、技術名および尝社名等は、 
当社や喜社の商標または登歸商標です。 


HDMI によるコント□—ル機能につい 
てのご注意 

• HDMI によるコント□ール機能対応テレビの音 
声出力と本機の音声入力を接続し、 HDMI によ 
るコント □ レ機能対応テレビの U モコンでシ 
アターモー问こずることで、テレビの入力を切 
り換えたとをなど、本機の入力び自動で切り換 
わり本機から音び出るようになります。このと 
をテレビの音声は消音されます。接続は光デジ 
タルまたはアナ□グのいずれかで接続してくだ 
さい。 

•テレビやソース機器（ブルーレイディスクプ 
レーヤーなど）は本磯に直接接続してください。 
本機切がのアンプや AV コンバーター （HDMI 
スイッチ）などに接続してから本機に接続ずる 
と、誤動作の原因となります。 

• HDMI によるコント□-ル磯能び ON の状態で、 
本機の電源コードをコンセントに差し込むと本 
機の電源び入ります。この際、 HDMI に関する 
初期化動作を2砂から10砂程度行います。初期 
化中は HDMI インジケーターび点滅します。本 
機の操作は点滅び終了してから行ってください。 

• 本磯の HDMI によるコント□ール機能び ON の 
とさは、本機の電源びスタンバイ状態であって 
も、 HDMI によるコント□-ル機能対応機器口 
ルーレイディスクプレーヤーなど）と対応テレ 
ビで接続しているとをのみ、本機から音を出さ 
ずにプレーヤーからの音青と映儘を HD VII を通 
してテレビに出力でさまず。このとさ HDMI イ 
ンジケーターび点なします。 
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U モコンで化機器を操作ずる 


付属の U モコンを使って、本機し:!がのパイオニア 
製品や他社の磯器を操作することびでをます。お 
手持ちの機器のプ U セットコードび U モコンに登 
録されている場をは、該当するコードを睐び出す 
だけで操作で去るよラになります。 

ただし、プリセットコードを呼び出しても、すべ 
ての操作びでをなかったり、まったく操作でをな 
いことをあります。 

巧 お巧旧だ 

• IJ 干コンの詰を中に IAV アンプ1 ボタンを巧ず cK 
設定はキャンセルされます。 

-リモコンの設定中に1分間何も操作びないと自 
動的に設定はキャンセルされます。 

-テレビコント□—ルボタンはテレビ関係のコー 
ド(テレビ、 CATV 、 衛星チューナーなど)のみ 
設定することびでさます。 


r プ U セットコードを呼び出ず 


AV7 ン:？ ] り一 t \-hms 

■iiTfe-ib 

1かヴンフ| AJjeB! 


BD DVD TV 

• •参 
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DVR/BDH CD CD-R 

• •参 

G) 

ADAPT 宙 IPcdUSB VIDE01 

o o 参 

Q 

VIDE02 TUN 曲切！！ 

n n n 




m KB foi^ 


SBchita「CH 曲 EQ r-- 

^9 ID 



デ < マー し LEV- I シ巧 n 

[CLB I lENTERl | | 

•"1010 II 12 


ド lo/ieer 


r Av アンプ） 



(P アンプ」 ボタンを巧しなが6、数字ボ 
タンの rij を約3秒間押し続ける。 


操作したい機器のマルチコント□—ル 
ボタンを押ず。 

プリセツトコードの設定びで去るマルチコント 
口ールボタンは BD 、 DVD 、 TV 、 DVR / BDR 、 
CD 、 CD - R 、 VIDEO ! のみです。 

-テレビコント□—ルボタンに登録する場合は、 
テレビコント□ールの INPUT ボタンを押します。 


( J ) 操作したい機器にリモコンを向けて、 
その機器に該当ずるメーカーコード 
(一37ページ)を入力ずる。 

正しく設定されると電源オン/オフ信号び IJ モコ 
ンか日送信され、操作したい機器の電源びオンま 
たはオフに切り換わりまず。 

•機器の電源びオン/オフしない場合、その機器 
に別の;^一力ーコードびある場合は、手順2か 
ら別のコードでやり直してみてください。 

( S ) 他の機器もプリセツトコードを設定し 
たいときは手順2〜3を繰り返ず。 

屋) 防ク示歹ラ1 ボタンを押して設定を終了ずる。 


pj モコンの設定を初期化ずる 

U モコンに設定されたすベての機能を U セットし 
て工場出荷時に戻します。 

① ンプ」 ボタンを押しなび5、数字ボ 
タンの roj を約3秒間押し続ける。 


• 工場出荷時のプ U セツトコード設定 


マルチコント □ー ルボタンプリセ; 


BD 

22 己已 

DVD 

22已巨 

TV 

02白2 

DVR/BDR 

22已7 

CD 

已〇00 

CD-R 

已〇 0] 

VIDEO ! 

1〇已3 

テレビコント□-ル 

02白2 


r 化機器の操作について 

他機器を操作するときは、プ U セットコードび入力 
された機器のマルチコント□ールボタンを選択し 
まず。テレビを操作するとをは、マルチコント□一 
ルボタンの TV を選択します。 

U モコンの各ボタンで、31ページのよラに他機器 
の操作びでをます。 




















































u モコン 


\ 機器 

ボタン\ 

テレビ 

衛星チューナー 
/ケーブルテレビ 
チューナー 

ブルーレイ 
ディスクプレーヤー 

DVD プレーヤー 

HDD/DVD 

レコーダー 

ビデオデッキ 

CD プレーヤー 
/ CD レ〕ーダー 

入力機器む 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

日 D メニユ ー 
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と居 I つた S 


故障かな？と思ったら下記の項目を確認してください。また、本機と接続している機器(テレビなど)ちあ 
わせて確認してください。それでを正常に動作しないときは『保証とアフターサービス』（一3已ページ)を 
お読みのラえ、販売店にお問い合わせください。 


症状 

改善策 

を般 1 

電源び入らない。 

•電源プラグを扳いて、もラー度差し込んでください。 

自動的に電源び切れる。 

-自動電源オフ機能び ON の場合、本機を長時間操作していないと自動 
的に電源びオフになります。自動電源オフ機能の設定を確認してく 
ださい(一28ページ)。 

• スピーカーコードのな線びリアパネルに接軸していたり、プラスと 
マイナスびショートしていないか確認してください。接触していた 
りショートしていると、電源び自動的に切れます。 

• すべてのスピーカーコードをがして電源を入れてみてください。電 
源び正常な場合は、電源を切ってからスピーカーコードを正しく接 
続し直してください。スピーカーコードをがしてを電源び切れてし 
まラとさは、電源プラグを旅いて、パイオニアカスタマーサポート 
センターへご連絡ください(裏表祇参照)。 

自動的に電源び入る、電源び切 
れる。入力び勝手に切り換わる。 
( HDMI によるコント□-ル機 
能びオンの場合） 

- HDMI によるコント□ール機能の連動動作です。連動動作び不要な場 
をは、 HDMI によるコント□-ル機能をオフにしてください。（一2日 
ページ） 

OVERHEAT と表示されて、電 
源び切れる。 

•本機内部の温度び許容値を超えています。通風び良くなるよラに、本 
機の設置を蜜えてください(^3ぺージ)。 

-音量を下げて使巧して<ださい。 

TEMP と表おされて、音量び 
勝手に下びる。 

•本機内部の温度び許容値を超えています。通風び良くなるよラに、本 
機の設置を蜜えてください(^3ぺージ)。 

-音量を下げて使巧して<ださい。 

入力切換を合わせてち音声び 
出ない。 

•音量ボタンを押して、音量を上げてください。 

.消音ボタンを巧して、 S ュートを觸除してください。 

-機器び正しく接続されているか醒認してください。詳しくは「機器の 
接続」（一9ページ)をご覽ください。 

-入力信号の選択び正しいか確認してください。詳しくは r 音声入力信 
号を選択する」（^17ぺージ)をご覧ください。 

-ソース機器の設定び間違っている可能性びあります。ソース機器を 
正し < 設定してください(^9ぺージ)。 

入力切換を合わせてち映儘び 
出ない。 

-機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「機器の 
接続」（一9ページ)をご覧ください。 

-入力機器とテレビは同じ種類のケープルで本機と接続してください。 
(一日ぺージ） 

システムセットアップや iPod 
の分ニュー画面びテレビに表 
示されない。 

• テレビと HDMI ケーブルのみで接続した場含は、システムセットアッ 
プや iPod のメニュー画面 ( OSD 画励びテレビに表示されません。ビ 
デオケーブルまたはコンポーネントケーブルで接続し、テレビの入 
力をこれらの接続にをわせてください。 （^9 ページ） 


ラジオ受信中に雑音びをい、 
放送局び自動的に選ばれない。 

-受信び良好になるよラに FM アンテナケープルを十分に伸ばして壁に 
貼り付けるなどしてください。 

-受信び良好になるよラに AM ループアンテナの位置や方向を変えてく 
ださい(一13ページ)。 

• FM 屋外アンテナや冉 M 屋外アンテナ、または室内アンテナを接続し 
て < ださい。 

-雑音を生じさせる機器の電源を切るか、本機やアンテナから遠ざけ 
て < ださい。 

センター、サラウンド、ヴラウ 
ンドパックまたはフ□ント A イ 
トスピーカーから音び出ない。 

-入力信号や U スニングモードによっては、一部のスピーカーから音 
び出ないことびあります。 IAV アンプ陪押してから ADV SURR ボタ 
ンを繰り返し押して、 EXT.STEREO モードを選んでみてください。 

-スピーカーび正し<接続されているか確認してください(^7ぺージ)。 

- r スピーカーの設定を行ラ」（一2已ぺージ)をもう一度確認してください。 

• 「スピーカー出カレベルを設定する」（一27ページ)でスピーカーの 
出カレベルををラー度確認してください。 

サブウーファーか6音び出ない。 

-サブウーファーを正しく接続して、電源を入れてください。 

-サブウーファーに音量調整機能びあれば、ボ U ュームを上ばてください。 

-再生しているドルビーデジタルや DTS 信号の中に低音域の LFE チヤ 
ンネルが含まれていないと、サブウーファーから音び出ないことび 
おじます。 

-「スピーカーの設定を巧ラ」（一2日ページ)でサブウーファーを YES ま 
たは PLUS に設定してください。 

•「LFEATT ( LFE アッテネーター)」（一吕巳ぺージ)を LFEATTO また 
は LFEATT 已にしてください。 

特定のスピーカーの音びルさい。 

-スピーカーの自動設定を行ってください(一1已ページ)。 

-システムセットアップ設定でスピーカー出カレベルを設定するか 、 U 
f コンの IAV アンプ 1 ボタンを巧してから CH 撰巧ボタンでスピーカーを 
選んで LE\/+/- ボタンをレペレを調整してください卜27ぺージ)。 

カセットデッキを再生すると 
雑音び出る。 

-雑音び消えるまで、カセットデッキを本機から離してください。 

U モコンで操作でをない。 

-リモコンび他機器の操作モードになっている可能性びあります。 

IAV アンプ 1 を巧して U モコンを本機の操作モードに切り換えてから 
操作してみて < ださい(一16ページ)。 

-電池を交換してください(^3ぺージ)。 

•フ□ントパネルの U モコン受光部から7 m 、 左ち30°の範囲で操作 
してください(一3ぺージ)。 

-障害物を取り除くか、別の場所に移動させて<ださい。 

- U モコン信号受光部に強い光び当たらないよラにしてください。 

ディスプレイの表示び暗い、ま 
たは表示されない。 

-リモコンのディマーボタンを押して、表示部の明るさを選択してく 
ださい。 

ディスプレイに勝手にさまざ 
まな文字び表示される。 

•デモ表示びオンになっています。デモを表示させたくない場含は、デ 
モ表示をオフにしてください(一28ページ)。 

何らかの操作のあと、ディスプ 
レイ表示び点滅する。 

-操作禁止を意味します。入力信号やリスニングモードによっては選 
択でさない機能びあります。 



































困ったとを 


iPod/iPhone 


iPod touch / iPhone び本機で 
認識されない。 

- U (下の操作を行ってみてください。 

① Pod touch / iPhone のス U - プ/ス U - プ解除ボタンとホームボ 
タンを同時に10砂し:!上巧し続け、再起勘します。 

③本機の電源をオンにします。 

③ iPod touch / iPhone を本機に接続しまず。 

USB メモ U- 


US 巨メモ U —び本磯で認識さ 
れない。 

-一度電源を切ってから、再度電源を入れてみて<ださい。 

- US 巨端子に正しく接続されているかどうか確認してください。 

• US 巨メモ U - のフオーマットび FAT 1 己または FAT 32 であるかどラ 
か確認してください。 FAT 12. NTFS 、 HFS は本機で再生すること 
びで去ません。 

• US 巨 A ブには対応していません。 

I/U ERR3 と表承され USB メ 
モ U —の再生びでをない。 

•「 USB メモ U —を再生する」の r エラーメッセージについて」（一]9 
ページ)のすベての項目を確認、実行し、それでを I/U ERR3 び表承 
されるときは、パイオニアカスタマーサポートセンターへご連絡く 
ださい。 

US 巨メモ U —のファイルを再 
生でをない。 

• 着作権イ呆護のかかった WVIA や MPEG -4 冉 AC のファイルを本機で再 
生することはでをません(パソコンなどで CD などの音楽データを取 
り込む場合、設定によっては善作権保護びかかることびありまず)。 

• 再生しよラとしているファイルの圧縮フオーマットに本機び対応し 
ているかどラか確認して < ださい (一 4吕ページ)。 

U モコンの►ボタンを押してち 
US 日を再生しない。 

• リモコンび US 巨モードになっていません。 iPod USB を押して U モ 
コンを USB モードにしてください。 

ADAPTER PORT 


S / ue わがれ機能搭載機器と接続で 
をない、操作でをない、音び出 
ない、音びとざれる。 

• 2.4 GHz 帯の電磁波を発する機器(電子レンジ、無線 L 冉 N 機器、他の 
技/り e わ0か機能搭載機器など）び近くにありませんか？これらの機器か 
ら本機を離して設置ずるか、電磁波を発する他の機器の使用をおやめ 
くださし、 

-技/ ue わがわ機能搭載機器と本機び離れすぎていたり、間に障害物びあり 
ませんか？同じ部屋で障害物のない、見通し距離1日 m 似内に設置し 
て < ださい。 

• 巨 LUETOOTH アダプターは本機の冉 DAPTER PORT 端子に正し< 
接続されていますか？接続を確認してください (^13 ページ)。 

•咖が 00 化機能搭載機器び咖が 00 化無線通信できる状態になっています 
か？日 /W わがわ機能搭載機器の設定を確認してください (一 3□ページ)。 

-ペアリングび正しく巧われていなかったり、本機か S / ue わがわ機能搭 
載機器側のどちらかでペア U ングの設定を消去しませんでしたか？ 
再度ペア U ングの操作を行ってください (一 20ページ)。 

• 接続したい機器はプ□ファイルに対応していますか？ A 2 DP および 
AVRC 円こ対応した丘/りが00化機能搭載機器を使巧してください。 


症状 


改善策 


HDMI 


映像と音声の両方び出ない。 

-ソース機器の仕様によっては本機を通しての HDM 腊続びできない場を 
びあります。ソース機器の仕様を確認し、非対応のとをはソース機器と 
本機をビデオケープルまたはコンポーネントビデオケープルで接続して 
<ださい。 

• 本機は HDCP に対応しています。ご使用の機器び HDCP 対応かどラ 
かをご確認ください。 HD 巳 P 非対応のとをはビデオケープルまたは 
コンポーネントビデオケーブルで接続してください。 

映像び出ない。 

-アナ□グ（ビデオケーブルおよびコンポーネントビデオケーブル)で入 
力した映像信号は HDMI 端デからは出力されません。また、 HDMI で 
入力した映儘信号はアナログ端デから出力されません(^9ぺージ)。 

-ソース機器の設定によっては映像び表示されないビデオフオーマット 
び出力されることびあります。ソース機器の設定を変更するか、ビデ 
オケープルまたはコンポーネントビデオケープルで接続してください。 

-ソース機器の映儘び影響している可能性びあります。ソース機器の 
解像度設定や Deep Col □「の設定などを調藝してください。 

• 映儘信号び Deep Color のとき、 HDMI ケーブルび Deep Color に巧 
応していないと映像び出ません。 A イスピード HDMI ケープルを使っ 
て < ださい。 

システムセットアップや iPod 
のメニュー画面びテレビに表 
示されない。 

• テレビと HDMI ケーブルのみで接続した場合は、システムセットアッ 
プや iPod のメニュー画面 (0 SD 画面)びテレビに表示されません。ビ 
デオケープルまたはコンポーネントケープルで接続し、テレビの入 
力をこれらの接続に合わせてください。（一日ページ） 

音声び出ない、またはとざれる。 

• DVI 機器と接続しているときは、音青び出ません。別途音声の接続を 
行ってください。 

-オーディオ調整機能の HDMI 設定び THRU になっている場合は、本機 
から音は出ません。冉 MP に設定してください。卜吕巳ぺージ） 

- HDMI によるデジタル音声伝をは、従来のデジタル音声伝送(光または 
同軸）に比べ、フオーマットの認識に時間びかかります。このため、音 
声フオーマットの切り換わりや再生スタート時に、音声びとぎれる場 
合びあ0ます。 

•再生中に、本機の HDMI OUT に接続している機器の電源をオン/才 
フしたり、 HDMI ケープルをお去差しずると、音声びとぎれたりノイ 
ズび発生する場合びありまず。 

HDMI にぶる二!ント□ール機能 
でシアター モー ドび動作しな 
い。 

• HDMI によるコント□-ル機能を日 N にしてくださし、。（一29ぺージ） 

• テレビの電源を日 N してから本機の電源を ON にしてください。卜吕日 
ぺージ） 

• テレビ側の HDMI によるコント□-ル機能を日 N にしてください。 

HD M 1で接続したテレビの音声 
び本機で聞こえない。 

-テレビび才ーディオ U 夕ーンチヤンネル ( ARC ) に対応している場合： 
HDM 隱定の ARC を ON にして、 TV / SAT 入力に切り換えてくださし、。 
017、2日ぺージ） 

• テレビび才ーディオリターンチヤンネル ( ARC ) に対応していない場合： 
HDVII 経由でテレビの音声を聴くことはでをません。別途オーディオ 
ケーブルの接続を行ってください。（一] 0ページ） 
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困つたとを 


Hhdm 昭続に関するご注意 

本機を経由してソース機器 ( DVD プレーヤーやビ 
デオデッキ、セットトップボックスなど)とテレビ 
(モニター）を HDMI ケープルを使って接続すると、 
映儘や音声び出力されない ことび あります (ソース 
機器の仕様により、 AV アンプを経由してテレビ 
に映儘や音声を出力でをないことびありまず)。こ 
のよラなとさは、接続しているソース機器の六一 
カーにお問い合わせください。 

冉 V アンプを経由してテレビに映儘や音声を出力 
できないソース機器をそのままお使いになるとを 
は、下記の接続例の方法に変更すると映像や音声 
を出力でをます。 

接続例 

ソース機器とテレビを HDMI ケーブルで直接接続 
して < ださい。 

本機とソース機器を、音声ケープルを使って接続 
してください。このとをテレビの音量は最ルにし 
て < ださい。 

夕 おがらせ 

ソース機器によっては、デジタル音声出力び2チャ 
ンネル音声しか出力されないことびあります(これ 
は、ソース機器びテレビの音声チャンネル数にを 
わせるためでず)。 

ソース機器を切り換えるとをは、本機とテレビの 
入力を両方切り換えてください。 

HDMI 端テに入力される映儘をテレビで見るとき 
は、テレビの入力を HDMI に切り換えまず。この 
とをテレビの音量は最ルに調整してください。 


本機をネリ巧化する 


し: TF の手順で、本機のすべての設定を工場出荷時 
の状態に初期化します。初期化の操作はフ□ント 
パネルで行います。 



の 本機の電源をオフ(スタンバイ状態)に 
ずる。 

屬 BAND ボタンを巧しなが6 

6 STANDBY /0 N ボタンを約2秒間押 
し続ける。 

感 表示部に RESET ? と表示された6、 
AUTO SURROUND/STREAM DIRECT 
ボタンを押ず。 

表示部に OK ? と表示されます。 

感 ALC/STANDARD SURR ボタンを押ず。 

表示部に 0 K と表示され、本機び工場出荷時 
の状態に初期化されたことをおします。 

巧 巧巧旧だ 

HDMI によるコント□ール機能び日 N に設定されて 
いると、本機の初期化びでさない場合びあります。 
その場合は、 HDMI によるコント□ール機能を 
OFF にするか、すべての接続機器の電源を切って 
から本機の電源をオフ（スタンバイ）にし、 HDMI 
インジケーターび消灯するのを待ってから初期化 
して < ださい。 
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工場出刷きの設定一! 


設定項目 

巧期値 

参照ページ 

オーディオ調整機能 

EQ (アコースティックキヤ1」ブレーション E 曰） 

ON 

24 

S.DELAY (サウンドディレイ） 

0.0フレーム 


MIDNIGHT (ミッドナイト） 

M/L OFF 


LOUDNESS (ラウドネス） 



S.RTV (サウンドレト U バー） 

OFF 

(iPod USB および ADAPTER 入力は ON ) 


デュアルモノラル 

CHI 

2已 

F.PCM CPCM フィックス） 

OFF 


DRC (ダイナミックレンジコント□-ル） 

AUTO 


LFEATT ( LFE アッテネータ ー) 

0 d 巨 


SACDG . (S 冉 CD ゲイン） 

0 d 巨 


HDMI ( HDMI 音声） 

AMP 


A.DLY (オートディレイ） 

OFF 


C.WIDTH (センター幅） 

3 


DIMEN . (ディメンション） 

0 


PNRM . (パノラマ） 

OFF 


C.IMG (センターイメージ） 

3 ( NEO : 白 MUSIC ) / 

10 ( NEO : 巨 CINEMA ) 


H.GAIN り V イトゲイン） 

M ( Mid ) 


システムセットアップ設定 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

Front : SMALL (ル） 

26 


Center : SMALL (ル） 



Front Height : NO (無し） 



Suit : SMALL (か） 



Suit . 日 ack : NO (無し） 


ヴプウーファー 

YES 馆り） 


クロスオーバー周波数 

100 Hz 

27 

スピーカー出カレベル 

Od 巨湘正無し） 


スピーカーまでの距離 

すべて 3 .日 m 


デジタル入力の設定 

U アパネル表記のとおり 

17 

コンポーネントビデオ入力端テの設定 

U アパネル表記のとおり 

吕8 

プ IJ アウト端モの設定 

Surr.Back 


自動電源オフの設定 

OFF 


デモ表示の設定 

ON 
































































困ったとを 


HDMI によるコント□-ル機能 

Control 

ON 

吕白 

ARC (オーデイオリターンチヤンネル） 

OFF 

その他 

入カフアンクシヨン 

巨 D 

16 

IJ スニングモード 

AUTO SURROUND 

22 

PHASE CONTROL 

ON 

23 

BASS 他音） 

0 dB 

4 

TREBLE (高音） 

0 dB 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

已 


巧証とア フターヴー ビス 


保証書(別添)について 

保証書は必ず「販売店名-購入曰」などの記入を醒 
かめて販売店から受け取り、内容をよく読んで大 
切に保存して < ださい。 


保証期間はごお入曰か51年巧でず。 


補修用性能部品の保有期間 

当社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切り 
後、8年間イ呆有していまず。性能部品とは、その 
製品の機能を維持するために必要な部品でず。 


修理に関ずるご質問、ご相談 

お買いボめの販売店へご依頼ください。ご転居さ 
れたりご贈答品などでお買いまめの販売店に修理 
のご依頼びでさない場合は、修理受付窓□にご相 
談< ださい。 

所在地、電話番号は裏表紙の「ご相談窓□のご案内- 
修理窓□のご裏巧」をご覽ください。 

修理を依頼されるとき I 

修理を依頼される前に32〜34ページの「故障か 
な？と思ったら」の項目をご確認<ださい。それで 
わ正常に動作しないとさは、ご使用を中止し、必 
ず電源プラグを振いてから、お買いホゆの販売店 
または裏表祇に記載の修理受付窓□にご依頼くだ 
さし、。 


ご連結いたださたい巧客 


• ご住所 
• お名前 
-お電話番号 

• 製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
•型番： VSX -8 吕] 

-お買い上げ曰 

-故障の状況(でさるだけ具体的に） 

• 訪問ご希望曰 

-ご自宅までの道順と目標(建物、公園など) 


I 保証期間中は 

修理に隙しては、な証書をご提示ください。保証 
書に記載されている当社の保証規定に基づ去修理 
いたします。 

保証期間び過す’ているとさは 

修理すれば使巧でさる製品については、ご希望に 
より有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ•ビデオ機 
器）でず。下記の注意事項を守ってご使巧ください。 

1. 一般家庭用政外での使用（例：店舗などにおける巨 GM 
を目的とした長時間使用、車両•瞄舶への搭 

載、屋外での使用など）はしないでください。 

2 . 音楽信号の岳生を目のとして設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用し 
ないで < ださい。 

3. 八ウ IJ ングで製品が故障する恐れびあ0ますので、マイ 
ク□フォンを接続する場合はマイク□フォンをスピーカ 
一に向けた0、音び歪むよラな大音量では使用しない 
で < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生し 
ないで < ださい。 


長年ご使巧の AV 機器の点おを! 



このよラな症:!犬は 

-電源コードや電源プラグび 
異常に熱 < なる。 

-電源コードにさけめや 
ひび割れびある。 

A 

ご使用 

故障や事故防止のため、ずぐに 
電源を切0、電源プラグをコン 

ありませんか 

-電源び入ったり切れたり 


中止 

セントから巧さ、必ず販売店に 


する。 

•本体から異常な音、熱、 
臭いびずる。 



ご相談ください。 
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固つたとを 

















































困ったとを 


ヴービス拠点のごま巧 


※番号巧よくお巧かめの上でおかけいただをまずよラお巧いいたしまず 

ヴービス拠点への蛮語は、修理憂な塞且でお受けします。（ホ縄県のちは沖縄サービス認定店） 

また、認定店は不在の場合もございますので、持ち込みをご希望のお客様は 修理受付窓□ にご確認<ださい。 


•北海道地区 

☆化巧道サービスセンター 
迪川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 

FAX 

FAX 

FAX 

FAX 

011-611- 已 6 白 4 
01 己 6 -己已-フ吕 07 
01已已 -23-77 己7 
0138 -40-6473 

受けち一金日: 3 □〜 18:00 (±.曰.巧-巧な巧業曰はおく） 

☆姐点は、 ±坦 を受付日: 30 〜 12:00、13:00 〜 18:00 (おな巧 巧 曰は 除 <) 

〒〇 64-08 吕吕化幌市中央区化2ま西 20-1-3 クワザワビル 
〒〇 70-0 日31迪川市巧町1を1了目43日-日白 
干080-001己帯広市西5ま南 28T 目 1-1 
干 041-081 1函館巿富岡巧 2-1 日-7 

•ま 化が!反 



受巧ち一金曰: 30 〜 18:00 (±.曰-巧-#なが業曰はおく） 




☆巧点は、±届を受付 9:30-12:00. 13:00-18:00 (挣社巧業曰はお <) 

lilr ま化サービスセンター 

FAX 

022-37 已 -49 白己 

〒981-3121 

仙 台 市 泉 区 上 谷刈 6- 10-26 

山おサービス認定店 

FAX 

023-61 已 -1627 

〒990-0023 

山お市お波 1-8- 17 

郡山サービス認定店 

FAX 

024-991 -746己 

〒963-8巨61 

郡山市鶴見巧 1-9-2 己クレールアヴエニユー伊藤第2ビル1 F D 号 

盛岡サービス認定店 

FAX 

01 9-6 已 6-7648 

〒〇 20-00 己1 

盛岡市 下 太 田下 川原1已 3-1 

青森サービス認定店 

FAX 

01 7-73 己-2438 

〒〇 30-0 巨21 

青森市晓田吕 -16- 10 

ノ サービス認定店 

FAX 

0178 -44-3351 

〒〇3 1-080 呂 

ノ 市か中野 3-1 己-日 

秋田サービス認定店 

FAX 

018-日 69-7401 

〒〇 10-080 呂 

秋田市外祀川字おの目 345-1 

•東京都巧 



巧村月〜 ± 9:30-1 8 记 0 ( 曰‘巧-巧れ巧;業曰は除く） 

世田谷ヴービスステーション 

FAX 

03-53 已 7-0770 

〒1己 6-00 已已 

世田谷区祀橋 5-2 日-6吉崎ピル 1F 

化東京ヴービスステーション 

FAX 

03-3 白 44-7800 

〒 170-000 吕 

皇島区巣鴨 1-9-4 第 S 义なビル 1F 

を摩サービスステーション 

FAX 

042-524 -已947 

干 190-0003 

立り怖栄町 4- 1 8- 1エクセル立 j111F 

•関東•甲信越地区 



をが月一金 9:30 〜 18:00 (± .曰-巧-巧社な;業曰はお <) 




☆巧点は、±坦を受付 9:30-12:00. 13:00-1 任 00 ( 辉ななお曰は除 <) 

^^r東開東ヴービスセンター 

FAX 

047-773-93 己4 

〒吕7已-001白 

習志野市ま 田 沼 3-20-2 吕 

水戸ヴービス認定店 

FAX 

〇吕9-吕4呂 -1306 

〒3 10-0844 

水戸市住吉町 307-4 

つくばヴービス認定店 

FAX 

〇吕9呂-已 8- 13已白 

干30已 -004 已 

つくば市梅国 2-2-6 

☆化関東サービスセンター 

FAX 

048-6 已 1- 呂030 

〒331-081呂 

さいたま市化区き原町 1-310-1 

宇都宮サービス認定店 

FAX 

〇吕 8-6 已7-已882 

干3吕 1-091 呂 

宇都宮市石井町3373-吕1 

巧馬サービス認定店 

FAX 

0270 -2 吕 -18 己9 

干 372-0801 

伊勢崎市宮デ町11白 1-17 パヴージュ B0 日伊費崎101号 

新潟サービス認定店 

FAX 

02已 -374 -已7己己 

干9己 0-0982 

巧谓巿中央区:！之巧南 1-20-1 1 

佐渡サービス指定店横山里摄商を FAX 

02已 9-63-3400 

干9己 2-1 209 

化渡巿金井巧千種11已 8-1 

1^r南関まヴービスセンター 

FAX 

04已 -943-3788 

〒吕 24-0037 

横お巿都巧区をヶ崎南 2-1 日-1ペルデユールをヶ崎 

横巧サービス認定店 

FAX 

04已 -348-8661 

〒吕 40-0043 

横お巿保±ヶち区お本町2己0 

巧奈リ 1 西サービス認定店 

FAX 

046-吕 31-1 吕09 

〒呂 43-04 吕吕 

'海をを市中新田 4-10-53 中山ビル 1F 

=ち島サービス指を店膀見雪機 

FAX 

04目 94-6-1 吕46 

〒100 -121 1 

=宅村大ぞ巧田 

松本ヴービス認定店 

FAX 

〇吕 63-4 呂 -0 已7已 

干3白 0-08 已呂 

松本市大字島立1呂 0-5 バイオニア松本拠点 1F 

長野ヴービス認定店 

FAX 

〇吕6-吕29-已吕已〇 

干 380-093 已 

長野巿中御所 1-24 

甲巧ヴービス認定店 

FAX 

〇已已-吕28-呂003 

干400 -003 已 

甲巧市敲田 4-9- 14 

参 中部地区 



をが 月一金9:30 〜 18:00 (±.曰-巧-巧社な; 業 曰は お <) 




☆巧点は、±坦を受付 9:30-12:00. 13:00-1 任 00 ( 辉社巧巧曰は除 <) 

☆中部ヴービスセンター 

FAX 

052-53 吕 -1 148 

〒4己 1-0063 

る古屋市西区巧切 2-8- 18 

岡崎サービス認定店 

FAX 

〇已己 4-33-7080 

干 444-0931 

岡崎市大巧巧字荒田 36- 1大巧ビレツジ B- 1 

津サービス認定店 

FAX 

059-213-6712 

〒514-0821 

ま市き水 522-5 

岐阜ヴービス詔を店 

FAX 

〇已8-吕74-已吕已6 

〒500-日384 

岐阜市致田南 4-2- 10 

静岡サービス詔を店 

FAX 

054-吕 36-40 己3 

干4吕 2-8034 

静岡市霞巧区高お 1-17-1 7 

ミ召まヴービス詔を店 

FAX 

0己已-白色 7-84 己已 

干41 0-087 己 

沼津市化今巧 12-7 

巧松ヴービス詔を店 

FAX 

0己 3-4 吕吕 -1401 

干 430-091 呂 

巧お市中区茄子巧35已 -1 

を巧ヴービス認定店 

FAX 

076-吕 40-0 已已〇 

干9吕〇 -036 吕 

金ミ尺市古府 3-60-1K 吕ビル1 F 

富山サービス認定店 

FAX 

07巨-42已 -3027 

干 939-821 1 

富山巿二□巧 1-7-1 

福井サービス認定店 

FAX 

0776 -27- 1768 

干91 0-0001 

福井市大頤寺を 5-9 
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参関西地区 


5^^関西ヴービスセンター 

FAX 

06-6310- 白 120 

神戸サービス認定店 

FAX 

078-26 巳-0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

07 白吕-己 1-265 己 

和歌山ヴービス認定店 

FAX 

0734-46-302 己 

京都サービス認定店 

FAX 

〇フ己-己 44-797 己 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742-50-0889 

福が山ヴービス語を店 

FAX 

0773-24 -己37己 


受巧月〜を9:30〜1注00 (±•曰-巧.巧な巧業曰はお <) 

な巧巧は.±雇6受が 9:30-12:00. 13:00-18:00 (巧れ巧業曰は除 <) 

〒己64-0日己2政田市広ち町已 -8 

干6己 1-00 白3巧戸巿中央区二き町 1T 目 10-1 □-レル云きノースアベニユ ー1F 
〒已 71-0224 姫路市別所町な ±1-126 
干641-日014巧歌山市毛見 1126-4 

干 601-8444 巧都市南区西九を森本巧4イツツアイランド 1F 
干 630-8141 奈良市南京終町1 - 1 74-2 
干6吕〇 -00 己巳福巧山市標尾新町 [2-74 カマバチマンション 


参中国•四国地区 


な中四国ヴービスセンター 

FAX 

082-534 -己 8 已 9 

岡山サービス認定店 

FAX 

08 已 -2 己 0-2724 

松江サービス認定店 

FAX 

0852-22-7779 

福山サービス認定店 

FAX 

0849-31 -2791 

鳥取サービス認定店 

FAX 

08已 7-28-801 1 

徳山サービス認定店 

FAX 

0834-33 -已759 

高松けービス認定店 

FAX 

087-813-6112 

徳島サービス認定店 

FAX 

088-已 69-607 己 

高巧サービス認定店 

FAX 

088-802-3321 

お山サービス認定店 

FAX 

08白-91 1- 己608 


を巧月〜を9:30〜18:00 (±.曰.巧•巧な巧業日は除く） 

☆ffi. なは，±雇を受付9;30~ 12:00. 13:00-18:00 (醉れ休業曰は除 <) 

干 733-0003 に島市西区兰棲巧2"4-吕2 NK ビレ 1F 
干700 -097 已岡山市化区今 3-10- 10備前ビル 1F 
干690-0017松江市西き田4-己-40 (有）テクピット巧 
干 720-081 已福山市野上町 3-1 吕-日 
干680 -0934 鳥取市徳尾 422-2 
干 745-0006 周南市な富町 3- 11森広事務所 1F 
干760 -0080 高お市木太町 862-1 

干 770-8023 徳島市腾占町中須 92-1 大松ジョ U 力地下1階107号 
干780-日〇己1高巧市養若町 3-1 吕 -13 晃栄ビル1 F 
干79 1-8 日13松山市山越己- 12-8 


>九州地区 


☆九1州サービスセンター 

FAX 

092-41 2-746 日 

化な州ヴービス語を店 

FAX 

093-941-8354 

博をサービス認定店 

FAX 

092-461-1643 

西九州ヴービス認定店 

FAX 

09 己 2-20-1991 

長崎サービス認定店 

FAX 

09 己- 849-4606 

能本サービス認定店 

FAX 

09 已 -331-3323 

大分サービス認定店 

FAX 

097-己己 1-2049 

宮崎サービス認定店 

FAX 

09S 巳- 27-3 13已 

お巧島ヴービス認定店 

FAX 

09白-201 -3803 


受巧月〜を9:30〜1江00 (±•曰-巧-巧な休業日はお <) 

☆拠.なは，±垣を受付 9:30-12:00. 13:00-18:00 (巧れ休業曰は除 <) 

干 812-0 日16福岡市博を区博を駅南 2-1-9 ャマエ博を駅南ビル 1F 
干802-日044化九州市ル含化区熊本 1T 目 9-4 植田ビル 1F 
干81吕 -0006 福岡市博を区上を田2-日 -7 
干 840-0201 佐賀市大巧の大字后寺 2688- 1 
干8己 2-814 已長崎市旧巧1下目 12- 10ク U スタル A イツ平野 
干861-吕118能本市巧立 4-9-3 1 
干 S70-0921 大分市巧原 3-23-1 己日商ビル101 
干 880-0821 宮崎市浮城町 98-1 

干890 -0046 鹿巧島市西田 3-8 -吕4ヴニーサイド吕1 1F 


♦沖経県 

沖縄ヴービス認定店 


TEL 098-987-1120 
FAX 098-987-1 121 


受巧月〜を 9:30 〜 1 江 00 (±•曰-巧.巧な休業日はお <) 
〒日 02-0 日73那覇市上間413琉電アバート1 -5 


平成23年1月現在 


記載巧客は,予告な < 巧更さだていただくことびあので予めご了を <ださい。 
























.1 .付録 


プ u セツトコードー覽表 


む下のメーカーコードを本機の U モコンにプ IJ セツ 
卜することで、その機器を本機の I 」モコンで操作す 
ることびでさるよラになじまず。 
メーカーコードにある;><ーカーのプ11セツトコー 
ドをすべて呼び出してち、メーカーや機器によっ 
ては操作でをなかったり、異なる働ををすること 
びあ0ます。 

プ U セツトコードの設定方法については、 「 U モコ 
ンで他機器を操作する」卜30ぺージ)をご覧くだ 
さい。 

〇重要 

-すべての六一力一や機器の操作を保証するわけ 
ではありません。 

凡例： 

メーカー/プリセットコード 


I テレビ’ 

バイオニア0292. 0113. 0296 
LG 026己 
NEC 0244, 0245 
アイワ0246 

サムスン02己 4. 0255, 0256,日2己 7. 0258, 0259 
サンヨー 0241.0271’0272 
シャープ0237, 0283, 0288 
ソニー 0236, 0270, 0285, 0289 
東芝0238, 0280. 0281,0282 
A •イ•デザイン0247 
パナソニック0234, 0235 
ビクター 0240. 02日斗0265, 0273, 0274 
日立0239, 0250, 0263, 0284. 0287 
フイリップス日2已] 

富±通0260, 0261,0262, 0248, 0249 
フナイ0248, 0249 
E 養0242, 0243, 0268, 0269 
その他0267, 027日. 0277, 0278. 0279 


[ DVD プレーヤー I 

し处下のコードで操作でさない場合、プルーレイデイスクブ 

レーヤーまたは DVD レコーダーのコードで操作できる場 

合びあります。 

バイオこアの日日，2014 
LG 2244 
ァイワ2200 

オンキヨー 2213, 2214, 221己 
ケンウッド2207 
サムスン 2224. 2231 
サンヨー 2228, 2226, 2225. 2227 
シャープ2208, 2209. 224日. 2210, 2248 
ソニー 224日. 224日，2247, 222日. 223日, 2241,2242, 
2243 

デノンの01,の02, 2203 
東ミ2232, 2216, 2217, 2233’ 2235, 2236 
バナソニック223日. 2240, 21日日，2己38 
ビクター 2205, 2204, 2250, 2206, 2251 
日立2211，2212 
マランツの37, 22己2 
ヤマ" 2234 


I ブルーレイディスクプレーヤー_ I 

な下のコードで操作でをない場合、 DVD プレーヤーまた 
は D V D レコーダーのコードで操作できる場合びあります。 

バイオニアの已已，2192, 2281 

LG 2286. 2287 

オン キヨー 2289 

サムスン2282 

シヤープ2304, 2305, 2306 

ソニー 2283, 2284, 228己, 2292 

デノン 2310. 2311，2312 

東芝2288, 2262 

バナソニック 2277. 2278, 2279 

ビクター 2290, 2291. 2293, 2294, 2295, 2296 

日立2307, 2308, 2309 

フィリップス2280 

スランツ の 02. 2303 

三黃2300, 2301 

ヤマ" 22日7, 2298, 2299 

DVD レコーダー 

iU 下のコードで操作でさない場合、 DVD プレーヤーまた 
はスレーレイディスクプレーヤーのコードで操作できる場 
合びあります。 

バイオニア2257, 2193, 2258, 22已日, 2260, 2261, 
2264, 226日， 2266. 2270 
シヤープ2267, 2275 
ソニー 2268, 2271. 2272, 2273, 2276 
東ミ2274 

パナソニック22目3, 2269 


。ビデオデッキ_ ] 

パイオニア]0巳 3. 1108 

NEC 1098,10日日，1100,1101 

アイワ 1090. 1091, 1092, 1093 

サン ヨー 10日日.1087,1088,1089 

シャーフ10日斗1095,1096,1107 

ソニー10日巳.10已目，10日ス1058,10巳日.1060, 1061 

東芝10日 7. 10日8,10己日， 1070. 1071 

パナソニック1062, 1063, 1064,10日日，1066 

ビクター1079,1080, 1081, 1082,1083, 1084. 

1085 

日立 1072. 107互 1074. 1097 
フィリップス1104 
冨±通11日2 
フナイ1097 

立夏]07己.107日，1077,1078 
その他1105,1106 

ケーブル/ BS / CS /地上デジタルチューナー 

パイオニア0293, 0298,巨300 
A に HI 6124 
BELL 巨31己 

DX アンテナ6129, 6150, 6165, 6295 
ECHOSTAR 6301 
Humax 色132 

JERR 0 LD 6283, 6304, 630己，6306, 6307, 6308, 
630 9. 6310, 6311,6312 
NEC 6136, 6141,6286 
Primestar 6302 
RCA 6297, 629日’ 6303 
SA 6279, 6281,6313, 6314 
Scientific Altanta 色 13 已 
Wintersat 6144 
ZENITH 6280, 6282. 6284 
アイ•才 一• データ機器6146, 6171,6172, 6173 
愛知電子6296 
アイつ 目1己日，日12日，6130 
シャーフ日 138. 61已2,目1巳3,日1己斗 
住ち日 140. 61加’目162 
住ち電王6294 

ソニー 6139,6156,6157, 6158,6159,6160, 6298 
東芝日141,61日4,目16日，6285 
) け■ソニック日1台ス日137,日143, 6144,6145.6146, 
6147,6148,6149,6150, 6291,6292, 6293 
ピクセラ日14巳. 61日日 
ビクター日133 

日立6131.日13斗，日13巳. 6287 
冨±通巨130, 6288,日28日. 6290 
マスプロ日128, 6134,日13日，日1日日 
ノ、木アンテナ目142 
ユニデン目143 


rcD プレーヤー 

A ° イオこア5000, 5011 
AKAI 己 043 
Asuka 5045 
Fisher 己 048 
Goldstar 己 040 
Luxman 5049 
RCA 己 013, 已 02 日 
Roadstar 5052 

TEAC 5015, 5016, 巳 034 . 5035, 巳 037 

Technics 己041 

オンキヨー 已〇 17, 5018, 巳 03 0. 5050 
ケンウッド日020, 5021,5031 
シサー フ 加巳 1 

ソニー 日 012, 5023, 日 02目， 日 027, 加 28, 5039 
デノン5019 
A 寸ソニック 己 03 日 
ビクター 5014 
日立5042 

フィリップス5022, 巳 032, 加斗斗 
7ランジ 日 033 

ヤ 7 A 日024,日日2日，日03日，5046, 5047 
CD レコーダー 
パイオこア5001.5053 
フイリップス 日〇已 4 
ヤ 7" 日 0 己巳 

H - d プレーヤー 

パイオニア5002, 已 003 

カセットデッキ 

A ‘イオこア5058, 5059 

[DAT 

A ‘イオこア5057 
「MD 

A ° イオこア5056 
r チュ~ナ~ 

パイオニア 己 060 


困ったとを-付録 


37 























付録 


まを上のごを意 


• 安全にお使いいただくために、必ずお守りくだ 
さい。 

• ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読 
みのラえ、正しくお使いください。 

この取扱説明書および製品には、穀品を安全に正 
しくお使いいただき、あなたや他の方々へのを害 
や財産の損善を未然に防止ずるために、いろいろ 
な給表示をしていまず。その表示と意味は次のよ 
ラになっていまず。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人が死 t または重傷を負ラ可能性び想定される内 
容を示していまず。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人が傷青を負ラ可能性が想定される内容および物 
的損善のみの発生び想定される内容を示していま 
す。 


r 給表示の例 

A 記号は注意(警告を含む）しなければな 

日ない内容であることをおしています。 
図の中に具体的な注意内容び描かれてい 
ます。 


A 警告 


異常時の処置 


万一、煙び出ている、変なにおいが音が 
fS ^ するなどの異常状態のまま使用すると、 
火災•感電の原因となります。すぐに本 
機の電源スイッチを切り、電源プラグを 
コンセントか5抜いて<ださい。煙び出 
なくなるのを確認して、 P 及売店に修理を 
ご依頼ください。お客様による修理は危 
険ですから絶対にしないで<ださい。 

• 万一、内部に水や異物等び入った場合は、 
fS ^ すぐに本機の電源スイッチを切り、電源 
プラグをコンセントから抜いて、販売店 
にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災•感電の原因となりまず。 

• 万一、本機を落としたり、カバーを破損 
した場合は、すぐに本機の電源スイッチ 
を切り、電源プラグをコンセントから撤 
いて販売店にご連絡<ださい。そのまま 
使用すると火災’感電の原因となります。 

sn * 呈 

巧置 


• 電源プラグの巧および刃の付近にほこり 
や金11物び備している場合は、電源プ 
ラグを抜いてから乾いたおで取り除いて 
ください。そのまま使巧すると火が•感 
電の原因となります。 



0記号は禁止(やってはいけないこと）を 
おしています。 

図の中や近くに具体的な禁止巧容(左図 
の場合は分辭禁止)び描かれています。 



♦記号は行動を強制したり指おしたりす 
る内容をおしています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場を 
は電源プラグをコンセントから旅く）び 
描かれています。 


0 - 電源コードの上に重いちのを載せたり、 
コードが本機の下敷をになったりしない 
ようにしてください。コードの上を敷物 
などで覆ラと、気づかずに重いをのを載 
せてしまラことびあります。重いちのを 
載せるとコードび傷ついて、火災-感電 
の原因となります。 
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Q I 放熱をよ<するため、他の機器や壁等か 
ら間隔をとり、ラックに入れる場合はす 
さ間をあけて<ださい。また、なのよラ 
な使い方で通風孔をふさびないでくださ 
し1。内部に熱びこちり、火災の原因とな 
ることびあります。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

-►巧し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

-►じゆラたんやふとんの上に置く。 
^テーブルクロスなどをかける。 

Q - 付属の電源コードはこの機器のみで使用 
ずることを目的とした専巧部品です。他 
の電気製品ではご使巧になれません。他 
の電気製品で使巧した場合、発熱により 
火が-感電の原因となることびありま 
す。また電源コードは本製品に付属のを 
の iu がは使用しないでください。他の電 
源コードを使用した場合、この機器の本 
来の性能び出ないことや、電流容量不足 
による発熱から火が-感電の原因となる 
ことがあります。 

0 - 本機の上に火びついたろラそくなどの裸 
乂を置かないで<ださい。火災の原因と 
な0ます。 


使用環境 



この機器に水び入ったり、城れたりしな 
いよラにご注意ください。火災-感電の 
原因となります。雨天、隘雪中、海岸、 
水辺での使用は特にご注意ください。 


(§) 

Q 


風呂場、シャワー室等では使巧しないで 
ください。火災•感電の原因となります。 


表おされた電源電圧(交流100ボルト 
巳0 Hz /60 Hz ) じ t 外の電圧で使巧しな 
いでください。火ぶ-感電の原因となり 


ます。 


使用方法 



本機の上に花びん、コップ、化粧品、薬 
品や水などの入った容器を置かないでく 
ださい。こぼれたり、中に入った場合、 
火災•感電の原因となります。 


Q 


说れた手で(電源)プラグを揣を差ししな 
いでください。感電の原因となることび 
おります。 


本機の通風孔などか5、内部に金属類や 
燃えやすいわのなど異物を差し込んだ 
り、落としたりしないでください。火災 • 
感電の原因となります。樹こルさなお子 
様のいるご家庭ではご注意< ださい。 



本機のカバーをがしたり、改造したりし 
ないでください。内部には電圧の高い部 
分びあり、火災•感電の原因となります。 
内部の点検-整備-修理は販売店にご巧 
頼ください。 


0 •電源コードを傷つけたり、加工したり、 
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張っ 
たり、加熱したりしないでください。 
コードび破損して火災-感電の原因と 
なります。コードび傷んだら(芯線の露 
出、断線など)、販売店に交換をご依頼 
<ださし、。 



雷び鳴り出したら、アンテナ線や電源プ 
ラグには触れないでください。感電の原 
因となります。 


0 - この機器を使用でさるのは日本国内のみ 
です。また、船舶などの直流 ( DC ) 電源 
には接続しないで<ださい。火災の原因 
となりまず。 











im 


A ミち意 


s/1f ち 

巧置 


〇 •電源プラグは、コンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みび不完 
全ですと発熱したり、ほこりび付着して 
火災の原因となることびあります。また、 
電源プラグの刃に触れると感電すること 
びあります。 

0 - 電源プラグは、根元まで差し込んでわゆ 
る办びあるコンセントに接続しないでく 
ださい。発熱して火災の原因となること 
びあります。，眼売店や電気工事店にコン 
セントの交換を依頼して<ださい。 

0 - ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないで<ださい。落ち 
たり、倒れたりしてけびの原因となるこ 
とびおります。 

0 - 本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、 
湿気あるいはほこりのをい場所に置かな 
いで<ださい。火災•感電の原因となる 
ことびあります。 

A - テレビ、オーディオ機器、スピーカー等 
に機器を接続する場合は、それぞれの 
機器の取撼説明書をよく読み、電源を切 
り、説明に従って接続してください。ま 
た、接続は指定のコードを使巧してくだ 
さし、 

0 * 本機の上に重いちのやが梓からはみ出る 
よラな大さなちのを置かないで<ださ 
し、バランスびくずれて倒れたり、落下 
してけびの原因となることがあります。 

0 - 本機の上にテレビを置かないでくださ 
し、放熱や通風び巧げられて、火災や故 
障の原因となることびあります。（取扱 
説明書でテレビの設置を認めている機器 
は除をます。） 


異常時の処置 


Q •電源プラグを损く時は、電源コードを 
引っ張らないでください。コードび傷つ 
を火が-感電の原因となることびありま 
す。必ずプラグを持って抜いてください。 

0 - 電源コードを熱器具に近づけないで<だ 
さい。コードの被覆び溶けて、火災•感 
電の原因となることがあります。 

•移動させる場合は、電源スイッチを切り 
pS ^ 必ず S 源プラグを]ンセントから抜き、 
列部の接続コードをがしてから、行って 
ください。コードび傷つを火災-感電の 
原因となることびあ0ます。 

Q - 本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないで<ださい。倒れた 
り、落下してけびの原因となることびあ 
ります。重い場合は、持ち運びは吕人 
上で行って < ださい。 

0 - 窓を閉め切った自動車の中や直射日光び 
あたる堤所など、異常に温度び高<なる 
場所に放置しないでください。火がの原 
因となることびあります。 

使用方法 


0 - 長時間音び歪んだ状態で使わないで < だ 
さい。スピーカーび発熱し、火災の原因 
となることびあ0ます。 

Q •本機に栗ったり、ぶら下がったりしない 
でください。特にお子様はご注意くださ 
し、。倒れたり、壊れたりしてけびの原因 
になることびあります。 

•旅行などで長期間ご使巧にならない時 
6^は、安全のため必ず電源プラグをコンセ 
ントから抜いてください。 


電池 


ほ用上の ごを意 


0 - 指定し处外の電池は使用しないでくださ 
し、また、新しい電池とちい電池を混ぜ 
て使用しないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、火災-けびや周囲を汚損 
する原因となることびあ0ます。 

/V • 電池を機器内に挿入する場合、極性表示 
/!\ (プラスけ)マイナス（一 ) の向を)に注意 
い 、 し、表示どおりに入れてください。間違 
えると電池の破裂、液漏れにより、火災 • 
けびや周囲を巧損する原因となることび 
あります。 

〇 '長時間使用しない時は、電池を取り出し 
ておいてください。電池から液び漏れて 
火災、けび、周囲を巧損する原因となる 
ことびあります。もし液び漏れた場含ま、 
電池ケースについた液をよく拭さ取って 
か日新しい電池を入れてください。また 
万一、漏れた液び身体についた時は、お 
でよく洗い流してください。 

0 •電池は加熱したり分解したり、火や水の 
中に入れないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、火災、けびの原因となる 
ことびあります。 

保守-点検 


A . 己年に一度くらいは内部の掃除を販売店 
などにごネ目談ください。内部にほこりび 
たまったまま、長い間掃除をしないと火 
災や故障の原因となることびあります。 
特に湿気の多くなる梅雨期の前に行ラと 
より効果的です。なお、掃除費巧につい 
ては販売店などにご相談ください。 

C I お手入れの際は安全のために電源プラグ 
をコンセントから旅いて行ってくださ 


本機の使用環境について 
本機の使巧環境温度範囲は己で〜3已む、使巧 
環境湿度は8已下(通風孔び妨げられてい 
ないこと)です。 

風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射曰 
光(または人工の強い光)の当たる場所に設置し 

なし、 C ; ください。 D 3-4-2-1-7 し AIJa 


r 電源コードについての注意 

電源コードは電源プラグ部を持って取り披って< 
ださい。ショートや感電の原因となるため、コード 
を引っ張ってプラグを抜いたり、濡れた手で電源 
コードに軸れたりしないでください。電源コード 
を傷つけないため、本機や家具の下敷をにならな 
いよラにしてください。電源コードは結び目を作っ 
たり、他のコードと一緒に結んだりしないでくだ 
さい。 

電源コードは、踏みつけられないぶラに配線して 
ください。破損したコードは火災や感電を引き起 
こします。電源コードに破損びないかを定期的に 
確認してください。 

ちし破損していたら、お買い上げの販売店へ交換 
を依頼してください。 


r 本機のお手入れについて 

•磨を巧や乾いた巧で、表面のほこりや汚れを拭 
さ取ってください。 

•表面び巧れているときは、中性洗剤を水で已〜 
曰倍に薄めたちのに柔らかい巧を浸してよく 
絞って、ちれを拭を取り、乾燥した巧でから巧 
をします。家具用のワックスや洗剤は使用しな 
いで < ださい。 

•製品の表面びさびることびありますので、シン 
ナ ー、 ベンジン、殺虫剤などを製品にかけたり、 
製品の近くで使巧しないでください。 


r 音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になるもので 
す。隣近所への思いやりを十分にいたしましよラ。 
ステレオの音量は、あなたのわびけ次第で大を< 
ちかさくをなります。 

特に静かな夜間にはルさな音でを通りやすいちの 
でず。夜間の音楽鑑賞には気を配りましよラ。近 
所へ音び漏れないよラに窓を閉め、お互いにわを 
配り、快い生活環境を守りましよラ。 
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技術資料 


r デジタル音声 フォーマットについて 

DVD やブルーレイディスクソフトのパッケージには切下のよラな表示びされていることびあります。 

1枚のディスクに複数の音声び収録されている場合びを<、どの音声を聴<かを選択することびでをます。 
(音声の選択方法はお手持ちのプレーヤーやディスクによって異なります。） 


③ )) 


1. 英語（巳. Ich サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （ DTS 己. Ich サラウンド) 


収録音声数 録音方式 


□□ipOLBYj 

DIGITAL 



Digital Surround 


音声記録方式 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フォー マツ トであるため、単に巧. Ich サラウンド」と記載されてい 
る場合は、「ドルビーデジタル(巳. Ich )」 であることを示します。 


デコードとはデジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、わとの信号に変換 
させる技術です。また、 2 ch の音源をマルチ ch 化させる演算技術をマト U ックス•デコー 
ドと言い、日. Ich 信号を日.] ch に伸長させる技術もデコードと呼ぶことびあります。 


r ドルビ- [H DOLBY 

trueTR 1 

PRO LOGIC llz I 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

ホ Dolby TrueHD 
ホ Dolby Digital 
Plus 

ディスクリート 

高精細音声技術。 HDMI ケーブルで 
伝を可能。特に Dolby TrueHD は、 
□スレス待号化技術により最高音質 
を実現。 

已 .Ich (サラウンド 
バック ch フラグ付） 

Dolby Digital 
Surround EX 

ディスクリート 
+マトリックス 

サラウンドバック ch を使巧して、 
Dolby Di 旨け al よりを臨場感を高め 
た方式 

已 . Ich ディスク1」ート 

Dolby Digital 

ディスクリート 

DVD 切降の代表的フォーマット 

一般的な 3 ch 
ドルビーサラウンド 

(Dolby Surround ) 
Dolby ProLogic 
( llx / llz ) 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する万 
能なサラウンド技術 


* これらの音靑は 8 チヤンネルしソ上のチヤンネル数をサポートしていますび、現在ブルーレイディスクお 
よび HD DVD のそれぞれの規格では、最大音声チャンネル数び8チヤンネルに制限されています。 


言羊細な情報はドルビーラボラト U —ズのホームページをご覧ください。 
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プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の持つさ 
まざまな機能を、選択して搭載することび可能で 
す。プ□□ジック llx 搭載、とキャッチフレーズさ 
れた商品でち、必ずしもまったく同じ機能を持つ 
ているとは限らないことにご注意ください。 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づ 
さ製造されていまず。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Logic、Surround EX 及びダプル D 記号はドル 
ビーラボラト U —ズの商標です。 


fDTS 


藝 ctts~HD 

Master Audio 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

- DTS-HD Master Audio 
- DTS-HD High 
Resolution Audio 

ディスク U —卜 

高精細音声技術。 HDMI ケー 
プルで伝を可能。特に DTS - 
HD Master 冉 udi □は、□ス 
レス符号化技術により最高音 
質を実現。 

己 . Ich (サラウンド 
バック ch フラグ付） 

- DTS_ES 
{ Matrix / Discrete ) 

ディスク U —卜 
+マト U ックス 

サラウンドバック C h を使巧し 
て、臨場感を高めたち式 

已 . Ich ディスク U - 卜 

- DTS Surround ) 

- DTS 白巨/ 24 

ディスク1」ート 

DVDL 以降の巧表的フオー 
マット 

一般的な2 ch 

DTS サラウンド 

- Ne 日: 6 

マト1」ックス 

すべてのステレオ信号に対応 
する万能なサラウンド技術 


詳細な情報は DTS のホームページをご覽ください。 
http :// www . dtsjapan . co . jp / 


米国特許已4己] 942号、已9已目巨74号、已974380号、已9787巨2号、622目61巨号、 
巨487巳3已号、7212872号、7333929号、739219已号、7272已日7号、または、米国おぶ 
びその他の国での登録済み特許、または特許申請中の実施権に基づを製造されていまず。 DTS およ 
び記号は DTS 社の登録商標であり、また、 DTS - HD 、 DTS-HD Master 冉 udi □および DTS の□コ 
は DTS 社の商標です。製品はソフトウェアを含んでいます。 ◎ DTS 社不許複製。 


fWMA 

WMA とは 、 [Windows Media Audio 」 の略で、米国 Microsoft Corporation によって開発された音 
声圧縮技術です。本機では Windows Media 円 ayer によってエンコードされた、拡張デび 「. wma 」 の 
WMA ファイルを再生することびでさます。ただし、着作権保護のかかったファイルやエンコードずる 
Windows Media 円 ayer のバージョンによっては再生できないことびありまず。 








































im 


fMPEG-S AAC 


巧 


MPE 日- 2 オーディオの標準方式の 
] つで、日 S デジタルや地上デジタ 
ル放送で採用されている音声符号 
化規格です。高圧縮率なびら高音 
質を確保でさる点び特長で、番組 
内容によりマルチチャンネル設定 
び可能なフオー マツ トです。 


■米国におけるパテントナンバー 


08/937.9 已〇 
己848.391 
己.291，己己7 
己.4己 1.9 己4 
己400 433 
己222.189 
己.3已7.己94 
己752 22已 
己394.473 
己.己 83.9 巨2 
己274.740 
己.巨 33.98] 


已,297,236 
4,9] 4,701 
已 .23 己.671 
07/640.己己0 
巳.巳79.430 
08/678.6 曰曰 
98/03037 
97/0287己 
白7/02874 
98/0303巨 
已,227,788 
已 .28 已 .498 


己.481.614 
己.已92.已84 
己.781.888 
08/039,478 
08/211,已47 
己.703.999 
08/己己7,04己 
08/894,844 
己.299.238 
己.299.239 
己.299.240 
己.197.087 


己490,170 
己’264,846 
己，268.68己 
己.37己.189 
己.己 S 1. 6己4 
0己-183,988 
己,己48,己74 
08/巳06.729 
08/已 76.4 白已 
己.717.821 
08/392.7 巳6 


rMPEG -4 AAC 

AAC とは 、 「Advanced Au 址〇巳 odin 邑」の略で、 MPEG -2、 MPEG -4 で使巧される音声圧縮技術に関す 
る基本フオーマットです。 AAC データは、作成に使用したアプ U ケーシヨンによってファイル形式とお 
張子び異なります。本機では、 iTunes によってエンコードされた、瞄長子び r . m 4 a 」 の AA 巳ファイルを 
再生することびで定ます。ただし、着作権保護のかかったファイルやエンコードする iTunes のバージヨ 
ンによっては再生でをないことびあります。 


fiPod / iPhonel こ〇し VC 


[Made for iPod」、fVlade far iPhone 」 および 
[Made for iPad 」 とは、それぞれ iPod iPhone 
あるいは iPad 専巧に接続するよう設計され、アッ 
プルび定める性能基準を満たしているとデべ□ッ 
パによって認定された電子アクセヴ U であること 
をおします。アップルは、本製品の機能および安 
全および規格への適をについて一切の責任を負い 
ません。このアクセサリを iPod 、 iPhone あるい 
は iPad と使用することにより、無線の性能に影響 
を及ぼす可能性びありますのでご注意<ださい。 


圖 iPod 因 iPhone 固 iPad 


Apple 、 iPad 、 iPod、iPod shuffle、iPod 
nano、iPod classic、iPod touch、iTunes 
および Mac は米国および他の国々で登録され 
た Apple Inc . の商標です。 


pHOMI にごいて 



HIGH-DEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 


HDIVlKHi 旨 h-Definition Multimedia い terface ) とは]本のケーブルで映像と音声を受信するデジタル伝 
送規格です。ディスプレイ接続技術の DVI (□お ital Visual Interface ) を家庭向けの才ーディオ機器胤こ 
アレンジしたわのであり、高い帯域幅のデジタル内容な護 ( HDCP ) を実現した次世代テレビ向けのイン 
夕ーフェース規格です。 

本機では、 HDM 閒応機器と HDM 關応テレビなどを接続することで、圧縮されていないデジタル映儘と音 
声 （ ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 冉冉 C 、 または U ニア PCM ) を]本のケープルで伝をできます。ドルビー 
TrueHD や DTS-HD Master Audio などの□スレスデジタル音声 フォーマツ トにも対応しています。 

本機は HDVII 機器との接続を目的として設計されています。 DVI 機器に接続した場合、 DVI 機器によって 
は正常に動作しない場をびあります。 

本機は高画質規格の Deep Color 出力や x . v . Cobr の伝をも可能です。 


" x . v . Color ■および X . V.Color は、ソニー株式会社の商標です。 

HDMI、HDMI □ユおよび Hi 邑 h-Definition Multimedia Interface I ま 、 HDMI Licensing , LLC 
の米国とその他の国における商標または登録商標です。 













付録 


人力端子の対応フォ-マ 



各入力端子で対応している音声フォーマツトはしソ下のとおりです。 


入力端子 巧応音青フォーマ ‘ J 


デジタル(光/同軸） 

Dolby Digital . DTS 、 MPEG -2 AAC、PCM (ヴンプリング周波数： 32 kHz 、 
44.1 kHz 、48 kHz 、88.2 kHz 、9 已 kHz ) 

HDMI 

Dolby Digital、Dolby TrueHD、Dolby Digital 円 us 、 DTS 、 DTS - EXPRESS 、 
DTS-HD Master 冉 udiD 、 DTS-HD High Resolution 冉 udio 、 MPEG -2 冉冉 C 、 
吕 ch から最大 8 ch までのリニア PCM デジタル信号(サンプリング周波数： 

32 kHz 、44.1 kHz 、 48 kHz 、88.2 kHz 、9 巨 kHz 、176.4 kHz ' 

192 kHz)、SACD (DSD 2 ch 信号)、ビデオ CD 、 スーパービデオ CD 、 

DVD 才ーディオ (192 kHz 含む） 

iPod/USB ( US 巨メ 
モ IJ 一再生時） 

種別 

拡張テ 

スト1」 ーム 


MP 3 

. mp 3 

• MPEG -1/2/2. 5 

オーディオレイヤー3 

サンプリング周波数 8 kHz 〜48 kHz 

量子化ビット数 16 bit 

チヤンネル数 2 ch 

ビットレート 8 kbps 〜320 kbps 

WMA 

.wma 

- WMA 8/9 
( WMA 9 Pro や□スレ 
スコーデイングには対応 
していません） 

サンプリング周波数 32 kHz 、44.1 kHz 

量子化ビット数 8 bit , 16 bit 

チヤンネル数 2 ch 

ビットレート 32 kbps 〜 1 日2 kbps 

AAC 

. m 4 a 

- MPE 白-斗 AAC 
(アップル□スレスコー 
ディングには巧応してい 
ません） 

サンプリング周波数 ] 1 .025 kHz 〜48 kHz 

量子化ビット数 ] 白 bit 

チヤンネル数 2 ch 

ビットレート ] 白 kbps 〜320 kbps 

-善作権保護のかかったファイルは再生でをません。 

-本機び対応している形式のファイルでち再生でさないことびあります。 

. 可変ビットレート ( VBR ) で圧縮されたファイルも再生できまずび、経過時間 
び正しく表示されないことびあります。 

-接続している機器の種類やソフトウェアのバージョンによって働かない機能 
びあ0ます。 

• MPEG Layer -3 音声復号化技術は 、 Fraunhofer IIS および Thomson 
multimeclia からライセンスされています。 
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仕様 


オーディオ部 

実用最大出力り曰 TA 、 1 kHz 、 1日 
〇/〇、 6 n 、 1 ch 駆動時） 

フ□ント 

1白0 W/CH 

センター 

160 W 

サラウンド 

160 W/CH 

定格出力 

(20 Hz 〜20 kHz ' 0.09 %、8 n 、 

1 ch 駆動時） 

フ□ント 

9已 W/CH 

センター 

9已 W 

サラウンド 

9已 W/CH 

全高調波歪に0 Hz 〜2日 kHz 、 己0 W 、8 0、1 ch 駆動時） 

0.0 目％ 

保証インピーダンス 

フ□ント 

冉または巨のみ： 6 D 〜1巨 n 

A / 目 同時駆動： ] 2 0〜] 6 n 

センター/サラウンド 

日 D 〜1巨 n 

入力端モ(感度/インピーダンス） 

LINE 系 

200 mV /47 kO 

出力端デ（レベル/インピーダンス） 

REC 系 

200 mV /2.2 kQ 

SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 
A ネットワーク） 

LINE 系 

9 扫 d 巨 

ビデオ部 

信号レベル 

コンポジット 

1 vp-p (7 已 n ) 

コンポーネント 

Y : 1.0 vi>p C 7 已 n ) 

P 巨， Pr : 0.7 Vp-p (75 n ) 

対応最大解像度 

コンポーネント 

108 Op り 125 p ) 

チューナー部 

FM 

チュー ナ ー 帯域 

76.0 MHz 〜 90.0 MHz 

アンテナ 

7 已 n 不均衡型 

AM 

チューナー帯域 

已 22 kHz - 1 扫 2 白 kHz 

アンテナ 

ループアンテナ 

デジタル入出力部 

HDM 喘子 

1日ピン （5 V 、 100 mA ) 

US 巨端デ 

US 巨 2.0 Full Speed ( A タイプ） 

iPod 端子 

US 巨 + コンポジットビデオ 

電源部.その他 

電源 

冉 C 100 V 、 已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 

4] 已 W 

待機時消費電力(スタンノ（イ状態） 

0.4 W (コント□-ル機能 OFF ) 

外形寸法(幅 X 高さ X 奧行） 

43已 mm x 168 mm x 362 .已 mm 

質量(本体のみ） 

9.2 k 旨 


巧属お 夕おが百だ 

セツトアツプ巧マイク . 1 . 仕様とが観は改良のため予告なく蜜更すること 

U で J ン .] びあ0ます。 

単4お乾電池(動作確認巧) . 2 

AM ループアンテナ . 1 

FVI アンテナ . 1 

iPod ケープル . 1 

電源コード 
保証書 

取扱説明書(本書） 













































































12. 28 


.9 

.24 

.23, 24 

.24 

7, 8, 24, 28 

.26 

.28 

.42 

.30, 34 

........ 7, 8,] 已 

. 8 

. 27 

.] 已 

. 26 

. 27 


画 

外部アンプ . 

基本再 A . 

ク □スオーバー 周波数 
コンポーネントビデオ 


さ行 

再《器 . 

サウンドデイレイ . 

サウンドレトリバー . 

サラウンドバック ch 処理... 
サラウンドバックスピーカー 

システムセットアップ . 

自動電源オフ . 

仕様 . 

初期化 . 

スピーカー . 

スピーカーシステム . 

スピーカー出カレベル . 

スピーカーの 自動設定 . 

ス L — 力 —の言文定 . 

スピーカーまでの 距離 . 

接続ケープル . 

セットアップ用マイク . 

センターイメージ . 

センター幅 . 


.1 .さがみ . 

アコーステイックキヤ U プレーシヨン EQ 


. 23, 24 

アナ□グ . 17 

エラー六ッセージ . 15,18,19 

オーディオ調舊機能 . 24 

オーディオ U ターンチヤンネル .....] a 17, 2日 

才ート MC 冉 CC .] 已 

オートディレイ . 25 

オートレベルコント□ール . 23 

お手入れ . 39 

音声入力信号 . 17 


I た行 I 

ダイナ S ックレンジコント□ール . 吕已 

他機器の操作 . 30 

ディスプレイ . 已 

デイ；><ンシヨン . 吕已 

デジタル . 17 

デジタル音声 . 42 

デュアルモノラル . 吕已 

電源コード .14. 39 

ド’ルビー .17. 22, 40 

入力端子 . 日. 42 

パノラマ . 吕已 

フォーマット . 42 

プ U アウト .8. 28 

プ I 」セッロード’ . 3曰, 37 

フ□ントサラウンド■アドバンス . 吕吕 

フ□ント八イトスピーカー . 7, 8, 22, 28 

へッド’ホン . 己，] 7, 22 

保証 . 3己 

國 

ミッ ドナイト . 24 

画 

ラウドネス . 24 

ラジオ .13. 21 

U スニングモード .16. 22 

リモコン . 4,16, 30 

録白/廊画 . 21 

録画機器 . 9.11.12 


8 6 7 
2 J 2 

瓦1 


已已已 
12 2 


ア J レフアベット 

A.DLY. 2 已 

ADVANCED SURROUND. 22 

ARC . 10, 29 

AUTO SURROUND.22 

BLUETOOTH アダプター .13, 20 

Channel Level .27 

巳 . IMG.2 已 

Crossover Network .27 

C.WIDTH.2 已 

DIMEN.2 已 

DRC .2 已 

DTS.17. 22, 斗 0 

EQ .24 

F.PCM .2 已 

F.S.S. 冉 DVANCE .22 

H. 白冉 IN .2 已 

HDMI . 9.10.17, 25. 29, 33 

HDMI によるコント□-ル機能 . 10, 29 

Input Assign . 2 扫 

iPod/iPhone. 14,18 

LFEATT (LFE アッテネーター ) . 2 已 

LOUDNESS . 24 

Manual SP Setup.26 

MIDNIGHT . 吕 4 

MP3.19. 23, 42 

MPE 白 - 2 AAC.17, 41 

MPE 白 - 4 AAC.19, 41 

OSD .9 

PCM フィックス .2 已 

PHASE CONTROL .23 

PNRM.2 已 

Pre Out Setting.2 扫 

S.DELAY .24 

Speaker Distance.27 

Speaker Settin 宫 .26 

S.RTV. 吕 4 

STANDARD SURROUND.22 


STEREO … 
STEREO ALC 

UP MIX . 

US 巨メモ u — 
WMA . 


. 22 

. 22 

.24 

14,19, 42 
… 19. 40 


ン 


m 
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< 各窓口へのお問い合わせの時のご注意 > 

roi2oj で始まる原!フ U -〕ー ルおよび©フ U -〕ー ルは、携帯電話 ■ PHS などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 -PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓口のご案内 ※香号をよくお確かめの上でおかけいただきますよラお願いいたします 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買いボめの販売店様へ 
お問い合わせください。 


商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓口およびカタ□グのご請ホについて 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、 

±曜日:30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜-祝日-弊社体業曰は除く） 

■家庭用オーディオ/ビジュアル商品 

Lg 0120-944-222 一般電言舌044—已72— 扫102 

■ファックス 

044-巳 72-8] 03 

■インターネットホームぺージ 

http :// 日 ioneerj 日/ support / 

※商品についてよくあるお問い合 b は-メールマガジン登録のご案巧-お客様登録など 


修理窓口のご案内 ※香号をよくお確かめの上でおかけいただきますよラお願いいたします 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうかご確認 
ください。それでち正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

• お買いまめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付窓 □ 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、 

■電話 

■ファックス 

■インターネットホームぺージ 

±曜日:30〜12:00、13:0□〜17:00 (日曜-祝日.弊社休業日は除く） 

[3 0120-5-81028 —般電話044-已72-扫100 

照 0120-5-81029 

http :// 日 ioneerj 日/ support / repair / 

※家庭用オーディオ/ピジユアル商品はインターネットによるお巧のお申し込みを受付けてお〇ます 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜日:3日〜1狂0曰 

(±曜.日曜-祝曰-醉社休業日は除く） 

■—般電話 

〇白扫一白87— 1120 

■ファックス 

〇白扫一白87— 1121 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 


参部品（付属品、 U モコン、取扱説日月書など）のご購入について 


部品受をセンター 

受付時間月曜〜金曜日:30- 

-1狂00、±曜日:30〜12:00、13:00〜17:00旧曙-祝日■脾社が業曰は除く） 

■電話 

| g | 012已一巳一 8] 〇日已 

一般電目舌 044— ち72 -8107 

■ファックス 

fg ) 0120-5-81096 



平成23年1月現在記載内容は、予ちなく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


V 0 L 043 


JIS C 61 000-3-2 適合品 


/ J 旧 C 扫1 000-3-2 適を品とは、日本工業規格 r 電磁両立性\ 
-第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 相当た0の 
入力電流び20 A な下の機器)」に基づさ、商用電力系統の 
\高調波環境目標レベルに適合して設計 • 製造した製品です 。 y 


_ 贷 20] 1パイオニ U ア株式舍社 U 禁無晚転載 

) \°ィスニア株式会な 干2 ] 2-0031 巧奈川鳳11崎市幸区新ル倉1番1号 


<5707-00000-503-0S> 













